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調査区北側を西側から東側-蛇行して流れていた

河川跡から､南東方向にほぼ直線方向に開削された

水路との分岐点に築かれていた｡位置は､C｡D｡

E｡F-20グリッドにまたがっていた｡本堰跡は複

数回数による構築及び補強が行われていた｡また､

構造材を用いた構築は二回行われていた｡

最初の構築は河道流水方向に対して､北側に位置

する起点で470､南側終点部分で580の角度で湾曲

する形で行われていた｡構築された堰の構造材及び

堤盛土の大部分は河川の氾濫による堰の決壊によっ

て失われていた｡

北側の杭列は2列あるうちの西側の列が該当す

る｡ 杭は長さ40cm以下で上端部が欠損し､部分的

に乾燥による収縮及び腐朽が認められた｡各杭は東

西方向に交差する形で打ち込まれていた｡従って杭

列上には横木がかませてあった可能性がある｡ また､

各杭の欠損レベルがほぼ同一であることから､堤盛

土の流失と伴に欠失したと考えられる｡

南側に残る構造材から堰の水路取 り付け側約三分

の一は､合掌形の造りであったと考えられる｡ 構造

材の主幹材にあたる横木は支保5周辺の一部分のみ

検出された｡横木を支える支保工は､支保 5､支保

6の2本が検出された｡いずれも､横木から外れ境

基盤土に落下した状態であった｡

支保5は横木に持たせ掛けて､堤前面の杭が打ち

込まれていた他､材の後部に柄を切って流れ止めの

杭を打ち込んでいた｡支保6は材の後部に柄を切ら

ずに角材を斜めに打ち込んで流れ止めとし､その脇

に横ずれ防止用の杭を打ち込んでいた｡

支保5と支保6の間には三箇所の支保工流れ止め

の杭が打ち込まれていたことから､本来は支保工が

三箇所設けられていたと考えられる｡ 支保工の材の

大きさは二回目における堰構築時の用材使用状況か

ら大型材と小型材の交互の施工が想定される｡

支保5より南側前面の堤盛土は失われていたが､

盛土流失防止用に用いられた杭列及び敷物が検出さ

れていた｡杭は同一樹種 (ヤマグワ)と考えられる

割材をやや斜めに打ち込んでいた｡ また､1.2m前

面 (西側)にやや小形の杭を垂直に打ち込んでいた｡

この2本の杭間には材を薄く板状に裂いた物を丁寧

に敷並べ､さらにその上に葦類の茎を直交させて敷

いていた｡

堰南端で検出された倒木 (ムクノキ)は､根が第

2回目の堰構造材の下に入り込んでいた事､構造材

を壊していないことから､最初の堰構築時以降にお

ける河川の氾濫によって倒れた可能性が高い｡

尚､土層断面からは､最初の堰構築に伴う盛土は

認められなかった｡

出土遺物は､土器破片及び石器が堰周囲から散在

して出土した他､鹿の頭骨及び鹿角､下顎骨が支保

6周辺で纏まって出土した｡

2回目の構築は河道流水方向に対 して､北側に位

置する起点で470､南側終点部分で640の角度で湾

曲する形で行われていた｡構築された堰の北側は最

初の堰構築時の杭列東側に併行して､同様に杭列の

み検出された｡杭の長さは､10cmから30cm前後

で上端部が欠損していた｡各杭の間隔は最初の堰の

杭列よりもやや広く､ほぼ垂直に打ち込まれていた｡

各杭の欠損レベルがほぼ同一であることから､堤盛

土の一部流失によって欠失したと考えられる｡

南側に残る構造材から堰の水路取 り付け側約半分

は､合掌形の造りであったと考えられる｡ 構造材の

主幹材にあたる横木は､倒木に隣接する部分から

10mにわたって検出された｡ 長さ5m及び5.5mの

ヤマグワの枝を払った幹木を､支保3部分で一部重

ね合わせて直線に掛け渡していた｡横木を支える支

保工は合計4本が検出されたいずれも横木と組まれ

た状態で出土した｡使用材の配置は大型材と小型材

の交互配置であった｡

支保 1は大型の幹木 (ヤマグワ)の両端を切断し､

上方の湾曲した枝分かれ部分に､横木を噛ませてい

た｡横木前面にはやや細い杭が斜めに打ち込まれて
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いた｡横木の後方には､ずれ止めの杭が打ち込まれ

ていた｡後端部は柄を切って丸木の杭を斜めに深く

打ち込んでいた｡丸木杭の先端部は基盤となる硬砂

層に入り込んでいるため潰れていた｡支保工の設置

角度は基盤層に対して200の角度であった｡

支保2は桟木 (ヤマグワ)の両端を切断し､上方

の枝分かれ部分に､横木を噛ませていた｡横木前面

にはミカン割材を用いた杭が斜めに打ち込まれてい

た｡この杭の中央付近を折り曲げて横木に持たせか

けていた｡後端部は柄を切って丸木の杭を斜めに深

く打ち込んでいた｡丸木杭の先端部は基盤となる硬

砂層に入 り込んでいるため潰れていた｡支保工の設

置角度は基盤層に対して100の角度であった｡

支保3は大型の幹木 (ヤマグワ)の両端を切断し､

上方の枝分かれ部分に､2本に重なった横木を噛ま

せていた｡横木前面には丸木を用いた杭が斜めに打

ち込まれていた｡この杭の中央付近を折り曲げて横

木に持たせかけていた｡後端部は柄を切って丸木の

杭を垂直に打ち込んでいた｡丸木杭の先端部は基盤

となる硬砂層に入り込んでいるため潰れていた｡支

保工の設置角度は基盤層に対 して70の角度であっ

た｡

支保4は枝木 (ヤマグワ)の両端を切断し､上方

の枝分かれ部分に､横木を噛ませていた｡横木前面

には丸木を用いた杭が斜めに打ち込まれていた｡こ

の杭の中央付近を折り曲げて横木に持たせかけてい

た｡後端部は柄を切って丸木の杭を垂直に打ち込ん

でいた｡丸木杭の先端部は基盤となる硬砂層に入り

込んでいるため潰れていた｡支保工の設置角度は基

盤層に対して110の角度であった｡

支保4より北側に横木が延びていたが支保工は検

出されなかった｡

横木の前面には､盛土流失防止用に用いられた杭

列及び敷物が検出されていた｡杭はヤマグワをはじ

め各樹種の丸木及び割り材が用いられていた｡各杭

は当初､ほぼ均等の間隔に打ち込まれていたと考え

られるが､その後に補強用に交差させて打ち込まれ

た杭があった｡当初打ち込まれた杭はやや斜めに打

ち込み､途中で折り曲げて横木に持たせ掛けていた｡

杭の先端部は基盤層である硬砂層に入 り込み潰れて

いた｡杭列の前面及び杭列を覆うように葦類の茎が

縦横に重ねられて敷かれていた｡敷物の最下層はや

や大型の茎を荒く敷き上層に細い茎を丁寧に重ねて

いた｡また､敷物の間には流失防止用に細い杭が無

作為に打ち込まれていた｡

横木の背後には支保工とは別に､ずれ止めの杭が

垂直に打ち込まれていた｡

堰南端で検出された倒木 (ムクノキ)は､根の部

分を堤前面として利用されたと考えられる｡

土層断面からは､二回目の堰構築に伴う盛土は基

底部幅3.8m､盛土最上部幅2.0m､残存高0.7mの

台形状であった｡堰中央付近には盤に高い位置に横

木と杭の一部が検出されたが､全体の状況は把捉で

きなかった｡土層断面からその後に2乃至3回の盛

土が行われたと考えられる｡

このうち弥生時代中期に構築された盛土は第17

層に伴う盛土までが該当すると考えられる｡ この場

合盛土高は､1.2mとなる｡

図示 した盛土残存部分等高線図は､土層断面第

12層にあたり､この上層に堆積する第9層を切 り

込んで古墳時代前期の方形周溝墓が構築されている

ことからそれ以前に構築されたものと考えられる｡

出土遺物は､堰南側､葦類が敷かれた窪地状の部

分から纏まって出土した｡窪地状の部分は泥炭層が

堆積しており､水位が低い時期には停滞もしくは乾

燥 していたものと考えられる｡ この泥炭層中から､

煤及び有機物が付着して黒色化した嚢､台付嚢など

多量の土器片が出土した｡また､石器は大型の砥石

などと伴に多量の剥片が纏まって出土した｡

この他に､刃部を欠損した打製石斧を装着した直

柄斧､別物容器破片､別物容器未製品､形代､丸木

弓などの木製品､栃の実､鬼胡桃などの堅果類､

鹿 ･猪などの破砕された骨片が出土した｡
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SPA

22.80 盛土

葦､葦類帯状堆積123

456789101112131

415161

7181

920212223242526

オリーブ灰色 粘質土､鉄分 (多)(古代堆積土

)灰オレンジ色 火山灰 (FA)黒褐色 洪水砂帯状堆積､炭化物粒子 (多)､鉄分(多)
､
植物繊維(多)(

古墳時代堆積土)暗灰褐色 洪水砂層､流木を含む

粘土の撹拝土暗灰色 シル ト質暗灰色 シル ト質､粘質土 (

多)暗灰色 粘質土､炭化物粒子帯状堆積暗灰褐色 炭化物粒子 (多)､植物繊維 (多)､

根茎付着鉄分 (多)緑灰色 砂層 (古墳時代

前期以前の洪水砂層)灰色 砂層､炭化物帯状堆積 (古墳時代前期以前の洪

水砂層)灰褐色 シル ト質､炭化物の帯状

堆積､根茎付着鉄分 (多)青灰色 粘質土､

黒褐色 粘質土､黒褐色 粘質土､

青灰色 粘質土､黒褐色 粘質土､暗灰褐色 粘
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第310図 堰盛土残存部分等高線図

- 358-



＼

LY

r)

:-: 笥 転 ≡ 二 ± 二 二 二

第311図

下



である｡ 口端部は､丸みがあり､原体LR単節縄文

を施文している｡ 口綾部無文帯を構成し､横位のハ

ケ調整が施されている｡ 頚部は､5本一単位櫛歯状

工具による擬似簾状文を施文している｡ 胴部は､ハ

ケ調整後同一工具による､斜格子文を施文している｡

内面は､工具によるナデを施している｡ 4は､台付

嚢胴部であるが､筒形に近い器形を呈する｡ 脚部及

び口縁部を欠損している｡ 頚部に押引き状の列点文

を施文している｡ 列点文下に原体LR単節縄文を斜

位施文して縄文帯を設けている｡ 縄文帯下に縦長の

重四角文を5単位施文している｡ 区画文は､横位の

沈線の本数が縦位の沈線に比べて多い｡また､中央

部に､多孔のボタン状貼付文を貼付している｡ 区画

文間に同一原体縄文を充填している｡ 5･6は､壷

胴部で同一個体である｡ 重四角文を施文している｡

区画内は､単位工具による波状文及び原体RL単節

縄文を充填している｡ 7は､壷頚部である｡ 櫛措直

線文下に､原体RL単節縄文を施文している｡ 8は､

壷胴部上半である｡ 原体LR単節縄文及び1本措沈

線による平行線文を交互に施文している｡ 9は､嚢

胴部である｡ 地文に原体オオバコ系擬縄文を施文し

ている｡ 10は､複合口縁を里する嚢である｡ 口端

部より地文原体反撚RRを施文している｡ 全面に煤

が付着している｡ 11は､嚢胴部である｡ 櫛歯条痕

による､斜行文を施文している｡

上段堰出土遺物 (第312-327回)

1は､直線的に開く単口縁の壷である｡ 口端部を

外削ぎ状にし､原体RL単節縄文を施文している｡

ロ綾部無文帯下､頚部には､1本措沈線による波状

文で区画し､下段に重四角文を3単位施文している｡

区画文内は､波状沈線文及び同一原体縄文を充填し

ている｡ また､区画文間にも､縄文を充填している｡

重四角文下端より斜位の沈線が認められることか

ら､フラスコ形文が施文されている可能性がある｡

2は､直線的に開く単口縁の壷である｡ 口端部は､

外削ぎ状を里し､原体LR単節縄文を施文している｡

口縁部無文部には､縦位のミガキがかけられている｡

頚部は､1本措沈線による波状文と列点文間に同一

原体縄文を充填している｡ 列点文下に縦位のミガキ

をかけ鋸歯文を施文している｡ 3は､直線的に開く

単口縁の壷である｡ 口縁部は､幅広の外削ぎ状を里

し､原体RL単節縄文を施文している｡ 施文部分は､

赤彩されている｡ 口縁部無文帯下に､1本措沈線に

よる山形文を施文し､同一原体縄文を充填している｡

4は､頚部が大きくくびれ口縁部が直線的に開く壷

である｡ 口端部は､外削ぎ状を里し､原体LR単節

縄文を施文している｡ 口縁部無文帯下に､同一原体

縄文を充填する鋸歯文を施文している｡鋸歯文下に､

列点文を2段施文し､原体LR単節縄文を充填して

いる｡ 列点文下に､1本措沈線による平行線文及び

縄文帯を施文している｡ 縄文施文部分は､赤彩され

ている｡ 5は､朝顔形に開き複合口縁を里す壷であ

る｡ 口縁部は､原体LR単節縄文を施文している｡

口縁部以下無文部は､縦位のミガキをかけている｡

無文帯下に､同一原体縄文を充填する鋸歯文を施文

している｡ 6は､朝顔形に開く単口縁の壷である｡

口端部に原体LR単節縄文を施文している｡ 口縁部

無文帯下頚部を削り出し突帯とし､同一原体縄文を

充填している｡ 7は､朝顔形に開く短口縁の壷であ

る｡ 口端部は､平坦に仕上げられている｡ 口縁部は､

無文で､工具による､ケズリ及びハケ状工具による

ナデが施されている｡ 内面は､ヘラ状工具によるナ

デが施されている｡ 8は､壷頚部である｡ 縦位のハ

ケ調整が施されている｡ 内面にも､ハケ調整が施さ

れている｡9は､壷頚部である｡ 縦位のミガキがか

けられている｡ 全面赤彩されている｡ 10は､壷頚

部である｡ 列点文下､無文帯に原体LR単節縄文を

充填する鋸歯文を施文している｡ 縄文部分は､赤彩

されている｡ 11は､壷頚部である｡ 原体無節Lを

充填する鋸歯文を施文している｡ 鋸歯文下に､列点

文を施文している｡ 列点文下には､1本措沈線による

平行線文を施文している｡ 12は､壷頚部から胴部

にかけての破片である｡ 頚部は､列点文を2段施文

して無文帯を設けている｡ 胴部は､重四角文を6単
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位施文している｡ 重四角文間は､原体LR単節縄文

を充填している｡ 13は､壷頚部から胴部にかけて

の破片である｡ 頚部は､1本措沈線による波状文下

に､太さの異なる原体によるLR単節縄文を充填し

ている｡ 縄文帯下に､平行沈線2条を施文して区画

している｡ 胴部は､重四角文を施文している｡ 重四

角文内は列点文と平行沈線文を充填している｡ 区画

文間に同一原体縄文を充填している｡ 14は､壷で

ある｡ 胴部の張り出しは弱い｡頚部は､原体RL単

節縄文を斜位に施文し､下段に2本一単位工具によ

る波状文を施文している｡ 波状文下を無文とし､同

一原体縄文を充填する鋸歯文を施文している｡ 鋸歯

文下に､列点文及び平行沈線を施文して胴部と区画

している｡ 胴部上半は重四角文を施文している｡ 区

画内をさらに格子目状に区画して､上下を縄文で充

填している｡ 充填する原体に無節L縄文が部分的に

施文されている｡ 重四角文上下両端の沈線は､隣の

区画沈線に繋げている｡ 重四角文下には､三角文を

施文している｡ 区画文聞及び区画内に､同一原体縄

文を充填している｡ 胴下半部には､縦位のミガキが

施されている｡ 15は､壷胴部である｡1本措沈線に

よる､多条の連弧文と原体RL単節縄文を交互に施

文している｡ 連弧文は4単位構成になると考えられ

る｡ 連弧文下胴下半部にも､縄文を施文している｡

16は､壷頚部である｡ 縦位のミガキをかけた無文

帯下に､原体RL単節縄文を施文して､ヘラ状工具に

よる列点文で区画している｡ 列点文下に､横位のミ

ガキをかけた無文帯を設けている｡ 無文帯下に列点

文を施文して区画し､同一原体縄文を充填している｡

内面は､ミガキ及び工具によるナデが認められる｡

17は､壷頚部である｡ 原体RL単節縄文施文下に､

段を設けた列点文を施文して区画している｡ 列点文

下に､横位のナデを施した無文帯を設け､下段に列

点文と同一原体縄文を施文している｡ 内面に工具に

よるナデが施されている｡ 18は､壷頚部である｡

原体LR単節縄文施文下に､段を設けた列点文を施

文して区画している｡ 列点文下に横位のミガキを施

した無文帯を設けている｡ 無文帯下に､列点文及び

同一原体縄文を施文している｡ 19は､壷頚部から

胴部にかけての破片である｡ 無文帯下に､段を設け

た列点文と原体RL単節縄文を施文して区画してい

る｡ 区画下に､列点文を2段施文して無文帯を設け

ている｡ 列点文下に同一原体縄文を施文している｡

内面は､工具によるナデが施されている｡ 20は､

壷頚部である｡ 無文帯下に､列点文を施文して､下

段に原体前々段多条LRH 1liを充填している｡

縄文部分は赤彩されている｡ 内面に､ヘラ状工具に

よるナデが施されている｡ 21は､壷頚部である｡

半裁竹管状工具による押引き状の剣突列2条で区画

して､原体直前段多条L jRRRiを充填している｡

無文帯下にも､押引き状の刺突列が施文されている｡

内面に木口状工具によるナデが施されている｡ 22

は､複合口縁を里する小型の壷である｡ 底部を欠損

している｡ 口縁部は､原体LR単節縄文を施文して

いる｡ 頚部は､無文帯間に2本一単位工具による平

行線文で区画し､同一原体縄文を充填している｡ 胴

部は､2本一単位工具による平行線文と縄文帯を交

互に2段施文している｡ 胴下半部を2本一単位工具

2条施文して区画している｡ 胴下半部は､縦位のミ

ガキが施されている｡ 23は､壷胴部である｡ 地文

に原体無節Rを租雑に施文し､細沈線による平行線

文を､間隔を空けて施文している｡ 地文に原体無節

Lを施文している部分がある｡ 内面は､工具による

ナデを施している｡ 24は､壷胴部である｡ 地文に

原体無節多条L jrrrをを施文し､細沈線による

平行線文を施文している｡ 地文に原体無節Rを施文

している部分がある｡ 内面は､工具によるナデが施

されている｡ 25は､壷胴部である｡ 地文に原体附加

条一種RL+Rを施文し､4本一単位櫛措直線文を

2段施文している｡ 内面は､棒状工具及び木口状工

具によるナデが施されている｡ 26は､壷胴部であ

る｡ 単位不明の櫛措波状文下に､櫛措直線文を4段

施文している｡ 直線文下に原体LR単節縄文を充填

し､下段に直線文を2段施文している｡ このモチ-
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フ構成を下段に同じく施文している｡ 最下段の直線

文は､4段構成となる｡ 27は､壷胴部である｡ 地

文原体RL単節縄文を施文し､4本一単位櫛歯状工

具による波状文2条を､間隔をあけて2段施文して

いる｡ 内面に工具によるナデが施されている｡ 28

は､壷頚部から胴部にかけての破片である｡ 1本措

沈線山形文下に原体RL単節縄文を充填している｡

これと同じモチーフ構成を下段に2段施文してい

る｡ 山形文は多条化している｡ 縄文部分は､赤彩し

ている｡ 内面はヘラ状工具によるナデが施されてい

る｡ 29は壷胴部である｡ 原体無節多条R H 1li

を施文し､下段に､1本措沈線による山形文を施文

している｡ 胴下半部は､工具によるナデが施されて

いる｡ 内面は､工具によるナデが施されている｡

30は､胴部が算盤玉状に張り出す壷である｡ 薄手

の造りである｡ 縦位のミガキを施す無文帯下に､地

文原体複節RLrを施文している｡ 内面は､工具によ

るナデが施されている｡ 31は､壷胴下半部である｡

太さの異なる原体によるLR単節縄文を施文してい

る｡ 縄文施文下に､縦位のミガキが施されている｡

底面は縦位のミガキがかけられている｡ 内面はナデ

が施されている｡ 32は､壷胴部である｡ 無文地で､

縦位及び斜位のミガキが丁寧にかけられている｡ 胴

部上半に赤彩痕跡が認められる｡ 内面は木口状工具

によるナデが施されている｡ 33は､壷である｡ 口

綾部及び底部を欠損している｡ 頚部に半裁竹管状工

具による列点文を施文している｡胴部は､無文地で､

上半部は縦位のミガキが施されている｡ 胴部中央は

横位のミガキ､胴下半部は､斜位のミガキが施され

ている｡ 頚部内面に棒状工具によるナデが施されて

いる｡ 胴部は､ヘラ状工具によるナデが施されてい

る｡ 34は､壷胴部である｡ 無文地である｡ 胴中央

部分は､工具による横位のナデが施されている｡ 胴

下半部は､縦位のミガキが施されている｡ 内面は､

工具によるナデが施されている｡ 35は､壷胴部で

ある｡ 無文地である｡ 胴部上半部に縦位のハケ調整

が認められる｡ 胴部中央は､横位のハケ調整が施さ

れている｡ 胴下半部は､ミガキが施されている｡ 内

面はナデが施されている｡ 36は､壷胴下半部であ

る｡ 焼成良好で硬質である｡ 縦位のミガキが丁寧に

かけられている｡ 全面赤彩されている｡ 底面はヘラ

状工具によるナデを施している｡ 内面は､横位のハ

ケ調整が施されている｡ 37は､壷である｡ 頚部無

文帯に1本措沈線による平行線文を3条施文してい

る｡ 平行線文下に櫛歯状工具による垂下文を充填し

た短冊状のモチーフを施文している｡ 無文部は､縦

位のミガキがかけられている｡ 38は､双口壷頚部

から胴部上半にかけての破片である｡ 接合しない2

片からなるが､焼成､胎土､施文具などの特徴から

同一個体と判断して復原実測した｡正面部分は､1

本措沈線による三角文を施文している｡文様帯内に､

原体LR単節縄文を充填している｡ 側面部分は重四

角文を施文していると考えられる｡ 文様帯内に同一

原体縄文を充填している｡ 区画文内は垂下沈線を充

填している｡ 39は､嚢胴部である｡ 地文に原体RL

単節縄文を横位に施文している｡ 内面は､工具によ

るナデを施している｡ 40は､複合口縁を里し､胴

部最大径が口縁部径を上回る嚢である｡ 口端部は､

平坦に面取 りし原体直前段反撚RR 日 日 を施文

している｡ 口縁部は､同一原体縄文を施文している｡

頚部無文帯下に､半裁竹管状工具による押引きの刺

突列を施文している｡ 胴部は､同一原体縄文を一段

施文して下段に無文帯を設け無文帯下に粗雑に施文

している｡ 無文帯部分には､ヘラ状工具によるナデ

が認められる｡ 内面は､ハケ状工具によるナデが施

されている｡ 41は､賓胴部である｡ 地文に原体LR

単節縄文を胴部最大径部分まで施文している｡ 胴下

半部は､縦位のミガキがかけられている｡ 内面は､

部分的にミガキが認められる他､ナデが施されてい

る｡ 胴上半部に煤が付着している｡ 42は､受口ロ

縁を呈し底部に向かって緩やかに窄まる嚢である｡

焼成良好で硬質である｡ 口端部は､丸みがあり原体

LR単節縄文を施文している｡ 口綾部は､4本一単

位櫛措波状文を施文している｡ 口縁部に部分的に縄
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文を施文している｡ 頚部は､同一工具による擬似簾

状文を施文している｡簾状文下に､垂下文を施文し､

文様間を波状文で充填している｡ 垂下文の上下交互

に単孔のボタン状貼付文を貼付している｡ 胴下半部

は､同一工具によるナデ調整後磨り消している｡ 外

面上半部に煤が付着している｡ 内面は､口縁部に丁

寧なミガキをかけている｡ 頚部付近に斜位のミガキ

が認められる｡ 口縁内面及び胴下半部にオコゲが付

着している｡ 43は､ロ縁部がくの字状に屈曲して

外反する小型の嚢である｡ 焼成良好で硬質である｡

口端部は､平坦に面取 りし､原体RL単節縄文を施

文している｡ 口縁部破無文帯を構成する｡ 胴上半部

は､5本一単位櫛措波状文を施文している｡ 波状文

は区切りが短く重複が著しい｡胴下半部は､ヘラ状

工具によるナデを施している｡ 券面に有機物を含む

煤が付着している｡ 底面はナデ調整である｡ 内面は

ヘラ状工具によるナデが施されている｡ 44は､口

縁部がくの字に外反して段を持つ台付雲である｡ 薄

手の造りで､焼成良好かつ硬質である｡ 口端部は､

平坦に面取りされ､原体無節L縄文を施文している｡

口綾部は､同一原体の縄文を施文し､波状沈線を廻

らしている｡ 波状沈線の切れ目には､双孔のボタン

状貼付文が貼付されている｡ 頚部無文帯下に2条の

沈線で区画している｡ 胴部は､ハケ調整後コの字重

ね文を施文している｡ 文様間頂部及び中央部に双孔

のボタン状貼付文が貼付されている｡ 内面は､ヘラ

状工具によるナデが施されている｡ 45は､小型の

台付嚢である｡ 焼成良好で硬質である｡ 口縁部及び

脚部の一部を欠損している｡ 頚部に単位不明工具に

よる擬似簾状文を施文している｡ 胴部は､5本一単

位櫛措波状文を施文している｡ 区切りが短く､重複

が著しい｡下半部は､縦位のミガキが施されている｡

外面全体に煤が付着している｡ 内面は､丁寧なミガ

キが施されている｡ 44の嚢と焼成及び施文具の一

致が認められる｡ 46は､鉢である｡ 口縁部を欠損

している｡ 内外面に丁寧にミガキがかけられ､赤彩

されている｡ 47･49は､高杯で､同一個体である｡

49は､復元実測である｡ 口綾部は､くの字状に大

きく外反している｡ 口端部は､丸みがあり､2個一

対の突起が付いている｡ 口縁直下に工具による押さ

えが認められる｡ 杯部は､横位のミガキが施されて

いる｡ 脚部は､縦位のミガキが施されている｡ 杯部

内面は横位のミガキが施されている｡ 脚部内面は､

ハケ調整が施されている｡ 内外面赤彩である｡ 48

は､杯部が内響する高杯である｡ 口端部は､丸みが

ある｡ 内外面に丁寧なミガキがかけられている｡ 脚

部内面に木口状工具によるナデが施されている｡ 杯

部と脚部の接合部分はソケット状を里している｡ 内

外面赤彩である｡ 50は､高杯脚部である｡ 脚部内

外面にハケ調整が認められる｡ 内外面赤彩である｡

51は､高杯脚部である｡ 脚部に縦位のミガキがか

けられている｡ 円形の焼成前穿孔による透が､交互

段違いに開けられている｡ 52は､高杯脚部である｡

ハケ調整後にミガキをかけている｡ 脚部内面にも同

様の調整を施 している｡ 53は､高杯脚部である｡

内外面に丁寧なミガキがかけられている｡ 脚部内面

は､ハケ調整が認められる｡ 内外面赤彩である｡

54は､高杯脚部である｡ 内外面に丁寧なミガキが

かけられている｡ 内外面赤彩である｡ 55は､単口

縁の壷である｡ 口端部は､丸みがある｡ 無文で内面

に横位のハケ調整が施されている｡ 56は､壷口縁

部である｡ 口端部は丸みがある｡ 口縁部に原体無節

R縄文を施文している｡ 57は､複合口縁を呈する

壷である｡ 口縁部に原体LR単節縄文を施文してい

る｡ 58･59･61は､複合口縁を里する壷である｡

口綾部に原体LR単節縄文を施文している｡ 60は､

複合口縁を里する壷である｡ 口縁部に原体直前段多

条L iRRRをを施文している｡ 口縁部以下は､無

文である｡ 縄文部分は､赤彩されている｡ 62は､

複合口縁を里する壷である｡ 口縁部は､原体無節R

を施文している｡ 63は､直線的に立ちあがる複合

口線状の壷である｡ 口縁部は､原体無節多条R H

1lをを施文している｡ 口縁直下に多条の平行沈線

文を施文している｡ 64は､単口縁の壷である｡ 口
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端部を外削ぎ状にし､原体無節R縄文を施文してい

る｡ 口縁部無文帯下に､列点文を施文 している｡

65は､単口縁の壷である｡ 口綾部を外削ぎ状にし､

原体RL単節縄文を施文している｡ 口縁直下に同一

原体縄文を充填する鋸歯文を施文している｡ 66は､

大きく外反して口縁部がくの字状に内響する壷であ

る｡ 片口状を里している｡ 焼成良好で硬質である｡

口縁部に原体RL単節縄文を施文している｡ 口縁部

以下は､無文である｡ 67は､壷頚部である｡ 無文

帯下に列点文を施文している｡ 68は､壷頚部であ

る｡ 列点文下に無文帯を設けている｡ 無文帯下に､

列点文と原体RL単節縄文を施文している｡ 69は､

壷頚部である｡ 無文帯下に､半裁竹管状工具による

列点文を施文し､原体LR単節縄文を施文している｡

70は､壷頚部である｡ 無文帯下にヘラ状工具によ

る列点文を施文し､原体RL単節縄文を施文してい

る｡ 71･72は､無文帯間に列点文で区画して原体

LR単節縄文を充填 している｡ 73-79は､壷頚部

で縄文を充填する鋸歯文を施文している｡ 73は､

LR単節縄文､74は､前々段多条LRjl1l上

75は､無節多条Ljrrr上 76は､RL単節､77

は､直前段反撚LLirr上 78は､複節RLr､79

は､原体不明縄文を充填している｡ 78･79は､縄

文部赤彩である｡ 80は､壷胴部である｡ 重四角文

にフラスコ形文を組み合わせている｡ 区画内に鋸歯

文を施文し､下段に原体LR単節縄文を充填してい

る｡ 81は､壷胴部である｡ 原体RL単節縄文を充填

する鋸歯文を施文し､下段に段を設けた列点文を施

文して区画している｡ 胴部は､重四角文を施文して

いる｡ 重四角文間に同一原体縄文を充填している｡

82は､壷胴部である｡ 波状沈線文下に､原体直前

段多条LiRRRをを施文し､列点文で区画している｡

列点文下は､重四角文を施文している｡ 83は､壷

頚部から胴部にかけての破片である｡ 原体LR単節

縄文と隆帯を伴う列点文を2段施文し､下段に重四

角文を施文している｡ 区画文内は､列点文及び縄文

を充填している｡ 84は､壷胴部である｡ 原体LR単

節縄文下に､列点文を施文している｡ 列点文下に､

重四角文を施文している｡ 85は､壷胴部である｡

重四角文を施文している｡ 区画文内は平行沈線文及

び原体前々段多条LRjl1日 を充填している｡

区画間にも同一原体縄文を充填している｡ 縄文部分

赤彩である｡ 86は､壷頚部である｡ 2本一単位工

具による波状沈線文下に､原体LR単節縄文を施文

している｡ 段を設けた列点文下に､重四角文を施文

している｡ 87は､壷胴部である｡ 地文に原体無節L

縄文を施文し､重四角文を施文している｡ 88は､

壷胴部である｡ 重四角文を施文している｡ 区画内を

さらに格子目状に区画し､上下に原体前々段多条

LRjl1liを充填している｡ 89は､壷胴部であ

る｡ 重四角文を施文し､区画文間を原体LR単節縄

文で充填している｡ 全面赤彩である｡ 90は､壷胴

部である｡ 重四角文を施文している｡ 区画文間に､

原体RL単節縄文を充填している｡ 91は､壷胴部で

ある｡ 重四角文を施文している｡ 92は､壷胴部で

ある｡ 細沈線による重四角文を施文している｡ 区画

内に原体LR単節縄文を充填している｡ 93は､壷胴

部である｡ 重四角文下に､三角文を施文している｡

区画内及び区画間に､原体LR単節縄文を充填して

いる｡ 94は､壷胴部である｡ 三角文下に2本一単

位工具による波状文を施文している｡ 区画内に原体

無節多条Lirrrtを充填している｡ 95は､壷胴

部である｡ 三角文を施文し､区画内に原体LR単節

縄文を充填している｡ 96-99は､壷胴部で､三角

文を施文している｡ 96-98は､原体LR単節､99

は､原体RL単節縄文を充填している｡ 97は､縄文

部赤彩である｡ 100は､壷胴部である｡ 沈線による

弧線状のモチーフを施文している｡ 文様間に原体無

節L縄文を充填している｡ 101は､壷頚部である｡

平行沈線による区画内に､原体RL単節縄文を充填

している｡ 縄文帯下は､無文である｡ 102は､壷頚

部である｡ 無文帯下に平行沈線で区画し､原体LR

単節縄文を充填している｡ 103は､壷頚部である｡

原体無節多条Lirrrを施文下に､平行沈線文を
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施文している｡ 104は､壷頚部である｡ 無文帯下に

地文原体不明縄文を施文し､平行沈線文を施文して

いる｡ 105は､壷頚部である｡ 多条の平行沈線文を

施文している｡ 106は､壷頚部である｡ 原体複節

RLrを施文し､下段に多条の平行沈線文を施文し

ている｡ 107は､壷胴部である｡ 原体LR単節縄文

施文下に､7本一単位櫛歯状工具による直線文を施

文している｡ 108は､壷頚部である｡ 原体RL単節

縄文施文下に平行沈線文を施文している｡ 縄文部分

は赤彩されている｡ 109は､壷胴部である｡ 2本一

単位工具による平行線文間に､原体LR単節縄文を

充填している｡ 縄文部は､赤彩されている｡ 110-

119は､縄文帯と平行沈線文の組み合わせで､壷胴

部である｡ 110は､原体直前段多条L iRRR上

111-114･116･117･119は､原体LR単節､

115は､原体RL単節縄文を充填している｡ 120は､

壷胴部である｡ 原体LR単節縄文施文下に洗練で区

画している｡ 下半部は無文である｡ 縄文部は赤彩さ

れている｡ 121は､壷胴部である｡ 平行沈線下に､

原体LR単節縄文を施文している｡ 122は､壷頚部

である｡ 地文に原体無節多条L jrrrをを施文し､

2本一単位工具による連弧文を施文している｡ 連弧

文下に､列点文で縁取りをする平行線文を施文して

いる｡ 123は､壷胴部である｡ 2本一単位工具によ

る平行沈線文及び波状文間に原体LR単節縄文を充

填している｡ 124は､壷胴部である｡ 波状沈線文下

に原体RL単節縄文を充填し､段を設けた列点文で

区画している｡ 列点文下に平行沈線文を施文してい

る｡ 125は､壷胴部である｡ 焼成良好で硬質である｡

地文に原体LR単節縄文を施文し､沈線直線文下に

連弧文を施文している｡ 内面にハケ調整が施されて

いる｡ 126は､壷頚部である｡ 平行沈線文及び列点

文で区画し､原体直前段多条L jRRRiを充填して

いる｡ 平行線文下に波状沈線文を施文 している｡

127-133は､平行沈線文と波状沈線文の組み合わ

せで壷胴部である｡ 127は､原体前々段多条RL

irrr上 128は､原体RL単節縄文､129は､4

本一単位櫛歯状工具に､原体LR単節縄文､130･

131は､原体RL単節､132は､2本一単位波状沈

線に原体LR単節､133は､原体LR単節縄文を施文

している｡ 128は､縄文部分は赤彩 されている｡

134は､壷頚部である｡ 単位不明工具による波状文

を施文している｡ 135は､壷頚部である｡ 1本措沈

線による波状文を施文している｡ 136は､壷胴部で

ある｡ 地文に､原体RL単節縄文を施文し､集合沈

線による弧線文を施文している｡ 内面にハケ調整が

施されている｡ 137は､壷頚部である｡ 地文に原体

LR単節縄文を施文し､1本措沈線による波状文を

施文している｡ 138は､壷胴部である｡ 2本一単位

工具による山形風の波状文下に､原体RL単節縄文

を施文している｡ 139は､壷胴部である｡ 鋸歯文下

に､原体無節多条R il1l‡充填し､下段に2本

一単位工具による波状文を施文している｡ 140は､

壷胴部である｡ 地文に､原体LR単節縄文を施文し､

山形風の波状文を施文している｡ 141は､壷胴部で

ある｡ 地文に原体無節多条Rを施文し､1本措沈線

による波状文を施文している｡ 142は､壷頚部であ

る｡ 無文帯下に地文原体RL単節縄文を施文し､波

状沈線文を施文している｡ 143は､壷胴部である｡

無文帯下に､波状洗練文を施文し､原体LR単節縄

文を充填している｡ 144･145は､壷胴部で同一個

体である｡ 山形風波状沈線文間に無文帯を設け､両

側を､原体RL単節縄文で充填 している｡ 146は､

壷胴部である｡ 原体前々段多条LR il1liを施

文し､細沈線による平行線文で区画して､無文帯を

設けている｡ 147は､壷胴部である｡ 焼成良好で､

硬質である｡ 原体LR単節縄文を充填する､平行線

文及び連弧文を施文している｡ 148は､壷胴部であ

る｡ 地文に原体無節多条L jrrriを施文し､1

本措沈線による連弧文を施文している｡ 149は､壷

胴部である｡ 焼成良好で硬質である｡ 1本措沈線波

状文下に複合鋸歯文または､三角文を施文している｡

150は､壷頚部である｡ 原体直前段多条L jRRRRi

を施文し､段を設けた列点文下に､同一原体を充填
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した垂下文を施文している｡151は､壷胴部である｡

原体無節多条L jrrriを充填する垂下文を施文

している｡ 152は､壷胴部である｡ 焼成良好で硬質

である｡ 4本一単位櫛歯状工具による波状文を充填

し､列点文で縁取 りする垂下文を施文している｡

153は､壷頚部である｡ 3本一単位工具による列点

文で区画し､原体前々段多条LR H 1lをを施文

している｡ 下段を無文帯としている｡ 154は､壷頚

部である｡ 地文に原体RL単節縄文を施文している｡

155は､無頚壷である｡ 原体RL単節縄文を施文し､

1本措沈線による波状文を施文している｡ 焼成前穿

孔が付いている｡ 縄文部分は赤彩されている｡ 156

は､無頚壷である｡ 口縁部無文帯下に列点文を施文

し､原体LR単節縄文を施文している｡ 157は､複

合口縁を呈する筒形土器である｡ 口縁部は､原体

RL単節縄文を施文し､口縁直下に重四角文を施文

している｡ 区画文内及び区画間に､同一原体縄文を

充填している｡ 158は､蓋である｡ 原体LR単節縄

文を充填する段違いの連弧文を施文している｡ 縄文

部分は赤彩されている｡ 159は､複合口縁を呈し､

広口の壷または､嚢である｡ 口綾部に原体複節LRl

を施文し､日録直下に押引き状の列点文を施文して

いる｡ 頚部は､無文である｡ 炭化物を含む煤が付着

している｡ 160は､単口縁の嚢である｡ 地文に原体

RL単節縄文を施文している｡ 161は､複合口縁を

呈する嚢である｡ 地文に原体直前段反撚LL jrri

を施文している｡162は､複合状を呈する嚢である｡

地文に原体直前段多条L jRR和 を施文している｡

163は､複合口縁を里する嚢である｡ 地文に原体

RL単節縄文を施文している｡ 164は､複合口縁を

里する嚢である｡ 地文に原体LR単節縄文を施文し

ている｡ 炭化物を含む煤が付着している｡ 165は､

複合口縁を里する嚢である｡ 地文に原体RL単節縄

文を施文している｡ 166は､複合口縁を呈する嚢で

ある｡ 口端部を平坦に面取 りし､原体RL単節縄文

を施文している｡ ロ縁部以下､同一原体縄文を施文

している｡ 全面に煤が付着している｡ 167は､口端

部が突起状に反り返る嚢である｡ ロ端部を平坦に面

取りし､原体RL単節縄文を施文している｡ 168は､

複合口縁を里する嚢である｡ 口端部は､平坦に面取

りしている｡ 口縁部は､原体反撚RRを施文してい

る｡ 日録直下に櫛歯条痕による斜行文を施文してい

る｡ 169は､口縁部が屈曲して内響する嚢である｡

焼成良好で硬質である｡ 口端部は､原体LR単節縄

文を施文している｡ 口縁部は､同一原体縄文を施文

し､2本一単位工具による波状文を施文している｡

波状文上に洗練を加えたボタン状貼付文を貼付して

いる｡ 頚部は､無文で縦位のハケ調整が施されてい

る｡ 内面に横位のミガキが施されている｡ 170は､

口縁部が大きく外反し複合口縁を里する嚢である｡

口端部より地文に原体無節Rを施文している｡ 頚部

に多孔のボタン状貼付文が貼付されている｡ 内面に

ヘラ状工具によるナデが認められる｡ 171は､段を

設ける棄口縁部である｡ 口端部は､平坦に面取りし､

原体LR単節縄文を施文している｡ 口縁部は､同一

原体縄文を施文し､波状沈線文を施文している｡ 頚

部は､無文である｡ 172は､口縁部がくの字状に外

反する賓である｡ 口縁部は､2本一単位工具による

波状文を施文している｡ 口縁部内外面にハケ調整を

施している｡ 173は､棄口綾部である｡ 4本一単位

櫛歯状工具による波状文を施文している｡ 174は､

口縁部が､僅かに内響する嚢である｡ 口端部を平坦

に面取 りし､原体RL単節縄文を施文している｡ 口

綾部は､同一原体縄文を施文し､波状沈線文を施文

している｡ 頚部に櫛措簾状文を施文している｡ 175

は､ロ縁部が段状を呈する嚢である｡ 焼成良好で硬

質である｡ 口端部に刻み目を施している｡ 口縁部は､

3本一単位工具による波状文を施文している｡ 頚部

は､同一工具による擬似簾状文を施文している｡

176は､口綾部がくの字状に外反する婆である｡ 口

端部は､工具による刻み目を施している｡ 口縁部無

文帯下､頚部に4本-単位株措直線文を施文し､直

線文下に波状の垂下文を施文している｡垂下文間は､

櫛措波状文を充填している｡ 177は､口縁部が経や
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かに外反する嚢である｡ 口端部を平坦に面取 りし､

原体LR単節縄文を施文している｡ 口縁部内外面に

ハケ調整が施されている｡ 178は､口縁部が緩やか

に外反する賓である｡ 口端部は､丸みがある｡ 無文

で､炭化物を含む煤が付着している｡ 179は､口縁

部がくの字状に屈曲外反する嚢である｡ 口唇部外面

に指頭による浅い押さえが認められる｡ 無文地であ

る｡ 外面に炭化物を含む煤が付着している｡180は､

棄口綾部である｡ 口端部に工具による押捺が施され

ている｡ 無文地である｡ 外面に炭化物を含む煤が付

着している｡ 181は､口縁部が外反する婆である｡

口端部は丸みを持ち比厚している｡ 182は､嚢胴部

である｡ 地文に原体無節多条R 日 lliを施文し

ている｡ 183は､棄胴部である｡ 4本一単位櫛歯状

工具による波状文下に､原体複節LRlを施文してい

る｡ 184は､嚢胴部である｡ 地文に原体LR単節縄

文を施文し､3本一単位櫛歯状工具による波状文を

施文している｡ 185は､嚢胴部である｡ 地文に原体

不明縄文を施文し､単位不明工具による波状文下

に､直線文を施文している｡ 186は､嚢胴部である｡

地文に原体不明縄文を施文し､4本一単位櫛歯状工

具による擬似簾状文下に､斜格子文を施文している｡

187は､嚢胴部である｡ 頚部に5本一単位櫛措擬似

簾状文を施文し､胴部は､同一工具による波状文を

施文している｡ 188は､棄胴部である｡ 頚部に4本

一単位櫛措直線文を施文し､胴部は､同一工具によ

る波状文を施文している｡ 189は､婆胴部である｡

3本一単位櫛歯状工具による波状文を施文してい

る｡ 190は､棄胴部である｡ 5本一単位櫛歯状工具

による直線文下に､同一工具による縦羽状文を施文

している｡ 191は､嚢胴部である｡ 5本一単位櫛歯

状工具による縦羽状文を施文している｡ 192は､棄

胴部である｡ 5本一単位櫛歯状工具による斜格子文

を施文している｡ 193.194は､口縁部が､緩やか

に外反する嚢である｡ 口端部は､丸みがある｡ 口縁

部に､口端部より2本一単位工具による垂下文を施

文後､頚部に波状文を施文している｡ 195は､嚢胴

部である｡ ハケ調整後､1本措沈線による波状文を

租雑に施文している｡ 196は､嚢胴部である｡ 1本

措沈線よる波状文を施文している｡ 197は､棄口縁

部である｡ 口端部に原体不明縄文施文後､指頭によ

る交互押捺を施している｡ 頚部に原体RL単節縄文

を施文している｡ 外面に煤が付着している｡ 198-

212は､底部である｡ 198-200は､木葉痕が付い

ている｡201･202･205は種子圧痕が付いている｡

201.203･204･205･208･209は､布目圧痕

が付いている｡ 210は､焼成後穿孔が認められる｡

213は､台付嚢脚部である｡ 内外面にナデが認めら

れる｡

214は､打製石斧である｡ 偏平の磯の裏面を打割

して素材を取り出し､縁辺部に剥離を加えて形状を

整えている｡ 両側縁部に､細かい剥離を加えて決 り

込みを入れている｡ 紐帯部は､摩滅している｡ 刃部

は､使用により摩滅している｡ 215は､打製石斧で

ある｡ 分銅形を里し肉厚である｡ 偏平の磯の縁辺部

に剥離を加えて形状を整えている｡ 両側縁部に細か

い剥離を加えて挟 り込みを入れている｡ 紐帯部は､

摩滅している｡ 刃部は､使用により細かい剥離が生

じている｡ 216は､打製石斧である｡ 刃部を欠損し

ている｡偏平の磯の裏面を打割して素材を取り出し､

縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 両側縁部

に細かい剥離を加えて決 り込みを入れている｡ 紐帯

部は､摩滅している｡ 217は､打製石斧である｡ 堰

出土直柄斧に装着されていたものである｡ 刃部を欠

損している｡ 両側縁部に細かい剥離を加えて､左側

縁は直線状に､右側縁は浅い決 り込みを入れている｡

紐帯部は､摩滅している｡ 基部にも細かい剥離を加

えている｡ 基部にも摩滅が認められる｡ 欠損部分は､

表面からの加撃による｡ 218は､扇平片刃磨製石斧

末製品である｡ 偏平の裸の縁辺部に剥離を加えて形

状を整えている｡ 両側縁部に剥離を加えて直線状に

仕上げている｡ 刃部は､断面ノミ形を里す｡219は､

扇平片刃磨製石斧末製品である｡ 角磯の右側縁部及

び刃部に剥離を加えて形状を整えている｡ 裏面に研

-375-





感君∴二 ∴ ∴ . _ ′Li_



磨痕が認められる｡ 刃部に細かい剥離を加えて直線

状に仕上げている｡ 220は､掻器である｡ 基部を欠

損している｡ 両側縁部に剥離を加え浅い挟り込みを

入れている｡ 221は､石匙である｡ 偏平の磯の裏面

を打割して素材を取り出し縁辺部に剥離を加えて形

状を整えている｡ 基部より両側縁部に剥離を加えて

つまみを作 り出している｡ 刃部は､表面から剥離を

加えて断面ノミ形に仕上げている｡ 222は､ノミ形

石器末製品である｡ 縦長の剥片の縁辺部に剥離を加

えて形状を整えている｡ 刃部に細かい剥離を加えて

断面ノミ形に仕上げている｡ 223は､打製石斧であ

る｡ 偏平の磯の裏面を打割して素材を取り出し､縁

辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 基部を欠損

しているが､再度剥離を加えて形状を整えている｡

224は､小型の打製石斧である｡ 偏平の裸の裏面に

剥離を加えて形状を整えている｡ 両側縁部に剥離を

加えて直線状に仕上げている｡ 刃部断面は､棋状を

呈す｡225は､掻器である｡ 肉厚の剥片に剥離を加

えて形状を整えている｡ 刃部は､ノミ形を里す｡

226は､打製石斧である｡ 刃部を欠損しているが再

利用していたものと考えられる｡ 両面を打割して素

材を取り出し縁辺部に剥離を加えて形状を整えてい

る｡ 両側縁部に粗い剥離を加えて決 り込みを入れて

いる｡ 227は､ノミ形石器未製品である｡ 横長剥片

の縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 両側縁

部に剥離を加えて浅い決 り込みを入れている｡ 刃部

に表面から剥離を加えている｡ 228は､有肩石器で

ある｡ 偏平の磯の縁辺部に剥離を加えて形状を整え

ている｡ 刃部は､表面から剥離を加えて断面ノミ形

に仕上げている｡ 229は､打製石斧である｡ 基部を

欠損している｡ 刃部は､裏面から剥離を加えて形状

を整えている｡ 230は､有肩扇状石器である｡ 基部

を欠損している｡ 横長剥片の縁辺部に剥離を加えて

形状を整えている｡ 231は､有肩石器である｡ 横長

剥片の縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡

232は､有肩石器である｡ 剥片の刃部に剥離を加え

て形状を整えている｡233は､有肩扇状石器である｡

縦長剥片の縁辺部に剥離を加えて形状を整えてい

る｡ 両側縁部に剥離を加えて浅い決 り込みを入れて

いる｡ 刃部は､表面から剥離を加えて断面ノミ形に

仕上げている｡ 234-246は､刃器である｡ 236は､

欠損している｡ 全面に丁寧な剥離が加えられ半月状

を里す｡石庖丁末製品の可能性がある｡ 両側縁部に

剥離を加え浅い決り込みを入れている｡ 刃部は､使

用により細かい剥離が生じている｡ 247は､棒状石

器である｡ 先端部に蔽打による細かい剥離が生じて

いる｡ 248は､磯器である｡ 縁辺部に蔽打による剥

離が生じている｡ 249は､棒状石器である｡ 両端部

に蔽打による剥離が認められる｡ 250は､蔽石であ

る｡ 欠損している｡ 縁辺部に蔽打による剥離が認め

られる｡ 251-253は､偏平の磨石である｡ 縁辺部

に擦痕及び研磨痕が付いている｡ 254は､砥石であ

る｡ 表裏両面及び縁辺部に研磨痕が認められる｡ 側

縁部に剥離が加えられ形状が整えられていることか

ら石庖丁末製品の可能性がある｡ 255は､蔽石であ

る｡ 縁辺部に蔽打による剥離が付いている｡256は､

磨石である｡ 縁辺部に擦痕が付いている｡ 257は､

石核である｡ 横長の剥片を採取している｡ 258は､

敵石である｡ 蔽打による細かい剥離が生じている｡

259は､磯器である｡ 頭部以外の縁辺部に剥離を加

えて形状を整えている｡ 260は､蔽石である｡ 欠損

している｡ 先端部は敵打による摩滅が認められる｡

また､赤色顔料が付着している｡ 261は､敵石であ

る｡ 欠損している｡ 縁辺部に敵打痕が付いている｡

262は､磨石である｡ 欠損している｡ 表裏両面に蔽

打による窪みが付いている｡ 263は､磨石である｡

欠損している｡ 底面は､研磨により平坦面を形成し

ている｡ 264は､砥石である｡ 欠損している｡ 表面

は丁寧に研磨され光沢が認められる｡ 265は､砥石

である｡裸全体に縦位の研磨による稜が認められる｡

表面は断面薬研状を里し底面は､断面三角形の鋭利

な線状痕が付いている｡ 側面には､蔽打痕が付いて

いる｡ 266-268は､石核である｡ 横長の剥片を採

取している｡
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269は､直柄斧である｡ 装着孔に217の打製石斧

が装着されていた｡頭部の一部を欠損している｡ 柄

の中央部欠損は調査時のものである｡ 頭部は､丸 く

丁寧に削り出されている｡ 装着部刃部側を平坦に仕

上げ､基部側に稜を作 り出している｡ 装着孔は､楕

円形を呈し､刃部側がやや大きく到 り抜かれている｡

装着孔の形状から太型蛤刃磨製石斧用の斧であった

ことが判る｡ 柄部から撞部は､丸く丁寧に磨かれて

いる｡ 端部は､グリップが付いている｡ 樹種は､ア

カガシ亜属である｡ 270は､別物容器である｡ 大部

分を欠損している｡ 横木取りである｡ 椀状に薄く到

り込んでいる｡ 内外面を丁寧に磨いている｡ 樹種は､

ケヤキである｡ 271は､別物容器未製品である｡ 横

木取りである｡ 両端を切断した材に繰り込みを入れ

ている｡ また縁辺部は周囲を削り出している｡ 全面

に工具による削り出し痕跡が明瞭に認められる｡ 樹

種は､ヤマグワである｡ 272は､武器模倣の形代ま

たは､機織具の可能性がある｡先端部を欠損してい

る｡ 板状の両面中央よりに縦の切込みを入れて薄く

菱形状に仕上げている｡ 基部は造出を設けて扇状に

幅を広げている｡ 基部先端部に突起状の造出があっ

たと考えられるが欠損している｡ 基部寄りに穿孔が

認められるが､部分的に欠損している｡ 樹種は､カ

エデ属である｡

堰出土杭 (第328-341図)

1-1は､半割材を用いている｡ 先端部に切込み

を入れている｡ 樹皮が付 く｡ 樹種はカツラである｡

1-2は､板材である｡ 先端部は､潰れている｡ 2

は､丸木を用いている｡ 先端部に切込みを入れてい

る｡ 樹種は､ヌルデである｡ 3は､みかん割材を用

いている｡ 先端部に切込みを入れている｡ 樹種は､

カエデ属である｡ 4は､丸木を用いている｡ 先端部

一方から切込みを入れている｡ 樹種はヤマグワであ

る｡ 5は､みかん割材を用いている｡ 先端部に切込

みを入れている｡ 樹種は､ヤマグワである｡ 6は､

半割材を用いている｡ 先端部やや上方から切込みを

入れている｡ 樹種は､ヤマグワである｡ 7は､丸木

を用いている｡ 先端部に切込みを入れている｡ 樹皮

が付 く｡ 樹種は､ハリギリである｡ 8は､割材を用

いている｡ 先端部上方から切込みを入れている｡ 枝

を払っている｡ 樹種は､カツラである｡ 9は､半割

材を用いている｡ 先端部に切込みを入れている｡ 枝

を払っている｡ 中央部分で屈曲している｡ 樹種は､

カエデ属である｡ 10-1は､板材を用いている｡ 先

端部に削り込みを入れている｡ 10-2は､半割材を

用いている｡ 先端部は潰れている｡ 枝を払っている｡

上端部は腐朽 している｡ 樹種は､ヤマグワである｡

11は､半割材を用いている｡ 先端部に切込みを入

れている｡ 枝を払っている｡ 中央部分で屈曲してい

る｡ 上端部が腐朽している｡ 樹種は､カエデ属であ

る｡ 12は､半割材を用いている｡ 先端部に切込み

を入れている｡ 中央部分でL字状に屈曲している｡

樹種は､ヤマグワである｡ 13は､みかん割材を用

いている｡ 先端部上方から切込みを入れている｡ 屈

曲部分で欠損している｡ 樹種は､ムクロジである｡

14は､丸木を用いている｡ 先端部に切込みを入れ

ている｡ 枝を払っている｡ 上端部は､腐朽している｡

樹種は､クリである｡ 15は､みかん割材を用いて

いる｡ 先端部に切込みを入れている｡ 中央部分で弓

状に湾曲している｡ 上端部は､腐朽している｡ 樹種

は､カエデ属である｡ 16は､みかん割材を用いて

いる｡ 先端部上方から切込みを入れている｡ 上端部

を欠損している｡ 樹種は､ムクロジである｡ 17は､

割材を用いている｡ 割れ面を利用している｡ 枝を払

っている｡ 部分的に屈曲している｡ 樹種は､ヤマグ

ワである｡ 18-1は､半割材を用いている｡ 先端部

に切込みを入れている｡ 枝を払っている｡ 上端部は

腐朽している｡ 樹種は､ヤマグワである｡ 18-2は､

丸木を用いている｡ 先端部は潰れている｡ 上端部を

欠損している｡ 19は､半割材を用いている｡ 先端

部上方から切込みを入れている｡ 屈曲部分で欠損し

ている｡ 樹種は､ヤマグワである｡ 20は､丸木を

用いている｡ 先端部に削り込みを入れている｡ 枝を

払っている｡ 樹皮が付着している｡ 上端部は腐朽し
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第331図堰出土杭(4)

ている｡中央部分で屈曲している｡上端部は腐朽し

ている｡樹種は
､
ヤマグワである｡24-1は､
丸木

を用いている｡先端部に切込みを入れている｡部分

的に屈曲している｡上端部を欠損している｡樹種は
､

ヤマグワである｡24-2は､
半割材を用いている｡

24-1に接合する可
能性がある｡先端部

屈曲部で欠損している｡ 上端部は､腐朽欠損

している｡ 25は､丸木を用いている｡ 先端部に切



端部を欠損 している｡ 樹種は､ヤマグワである｡

29-1は､半割材を用いている｡ 先端部に切込みを

入れている｡ 上端部屈曲部で欠損している｡樹種は､

カエデ属である｡ 29-2は､半割材を用いている｡

29-1と接合する可能性がある｡ 先端部を欠損して

いる｡ 30は､丸木を用いている｡ 先端部に切込み

を入れている｡ 枝を払っている｡ 中央部分で屈曲し

ている｡ 上端部を欠損している｡ 樹種は､ヤマグワ

である｡ 31は､丸木を用いている｡ 先端部に切込

みを入れている｡中央部分でL字状に屈曲している｡

樹皮が付着している｡ 33は､みかん割材を用いて

いる｡ 先端部上方から切込みを入れている｡ 上端部

は腐朽している｡ 34は､丸木を用いている｡ 先端

部に切込みを入れている｡ 枝を払っている｡ 上端部

は､腐朽 している｡ 35は､丸木を用いている｡ 先

端部屈曲部分で欠損している｡ 枝を払っている｡ 樹

皮が付着している｡ 上端部を欠損している｡ 36は､

割材を用いている｡先端部に削り込みを入れている｡

側縁部にも削り込みを入れている｡ 中央部分で屈曲

している｡ 他部分的に屈曲している｡ 上端部を欠損

している｡ 37は､みかん割材を用いている｡ 先端

部を欠損している｡ 部分的に屈曲している｡ 38は､

割材を用いている｡ 先端部及び上端部を欠損してい

る｡ 39は､割材を用いている｡ 先端部上方から切

込みを入れている｡ 部分的に屈曲している｡ 上端部

を欠損している｡ 40は､みかん割材を用いている｡

先端部上方から切込みを入れている｡ 部分的に屈曲

している｡ 42-1は､角材を用いている｡ 先端部上

方から削り込みを入れている｡ 先端部を欠損してい

る｡ 上端部を欠損している｡ 42-2は､割材を用い

ている｡ 両端部を欠損している｡ 43は､割材を用

いている｡ 先端部上方から切込みを入れている｡ 側

線部にも削り込みを入れている｡ 部分的に屈曲して

いる｡樹皮が付着している｡ 上端部は腐朽している｡

44は､角材を用いている｡ 先端部に削 り込みを入

れている｡ 側縁部にも､削り込みを入れている｡ 上

端部を欠損 している｡ 45は､板材を用いている｡

先端部上方から削り込みを入れている｡側線部にも､

削 り込みを入れている｡ 部分的に屈曲している｡

46は､割材を用いている｡ 先端部に切込みを入れ

ている｡ 上端部を欠損している｡ 47は､みかん割

材を用いている｡ 先端部は潰れている｡ 上端部を欠

損している｡ 48は､割材を用いている｡ 先端部上

方から切込みを入れている｡上端部を欠損している｡

51は､割材を用いている｡ 先端部は潰れている｡

上端部を欠損している｡ 52は､みかん割材を用い

ている｡ 先端部は､割れ面を利用している｡ 53は､

丸木を用いている｡ 両端部を欠損している｡ 54は､

角材を用いている｡ 先端部に切込みを入れている｡

側縁部にも､削り込みを入れている｡ 上端部を欠損

している｡ 55は､割材を用いている｡ 先端部に切

込みを入れている｡ 上端部を欠損している｡ 56は､

割材を用いている｡ 先端部は潰れている｡ 側縁部に

削り込みを入れている｡ 部分的に屈曲している｡ 上

端部を欠損 している｡ 57は､割材を用いている｡

先端部に切込みを入れている｡ 部分的に屈曲してい

る｡ 上端部を欠損している｡ 58は､割材を用いて

いる｡ 先端部に切込みを入れている｡ 部分的に屈曲

している｡ 上端部を欠損している｡ 59は､割材を

用いている｡ 先端部に切込みを入れている｡ 部分的

に屈曲している｡ 60は､割材を用いている｡ 先端

部に切込みを入れている｡ 上端部を欠損している｡

61は､割材を用いている｡ 先端部に切込みを入れ

ている｡ 部分的に屈曲している｡ 上端部を欠損して

いる｡ 62は､みかん割材を用いている｡ 先端部に

切込みを入れている｡ 部分的に屈曲している｡ 上端

部を欠損している｡ 63は､割材を用いている｡ 先

端部に切込みを入れている｡部分的に屈曲している｡

上端部を欠損している｡ 64は､板材を用いている｡

先端部上方から切込みを入れている｡ 部分的に屈曲

している｡ 上端部を欠損している｡ 65は､割材を

用いている｡ 先端部は潰れている｡ 部分的に屈曲し

ている｡ 上端部を欠損している｡ 67は､みかん割

材を用いている｡ 先端部割れ面を利用している｡ 上
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る｡ 49は､原体無節L縄文を充填し､赤彩されて

いる｡ 50は､列点文間に措かれている｡ 51は原体

RL単節､52は原体LR単節､55は原体不明縄文を

充填している｡ 54は､重四角文に列点文を沿わせ

て施文している｡ 56は､原体RL単節縄文及び2本

一単位工具による波状文を充填 している｡ 57は､

壷胴部である｡ フラスコ形文と重四角文の組み合わ

せである｡ 区画文内及び区画間は､原体LR単節縄

文を充填している｡ 重四角文内は､列点文で縁取り

し､波状沈線文を充填している｡ フラスコ形文下端

部に貫入 して連弧文が施文されていると考えられ

る｡ 58は､フラスコ形文と重四角文の組み合わせ

である｡ 地文に原体LR単節縄文を施文し､波状文

を充填 している｡ 縄文部分は､赤彩されている｡

59は､壷胴部である｡ 地文に原体無節Lを施文し､

重四角文を施文している｡ 重四角文間に多条沈線に

よる弧線文を施文している｡ 60は､壷胴部である｡

フラスコ形文と重四角文の組み合わせであるが､フ

ラスコ文の間隔が狭 くなっている｡ 区画内に原体無

節L縄文を充填している｡ 61-64は､壷胴部でフ

ラスコ形文を施文 している｡ 61は原体RL単節､

62は原体LR単節､63は原体LR単節､64は原体

RL単節縄文を充填している｡ 65-72は､三角文

を施文する壷胴部破片である｡ 65は原体LR単節､

66は原体RL単節縄文を充填 している｡ また､65

は縄文部赤彩である｡ 67は､原体直前段多条R

iLLLiを施文し､下段に列点文と平行沈線文を施

文している｡ 68は､原体直前段多条R iLLLtを

充填し､下段に平行沈線文を施文している｡ 69は､

原体RL単節縄文を充填している｡ 70は､原体直前

段多条L jRRRをを充填している｡ 縄文部は､赤彩

されている｡ 71は､原体不明縄文を充填している｡

72は､原体LR単節縄文を充填 している｡ 73は､

壷胴部である｡ 原体不明縄文施文後､列点文下に重

三角文を施文している｡ 74は､壷胴部である｡ 重

三角文または､複合鋸歯文施文下に､原体直前段多

条L iRRRiを施文している｡ 75は､壷頚部であ

る｡ ハケ調整後に､1本措沈線による平行線文を施

文している｡ 76-85は､平行線文を施文する壷で

ある｡ 76は､無文地の頚部破片である｡ 77は単沈

線である｡ 78は､原体LR単節縄文を充填している｡

79は原体複節LRlを充填 している｡ 80･81は､

列点文を充填 している｡ 82は､原体LR単節､83

は原体直前段多条R iLLL上84は原体RL単節縄

文を充填している｡ 85は壷胴部である｡ 半裁竹管

状工具による平行線文下に､原体直前段反撚RR

H lをを施文している｡ 86は壷胴部である｡ 平行

沈線文下に原体無節R縄文を施文している｡ 87･

88は､波状沈線文を施文する壷頚部破片である｡

88は原体LR単節縄文を充填している｡ 89は壷頚

部である｡ 2本一単位工具による波状文下に､列点

文及び平行線文を施文し､原体RL単節縄文を充填

している｡ 90･91は､平行沈線文､列点文波状文

の組み合わせである｡ 90は原体LR単節､91は原

体不明縄文を充填している｡ 92-98は､波状沈線

文と平行沈線文の組み合わせである｡ 94･95･98

は､多条化 している｡ 92は原体LR単節､93は､

フラスコ文の周囲に波状沈線を施文している可能性

がある｡ 94は原体LR単節､95は2本一単位工具

に原体RL単節､96は､原体無節多条R H 1l上

97は､LR単節､98は原体LR単節縄文を施文して

いる｡ 94は､縄文部赤彩である｡ 99は､壷胴部で

ある｡ 弧状沈線文下に､原体RL単節縄文を施文し､

下段に平行沈線文を施文している｡ 100は､壷頚部

である｡ 山形沈線文上に､棒状浮文を貼付し､下段

に原体無節L縄文及び列点文を施文している｡ 101

は､壷胴部である｡ 地文に原体不明縄文を施文し､

波状沈線文及び平行沈線文を施文している｡102は､

算盤玉状を里する壷胴部破片である｡ 地文に原体不

明縄文を施文し､単位工具による弧線文及び斜線文､

平行線文を施文している｡ 103は､壷胴部である｡

2本一単位工具による押引き平行沈線文及び平行沈

線文を施文している｡ 104-107は､波状沈線文を

施文する壷である｡ 104は､原体LR単節､105は､
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2本一単位工具に原体不明縄文､106は3本一単位

工具に原体LR単節､107はハケ調整後に原体LR

単節縄文を施文している｡ 108は､壷頚部である｡

削り出し突帯2段に原体RL単節縄文を充填してい

る｡ 109-113は､垂下文乃至は､短冊形のモチー

フを施文する壷である｡ 109は､櫛措波状文を充填

している｡ 110は､櫛措垂下文を充填 している｡

111は､原体LR単節縄文施文下に多条沈線で施文

している｡ 112は､櫛措垂下文を充填 している｡

113は､列点文で縁取りをしている｡ 114は､壷胴

部である｡胴部が算盤玉状に張り出す器形を里する｡

無文地に上下穿孔をつける突起が付いている｡ 115

は､壷頚部である｡ 原体不明縄文を充填する鋸歯文

を施文 している｡ 116は､壷頚部で無文である｡

117は､壷胴部である｡ 波状沈線文下に原体直前段

反撚RR H lfを施文している｡ 118は､口綾部

がくの字状に屈曲して外反する広口の壷である｡ 口

唇部に原体不明縄文を施文している｡ 口縁部無文帯

下に､原体複節RLr縄文を斜位に施文している｡

119-124は､重四角文を施文する筒形土器である｡

119は､口縁部に原体LR単節縄文を施文し､重四

角文を沈線で繋いでいる｡ 120は原体LR単節､

121は原体LR単節､122は原体直前段多条L

jRRR上 123は原体前々段多条LR jl1lを縄文

を施文 し､波状沈線で胴下半部を区画している｡

120･121は､赤彩されている｡ 125は､広口の壷

または､聾口縁部である｡ 地文に原体不明縄文を施

文し､2本一単位工具による平行線文及び波状文を

施文している｡ 126は､禁口綾部である｡ 地文に原

体LR単節縄文を施文し､1本措沈線による垂下文

下に､平行光線文を施文している｡ 127･128は､

嚢口縁部から頚部にかけての破片で同一個体の可能

性がある｡ また第143号土壌2の嚢口縁部と接合し

た｡緩やかに外反する口綾部は､僅かに波状を里す｡

口端部より地文に原体カナムグラ系擬縄文を施文し

ている｡ 口縁部に二又状工具による深い刺突列が2

段施文されている｡ 頚部は､半裁竹管状工具による

緩い弧線文を施文している｡胎土に白色粒子を含む｡

129-131は嚢口縁部で､同一個体である｡ 口端部

が尖っている｡ 口綾部に原体LR単節縄文を施文し

ている｡ 頚部無文帯下にも､縄文を施文している｡

131は､口縁部が折り返し状を里す｡132-142は､

地文縄文の雲である｡ 132は複合口緑で､原体無節

多条R H 1lをを施文している｡ 133は､複合口

縁で原体RL単節縄文を施文している｡ 134は､複

合口縁で原体無節多条Ljrrriを施文している｡

135は､複合口縁で原体LR単節縄文を施文してい

る｡ 136は､複合状の口縁で原体無節Lを施文して

いる｡ 137は､原体無節L､138は原体RL単節､

139は原体LR単節､140は原体直前段反撚LL

lrr上 141は原体LR単節､142は原体撚糸Lを

施文している｡ 143は､口端部をくの字状に折り返

す嚢で無文である｡ 144は､口綾部が大きく外反す

る嚢である｡ 地文に原体不明縄文を施文し､頚部列

点文下に､波状洗練文を施文している｡ 145は､直

線的に立ち上がる嚢口緑部である｡ 口端部に原体

RL単節縄文を施文し､口綾部を無文としている｡

頚部以下は､3本一単位工具による垂下文を施文し

ている｡146は､受け口状を里する鉢口縁部である｡

無文地で､口縁部に焼成後の穿孔が2箇所認められ

る｡ 内外面赤彩である｡ 147は､棄口縁部である｡

口端部は､工具による交互押捺を施している｡ 頚部

に櫛措波状文を施文している｡ 148は､嚢口縁部で

ある｡ 頚部に3本一単位櫛歯状工具による簾状文を

施文し､胴部は､波状文を施文している｡ 149は､

嚢口縁部である｡ 口縁部を無文帯とし､頚部以下に､

ハケ調整後､4本一単位工具による櫛措波状文を施

文している｡ 150は､嚢口綾部である｡ 口端部を平

坦に面取 りし､原体RL単節縄文を施文している｡

頚部は､4本一単位櫛歯状工具による直線文を施文

し､下段に波状文を施文している｡ 151は､受口ロ

縁を里する嚢である｡ 口縁部に原体RL単節縄文を

施文し､波状沈線文を施文している｡ 頚部は､6本

一単位櫛措簾状文を施文し､下段に､斜行文を施文
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している｡ 152は､口縁部がくの字状に外反する嚢

である｡ 口端部に原体不明縄文を施文し､口縁部を

無文帯としている｡ 頚部は､3本一単位櫛歯状工具

による擬似簾状文を施文し､下段に横羽状文を租雑

に施文 している｡ 胴部にハケ調整が認められる｡

153は､嚢口縁部である｡ 口端部に原体不明縄文を

施文し､口縁部を無文帯としている｡ 胴部は､櫛歯

条痕による縦羽状文を施文している｡ 154は､口縁

部が､くの字状に屈曲外反する嚢である｡ 焼成良好

で硬質である｡ 口端部に原体LR単節縄文を施文し､

口綾部を無文帯としている｡ 頚部以下に､6本一単

位櫛歯状工具による｡ 横羽状文を施文 している｡

155は､嚢胴部である｡ 頚部に4本一単位櫛歯状工

具による擬似簾状文を施文し､胴部は波状文を施文

している｡ 156は､嚢頚部である｡ 頚部に3本一単

位櫛歯状工具による擬似簾状文を施文 し､以下に､

縦羽状文を施文している｡ 157は､棄頚部である｡

ハケ調整後に3本一単位櫛歯状工具による擬似簾状

文を2段施文 し､下段に波状文を施文 している｡

158-161･164は櫛措き波状文を施文する禁であ

る｡ 158は3本一単位､159は5本一単位､160は

単位不明､161は5本一単位､164は3本一単位工

具による施文である｡ 162･163･165は､櫛措垂

下文間に波状文を充填する禁胴部破片である｡ 162

は4本一単位､163･165は3本一単位櫛歯状工具

による施文である｡ 166は､嚢胴部である｡ 5本一

単位櫛歯状工具による擬似簾状文下に､縦羽状文を

施文している｡ 167は､禁胴部である｡ 5本一単位

櫛歯状工具による縦羽状文を施文している｡168は､

嚢胴部である｡ 櫛歯条痕による横羽状文を施文して

いる｡ 169は､受け口状を呈する嚢である｡ 無文で

ある｡ 170-177は､台付嚢である｡ 170は､受口

ロ縁を呈 し､口端部に原体不明縄文を施文している｡

頚部は､4本一単位櫛歯状工具による擬似簾状文を

施文し､胴部にコの字重ね文を施文している｡ 文様

間頂部に多孔のボタン状貼付文を貼付 している｡

171は､段状の口縁に原体不明縄文を施文し､波状

沈線文を施文している｡ 波状文上に多孔のボタン状

貼付文を貼付 している｡ 172は､ハケ調整後にコの

字重ね文を施文している｡ 文様中央部に単孔のボタ

ン状貼付文を貼付 している｡ 173は､地文に原体

LR単節縄文を施文し､コの字重ね文を施文してい

る｡ 文様中央部に蛇行沈線文を垂下させている｡

174は､コの字重ね文を施文し､中央部に多孔のボ

タン状貼付文と蛇行沈線文を施文､貼付 している｡

175は､コの字重ね文を施文し中央部に多孔のボタ

ン状貼付文を貼付 している｡ 176は､コの字重ね文

を施文し､単孔のボタン状貼付文を貼付 している｡

177は､ハケ調整後にコの字重ね文を施文している｡

178は､口縁部が屈曲して外反する高杯である｡ 2

個一対の突起が付いている｡ 内外面赤彩である｡

179-185は､底部である｡ 底面は､ナデ調整であ

る｡ 180は内面に赤彩痕跡が認められる｡ 186は､

台付嚢脚部である｡ 187は､土製の紡錘車である｡

当初から紡錘車として利用するために製作されたも

ので､各面に縄文が施文されている｡

188は､管玉である｡ 欠損 している｡ 片側穿孔で

ある｡ 丁寧に研磨されている｡ 189は､太型蛤刃磨

製石斧である｡ 頭部を欠損 している｡ 刃縁はほぼ直

線状である｡ 側線部に形成剥離が残存 している｡ 全

体に丁寧に研磨されている｡ 欠損面は右側縁からの

加撃による｡ 190は､大型蛤刃磨製石斧である｡ 完

存 している｡ 刃縁は､ほぼ直線状である｡ 刃部は､

使用により細かい剥離が生 じている｡ 頭部に蔽打痕

が付いている｡ 全体に丁寧に磨かれている｡191は､

扇平片刃磨製石斧末製品である｡ 扇平の磯の縁辺部

を剥離して形状を整えている｡ 右側縁は研磨してい

る｡ 刃部は､細かい剥離を加えて断面ノミ形にして

いる｡ 192は､打製石斧である｡ 短冊形を呈す｡扇

平の裸の縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡

刃部は､表面から剥離を加えて断面ノミ形にしてい

る｡ 側縁部は､細かい剥離を加えて直線状に仕上げ

ている｡193は､打製石斧である｡ 擬形を里す｡扇

平の磯の裏面を打割して素材を取 り出し､縁辺部に
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剥離を加えて形状を整えている｡ 側線部に細かい剥

離を加えて決 り込みを入れている｡ 紐帯部は､摩滅

している｡ 刃部は､使用により細かい剥離が生じて

いる｡ 194は､打製石斧である｡ 刃部を欠損してい

る｡ 扇平の裸の裏面を打割して素材を取り出し､縁

辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 側線部に細

かい剥離を加えて決 り込みを入れている｡紐帯部は､

摩滅している｡ 195は､打製石斧である｡ 刃部を欠

損している｡ 扇平の磯の裏面を打割して素材を取り

出し､縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 側

縁部に細かい剥離を加えて直線状に仕上げている｡

196は､打製石斧である｡ 擬形を呈す｡扇平の裸の

裏面を打割して素材を取り出し､縁辺部に剥離を加

えて形状を整えている｡ 側縁部に細かい剥離を加え

て挟 り込みを入れている｡紐帯部は､摩滅している｡

刃部は､使用により大きく剥離している｡ 197は､

打製石斧である｡ 分銅形を呈す｡扇平の磯の縁辺部

に剥離を加えて形状を整えている｡ 側線部に細かい

剥離を加えて決 り込みを入れている｡ 刃部は､使用

により細かい剥離が生じている｡ 198は､打製石斧

である｡ 分銅形を呈す｡板状の石材の縁辺部に剥離

を加えて形状を整えている｡ 側線部に細かい剥離を

加えて挟り込みを入れている｡ 刃部は､使用により

摩滅している｡ 199は､打製石斧である｡ 刃部を欠

損している｡ 扇平の磯の裏面を打割して素材を取り

出し､縁辺部に剥離を加えて形状を整えている｡ 側

縁部に細かい剥離を加えて浅い決り込みを入れてい

る｡ 欠損面は表面からの加撃による｡ 200は､打製

石斧である｡ 扇平の裸の刃部と基部に剥離を加えて

形状を整えている｡側線部は自然面を利用している｡

刃部に細かい剥離を加えて断面裸形に仕上げてい

る｡ 201は､打製石斧である｡ 扇平の磯の裏面を打

割して素材を取り出し､縁辺部に剥離を加えて形状

を整えている｡ 側線部に細かい剥離を加えて浅い決

り込みを入れている｡ 紐帯部は､摩滅している｡ 刃

部に蔽打による剥離が認められる｡ 202は､蔽石で

ある｡ 側線部に細かい剥離を加えて浅い決り込みを

入れている｡ 刃部は､蔽打による剥離が認められる｡

203は､打製石斧である｡ 短冊形を呈す｡扇平の裸

の裏面を打割して素材を取 り出し､縁辺部に剥離を

加えて形状を整えている｡ 側縁部に細かい剥離を加

えて直線状にしている｡ 刃部は､使用により細かい

剥離が生じている｡ 204は､掻器である｡ 扇平の磯

の裏面を打割して素材を取 り出し､縁辺部に剥離を

加えて形状を整えている｡ 側縁部に細かい剥離を加

えて決り込みを入れている｡刃部断面は裸形を里す｡

205は､横刃型の刃器である｡ 頭部中央及び両側縁

部に剥離を加えて浅い決 り込みを入れている｡ 刃部

は､使用により細かい剥離が生じている｡ 206は､

砥石である｡ 両面が研磨により光沢が生じている｡

207は､凹石である｡ 両面に窪み部が付いている｡

縁辺部に蔽打痕が付いている｡208は､凹石である｡

両面に窪み部が付いている｡ 側線部に研磨痕及び蔽

打痕が付いている｡ 側線部に断面三角形の線状痕が

付いている｡
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第2表 出土土器観察表(1)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無再 電

支 文 様 形 態19図 1 SJ165 士蟹 DEH 不良

灰白 30% RL ウ 胴C19図 2 SJ165

士壁 BCE 普通 灰黄 LR 胴E 胴C19図 3 SJ165 -=とナ壁 BEH 不良 黄褐 25% 頚 Ⅰ

頭C19図 4 SJ165 士壁 BDEH にぷい黄樟 50%

LR 胴G 胴C19図 5 SJ165 -i壁 BCE

H 不良 にぷい黄褐 25% LR キ 胴B19図 6 SJ165 -i壁 EH にぷい黄褐 20% LR1 ア

20図 7 SJ165 -=ヒ蛋 EHL にぷい黄樟 60

% R イ 胴C20図 8 SJ165 牽 DE 良

好 にぷい黄褐 20% 胴N 胴D20図 9 SJ165 高杯 BCEK 良好 にぷい貴校 80% C

E.G A20図 33 SJ165 小型壷 EGH 良

好 明褐 95% β 胴A21図 34 SJ165 -=王:

チ壁 BC 良好 樟褐 80%21図 44 SJ165

高年 BE冒 良好 淡穫褐 95%24図 1 SJ173

i壁 H 良好 灰黄 20% β 胴D27図 1 SJ195 士壁 ABDE 普通 灰白 5%未満 LR 口E 口B

127図 2 SJ195 -二王ご壁 BDEH

不良 灰白 5%未満 LR =I 口D27図 3 SJ195 士壁 ABDE 普通 灰白 5%未満 B

LR 口C.J 口B227図 4 SJ195 -i蛋 BCDG 不良

灰白 30% LR 頚C1 頚A27図 5 SJ195 i壁 EH

普 通 にぷい貴校 20% RL 胴Ⅹ 胴B28図 39 SJ1

95 鉢 BH 明褐灰 40% A28図 40 SJ

195 高杯 BH 良好 にぷい樟 20% C28図 41 SJ195 高杯 EH 不良 にぷい樟 90%

33図 1 SJ198 i壁 BEH 不良不良

にぷい黄樟 80% A LR ケ 胴D33

図 2 SJ198 二王:チ壁 BDEGH にぷい黄穫 30%

LR 頚 Ⅰ 頚E33図 3 SJ198 士蛋 EH にぷ

い貴校 20% LRRL 胴 Ⅰ1 胴C33図 4 S

J198 士壁 EH 不良 にぷい黄褐 20%

胴Ⅹ 胴A胴D33図 5 SJ198 =土ご壁 EH 普通 にぷい黄樟 20% 胴G胴T33図 6 SJ198 i壁 BCEH 普 通 褐灰 10% RLLR33図 7 SJ198 i蛋 BEHⅠ 不良 にぷい貴校 25%33図 8 SJ198

台付鷺 BCH 良好 黒褐 20%33図 9 SJ198 台付牽 DE



第3表 出土土器観察表(2)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無 縄

文 文 様 形 態42図 6 SJ210 -=ヒ壁 BE 普通 にぷい

貴校 30% RL 頚E 頚A42図 7 SJ2

10 無頭壷 DH 不良 灰褐 25% A42図 8 SJ210 -=土ナ壁 CDH 良好 にぷい黄樟 20%

胴G242図 9 SJ210 餐 BE 良好 灰黄

褐 15% 口K 口E42図 10 SJ210 鷲

BH 良好 にぷい黄樟 40% 胴M 胴B42図 ll SJ210 高杯 CH 良好 褐灰 10% C L

R D C42図 12 SJ210 高年 CH 良好

にぷい榎 C G C42図 13 SJ210

高杯 BH 不良 にぷい黄桂 20% C F C44図 54 SJ210 鉢 BCH 不良 灰黄 20% C C

B45図 90 SJ210 台付牽 BH 良好 暗褐 褐灰 50%

51図 1 SJ214 i壁 BDEH

普 通 にぷい樟 30% LR Ⅰ151図 2 SJ214 鷲 CH 不良 にぷい貴校 30% RL 頚C

B51図 3 SJ214 餐 EGH 普 通 にぷい桂 100% RL

XL 頚G A51図 4 SJ214 餐 H 不良 にぷい黄樟 7

0% 胴F51図 5 SJ214 高杯 H 良好

浅黄榎 15% C G D58図 1 SJ216 台付牽

BE冒 良好 暗褐 30% RL 胴T C61図 1 SJ217 一二ヒ蛋 DE‖

良好 にぷい黄樟 90% RL 口C2 口B161図 2 SJ217 忠壁 DH 普 通 にぷい黄樟 90% LR 口F.J

口C61図 3 SJ217 i壁 BDE 普 通 灰黄 20%

RL ウ 胴C61図 4 SJ217 忠壁 DEH

良好 にぷい黄褐 30% RL ア 胴B61図 5 SJ217 i

壁 BSH 良好 にぷい黄樟 25% BC LLgiFlT))O

rLR 胴N 胴E61図 6 SJ217 餐 CH 不良 にぷい黄樟 2

5% 胴Ⅴ =E64図 1 SJ228 i壁 BEH 普 通 に

ぷい黄樟 60% 口C2 口Alb64図 2 SJ228 二王=ナ壁 EH 良好 にぷい黄軽 20% 口D 口A3

64図 3 SJ228 鉢 DEH 不良

にぷい黄桂 13% C B72図 1 SJ234 二=ま:ご

壁 EH 不良 にぷい貴校 20% 日日l 口B172図 2 SJ234 士壁 EH 普 通 檀 95% LR 口C3 口A3

72図 3 SJ234 -=土ナ蛋 H 不良 樟 25% LR 口C3

口A3胴A口A72図 4 SJ234 i壁 DEH 普通 にぷい黄樟 30% RLRL 胴Ⅰ172図 5 SJ234 小型壷

EGH



第4表 出土土器観察表(3)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 [ススオコゲ庫 彩の有無 縄

文 文 様 形 態81図 4 SJ259 士壁 E 普 通

黄褐 10% RL ア 胴B81図 5 SJ25

9 餐 H 良好 灰黄褐 25% RL 胴A86図 1 SJ264 -=土ご壁 H 良好 灰黄 20%

頚N.P 頚A86図 2.SJ264 餐 BD

H 良好 灰黄褐 25% 胴M86図 3 SJ264 鉢

普 通 にぷい樟 50% D96図 1 SJ269 二王ざ壁

BEH 普 通 にぷい貴校 20% RL 胴E196図 2 SJ269 -=ヒ蛋 BCDH 普通 灰黄褐 25%

有 LR 胴A1.2 胴C96図 3 SJ269 餐 DEH 普通

暗褐 20% LR 胴A100図 1 SJ274 -=

ヒ壁 EH 普 通 灰白 30% LR 胴G100図 3 SJ274

士壁 CDH 不良 にぷい黄樟 20% RL 胴A1.2100図 4 SJ274 i壁 CH 不良 にぷい黄桂 25%

胴β2100図 5 SJ274 二王ご壁 CDH 良好

にぷい貴校 25% RL 胴A1.2 胴C100図 6 SJ274 台付牽 DEH 良好 にぷい貴校 20% 胴T.U

胴A101図 7 SJ274 餐 DEH 不良 にぷい黄

樟 60% LR 胴M 口E101図 8 SJ274

餐 H 普 通 灰黄褐 20% LR 胴 Ⅰ 口C101図 9 SJ274 牽 BDEH 普 通 にぷい黄樟 10% 胴L

胴B101図 10 SJ274 餐 DE‖

普 通 灰黄 25% 胴V1 胴B105図 1 S

J287 鉢 BH 良好 にぷい黄穫 50% C A B112図 1 SJ300 i壁 DEH 不良 にぷい黄穫 50%

112図 2 SJ300 確衣 BC 良好

灰黄褐 5%20% 有有有 LR+LRL 胴Mウ 口E胴D112図

3 SJ300 鷲 DF 普 通 灰白114図 1 SJ30

1 i壁 EH 普 通 灰褐～淡褐114図 2 SJ301 餐 BDH 良好

にぷい黄褐 胴B 口B118図 1 SJ303 牽 BD

H 良好 浅黄桂 100% 胴A 胴B胴B1

18図 2 SJ303 餐 DE‖ 普 通 暗褐 15% RLLR

胴A118図 3 SJ303 鷲 DH 普通 にぷい黄樟 20%

有 胴V2118図 4 SJ303 餐 BDH

良好 にぷい黄樟 40% 有BAB 胴M 口C118図 5 S

J303 確瓦 EH 普 通 暗褐 15% 胴V1 口E125図 1

SJ304 =土ナ壁 EH 不良 にぷい貴校 20% 口C2胴β 口B1胴A125図 2 SJ304 士壁 BH 良好 に

ぷい褐 20%



第5表 出土土器観察表(4)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 lスス.オコゲ庫 彩の有無 縄

文 文 様 形 態134図 4 SJ306 i壁 BDE 普 通 灰

白 20% 有 LR 胴Ⅹ 胴B140図 1 SJ307 -=王:チ壁 C

DEGH 良好 浅黄樟 95% LR 頚E 口B1140図 2 SJ307 =土ご壁 DE 不良 にぷい樟 20% LR

140図 3 SJ307 餐 BDEH 良好 明褐灰 50

% LR 胴A 口B143図 1 SJ310 片口鉢

BCEH 普通 にぷい黄樟 50% C C C145図 1 SJ312 i壁 DEH 良好 にぷい樟 40%

145図 2 SJ312 鷲 DH 普通 にぷい樟 20% 胴

N 口A147図 1 SJ316 i壁 BC 普 通 浅黄樟

90% LR 頚 Ⅰ 口Alc147図 2 SJ316 士壁

ABEH 良好 にぷい桂 5%未満 LR 頭Ⅴ 頚A150図 1 SJ3

17 土蛋 EH 良好 100% B LR キ 胴D150図 2 SJ317 二王ざ壁 DE 不良 にぷい黄燈 90%

L ア 口D150図 3 SJ317 -=土ご壁 BH 不良

にぷい黄榎 100% C 口K.L 口A2150図 4 SJ317 小型壷 BDE にぷい黄橿 100% 胴β

胴D150図 5 SJ317 士壁 BE冒 不良 にぷい貴校 40%

RL 胴α150図 6 SJ317 餐 BE 良好

暗褐 10% RRE+Ror胴A150図 7 SJ317 (台付)鷲 EH 良好 にぷい黄褐 40% RL

胴T 口E150図 8 SJ317 高杯か鉢 BC 普 通 淡褐 12%154図 1 SJ318 双口壷 AEH 普 通 にぷい

黄樟 90% ヒ幣 Tiorア 胴F154図 2 SJ318 i壁 DE 普 通 浅黄樟 15%

LR イ157図 1 SJ320 餐 EH 普 通 褐

灰 15% 胴B 口B160図 1 SJ323 i壁

ABDE 普 通 明褐灰 20%160

図 2 SJ323 土壁 BDH 良好 にぷい桂にぷい貴校 80%

B LRLR 頚Rオ胴 Ⅰ 胴D口A165図 1 SJ325

-*壁 BH 良好 20%165図 2 SJ325 i壁 B

CD 良好 30% 有有165図 3 SJ325 i壁 BCD 不

良 にぷい貴校 60%168図 1 SJ326 i壁 BCD 不良良好

にぷい黄樟 15%168図 2 SJ326 士壁

BDH にぷい黄穫 20% LLtrr)168

図 3 SJ326 小型牽 BDH 灰褐 30% R168図 4 SJ326 小型鷺 CDH 良好 にぷい樟 30% RL

胴A 口A168図 5 SJ326 餐 BCD



第6表 出土土器観察表(5)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 lスス.オコゲ庫 彩の有無 縄

文 文 様 形 態179図 1 SJ331 長頭壷 ABDE

灰白 50% LR E2 胴C179図 2 SJ331 =土ナ蛋 B

CDE 不良 にぷい黄樟 20% LR 頚H 頭A179図 3 SJ331 士蛋 BE冒 普通 にぷい貴校 80% 胴V

2 胴D179図 4 SJ331 義(広口壷) BCH

不良 褐 30% ア 頚B179図 5 SJ331

餐 E 良好 黄灰 80% =ー 口E179図 6 S

J331 餐 BDH 不良 にぷい黄桂 25% 胴D 口E179図 7 SJ331 士壁 BDE にぷい桂 10% RL 胴Ⅹ

胴A187図 1 SJ336 二王:チ蛋 EH 良好 にぷい黄樟

60% 頭N 胴C187図 2 SJ336 i壁 BEH 不

良 にぷい黄樟 95% LR 頚 Ⅰ.X 口B1187図 3 SJ336 一二ヒ壁 AE 良好 灰白 20% 胴M1 胴D

187図 4 SJ336 士壁 BEH 良好 にぷい貴校 80%

R(LLL)胴B187図 5 SJ336 筒形土器 BC 普

通 にぷい褐 60% LR A B187図 6 SJ336 鷲 BCDH 良好 にぷい貴校 90% 有 LR 口E

口B187図 7 SJ336 牽 EH 普通 灰褐 5%未

満 LRt111)口F 口B188図 8 SJ336 餐 E

H 良好 にぷい赤褐 70% RL 胴A 胴A188図 9 SJ336

牽 ABDE 普 通 にぷい桂 60% 不調 胴D 口E188図 1

0 SJ336 餐 BE 良好 黄灰 80% 有188図 ll SJ336 士餐 ABDE 良好 にぷい樟 5%未満

196図 1 SJ338 筒形土器 DE 普通 に

ぷい赤褐 15% RL A B196図 2

SJ338 鷲 DE 普通良好 灰白 5%未満 有 Lfrrr)

口C 口B199図 1 SJ339 -=土ご蛋 ABDE

浅黄樟 30% B 有 LR キ 胴B199図 2 SJ339 士壁 AB

DE にぷい樟 30% RLRL G口F 胴C口B胴C

199図 3 SJ339 =土ご壁 BDE にぷい黄樟 20

%199図 4 SJ339 i塞 ADE 普通 にぷい黄桂 5%未満

199図 5 SJ339 牽 BDE 普 通 浅黄樟 10% 有199図 6 SJ339 確瓦 BE 良好 にぷい樟 10% 有 Ri

lll)200図 7 SJ339 i蟹 BDE 普 通 にぷい穫

10% 有 RL ア200図 8 SJ339 餐 AE 良好

灰褐 40% 有CB 有 RLR,RLRL 頭B200図 9

SJ339 餐 DE 不良 にぷい桂 10% 胴

M1 胴E200図 10 SJ339 高坪 ABDE 普 通



第7表 出土土器観察表(6)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無Jf#電

文 文 様 形 態205図 9 SJ340 台付牽 ADE 普通

樟 90% 有 LR 簡A H205図 10 SJ3

40 鷲 AEH 普通 にぷい樟 15%210図 1 SJ341 鷲 EH 普通 にぷい樟 60% 有 LR 胴A

胴B212図 1 SJ342 -二王:チ壁 BDE 良好 に

ぷい樟 10% LR212図 2 SJ342 士

壁 DEN 明褐灰 15% LR 胴Dも212図 3 SJ342 牽 AEM にぷい樟 30% LR 胴L

B217図 1 SJ344 窯 BEH 普通 灰褐 5%未満

有 胴叩221図 1 SJ348 士壁 EH にぷい黄

橿 100% RL 胴G 胴C221図 2 SJ348 -=ヒ

壁 BDE 良好 にぷい黄樟 LR 胴 Ⅰ1221図 3 SJ348 二王ゴ.壁 DE 灰白 30% LR 胴 Ⅰ1

胴D222図 4 SJ348 士壁 BH 普通 にぷい貴校 50

% RL 胴Ⅹ 胴C222図 5 SJ348 餐 BH

良好 にぷい樟 45% RL 胴M 口E223図 6

SJ348 -=圭ニト壁 BEH にぷい褐 80% LR エ223図 7 SJ348 二1二一壁 BE冒 良好 灰黄

褐 50% RL 胴E223図 8 SJ348

土壁 CH 良好 にぷい貴校 90% L223図 9 SJ

348 餐 褐灰～にぷい褐 60% 有 RL 胴A223図 10 SJ348 -土壁 DE 良好 にぷい黄軽 5%未満

LR 口C2 口A2223図 ll SJ348 鉢 E 良好 淡黄 1

0% C C B223図 12 SJ348 鉢 良好 淡赤樟

10% C C A229図 1 SJ359 =i=ご蛋 ADE 普通

灰白 60% 有 LR 胴E2 胴D229図 2 SJ359 士隻匿 ADE 浅黄樟 60% B RL 胴ア 胴C

230図 3 SJ359 鷲 CH 良好 明黄褐 100% 有C

LR 胴L 胴C230図 4 SJ359 鷲 BEH 普通 にぷい赤褐 20% RR(ll)胴A 胴B

235図 1 SJ369 餐 EH 良好 にぷい赤褐 5%

未満 オれコヾ系擬 頚C 口D235図 2 SJ369 鉢 DE

普通 浅黄樟 20% LRLRLtRRR)B A2

35図 3 SJ369 高杯 BE 普通 灰白 5%未満 G C口G胴B243

図 1 SJ412 =土ご壁 E 不良 にぷい

樟 5%未満 E2243図 2 SJ412 餐

ADE 良好 にぷい赤褐 10% 胴OD.A.Ⅰ243図 3 SJ412 士壁 DE 普 通 明褐灰 5%未満246図 1 SJ413



第8表 出土土器観察表(7)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無 縄

文 文 様 形 態257図 2 SJ426 忠壁 E 良好 にぷい褐

5%未満 LR 口E 口B1265図 1 SJ430 =:土:

チ蛋 EH 良好 灰白 25% LR イ 胴B265図 2 SJ430 鷲 BDE 普 通 灰白 60% 有 RL

胴E 胴A265図 3 SJ430 鉢 BD 良好 にぷい黄樟 5

% C A B267図 1 SJ431 士蛋 BDE

普通 浅黄樟 5%未満 LR 口C2 口A3267図 2 SJ43

1 士蛋 BDEH 普 通 灰褐 5% LR キ267図 3 SJ431 確瓦 BDEH 普 通 にぷい黄樟 80% 有

RL 胴Ⅴ 口D267図 4 SJ431 台付牽 DE‖ 良好

にぷい貴校 90% 有 LR 胴M 胴H267図 5 SJ431

高杯 DE 良好 にぷい貴校 20% C270図 1 SJ4

32 i壁 DE 普 通 灰白 90% RL 胴 Ⅰ1 胴A279図 297-1 SK297 台付鷺 BDE 普 通 にぷい榎 15%

胴T.U279図 320-1 SK320 士壁 ABEH

普 通 灰白 LR 頚H.S 頭A279図 327-1 SK327 =土ご

蛋 DE 普 通 にぷい黄樟 5%未満 口L 口Ala279図

340-1 SK340 i蛋 ADE 良好 浅黄樟279図 340-2 SK340 高杯 DE 普 通 淡黄 5%未満 C G

D279図 364.373-1SK364.373餐 BE 普

通 灰白 5%未満 RL 頚B 口A279図 364-1 SK364 鷲

E 普 通 にぷい樟 30% 有 LR 胴A 口B279図 370-1 SK370 -=ヒ韮 BDE 普 通 赤黒 5%未満

A しくRRR)ア279図 371-1 SK371 土製スフ｣ン E

普通 淡黄 30% C279図 552-1 SK5

52 高杯 BE 普 通 灰白 5%未満 C F D279図

769-1 SK769 士二重E DE 普 通 灰白 5%未満 有A LR 胴0

胴C290図 1 SK219 士壁 EH 普 通 に

ぷい樟 50% RL エ290図 2 SK219 忠壁 BDE

普通 灰白 5%未満 L 頚 Ⅰ 頭A291図 1 SK221 士壁

EH 普通 浅黄樟 5% R(111)LR 頚 Ⅰ 頚A291図 2 SK221

鷲 EH 良好 にぷい橿 70% 胴M

口F292図 1 SK312 忠蛋 DEH 普 通

浅黄穫 20% 胴D 胴D口A292図 2 S

K312 一二ヒ壁 ABDE 普通 にぷい貴校 3

0% LRRL 胴A1.2292図 3 SK312 餐 DE

普 通 灰白 5%未満 胴T.U293図 1 SK521 士韮 DEH 普通 にぷい黄樟 10% 頭 Ⅰ 胴D

293図



第9表 出土土器観察表(8)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無 縄

文 文 様 形 態297図 777-1 SK777 -=ヒ蛋 ADE

浅黄樟 25% RL ウ297図 796-1 SK796 i

壁 ADE 普 通 浅黄榎 30% RL ア 胴C297図 796-2 SK796 -=ヒ蛋 EH 不良 にぷい黄橿 40% RL 胴Ⅹ

311図 1下段堰 i壁 DE‖ 良好 にぷい黄樟 5%

LRt111)カ311図 2下段堰 餐 DH

普通 にぷい樟 30% LRill)胴A 胴B311図

3下段堰 餐 DEH にぷい赤褐 40% LR 胴V 胴D311図 4 下段堰 台付鷺 DH 良好 灰黄 50% LR 筒A

胴C312図 1上段堰 -*蛋 DEH 普 通 にぷい黄樟 5%未満

RL 頚K 口Alb312図 2 上段堰 -=土ご壁 BC 普通 暗褐

30% LR 頚E1 口Alb312図 3 上段堰 -*蛋 D

E‖ 不良 にぷい貴校 5%未満 B RL 口C1 口Alc312図 4 上段堰 -=土ナ蛋 H 普通 にぷい黄樟 5%未満 B L

R 頚Ⅰ 口Alb312図 5 上役堰 士壁 CDE

普 通 にぷい貴校 5%未満 LR 頚Ⅰ 口Alc312図 6 上段堰 士壁 BDEH 普通 にぷい黄褐 30% LR 口C3

口A2312図 7 上段堰 ｢=ヒ蛋 DH 不良 灰黄

褐 80% 口L 口A2312図 8 上段堰 士壁 BE

普 通 浅黄 70% 頚A 頚A312図 9 上役堰 小型壷 DH 普 通 にぷい

黄桂 5%未満 A 頭A 頚A312図 10 上段堰 二:土ご壁 CH 良好 灰白 5%未満 B LR 頚Ⅰ 頚A

312図 ll 上段堰 士壁 BH 良好 灰黄褐 20% L 頚

Ⅰ312図 12 上段堰 士壁 ACDE 普通 にぷい

黄樟 5%未満 LR 胴E312図 13 上段堰 二

王=ざ壁 DE‖ 普通 灰黄 5%未満 BB LR 胴E3.5 胴C

頚A頚A312図 14 上段堰 i壁 DEH 普通 黄灰 30%

RL,L ウ312図 15 上段堰 *壁 DE‖ 不良 に

ぷい黄樟 5%未満 RL 胴D313図 16 上段堰 二=ま=ナ壁 DEH

普通 にぷい黄樟 10% RL 頚E313図 17 上段堰

i壁 BCE 良好 黒褐 30% RL 胴 Ⅰ1313図

18 上段堰 士壁 BH 良好 暗黄灰 60% LR 胴 Ⅰ13

13図 19 上段堰 士壁 DEH 普通 にぷい黄樟灰黄

5%未満 RL 胴 Ⅰ1313図 20 上段堰 二王:ご壁

DE 普 通 5%未満 LRt111)胴 Ⅰ1313図 21上

段堰 i壁 ADEH 普 通 5%未満 LtRRR)頚E313図

22 上段堰 士壁 ADE 普通 にぷい樟灰褐 30% LR

胴A2 胴C胴A313図 23 上段堰 =ゴ=ナ壁

DE 良



第10表 出土土器観察表(9)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 ーススオコゲ庫 彩の有無再 電

支 文 様 形 態314図 32 上段堰 士壁 EH 良好

灰白 40% B 胴β2314図 33 上段堰 土

壁 DEH にぷい黄樫 40% 胴β2 胴D314図 34 上役堰 士壁 DH 普通 にぷい黄樟 5%

胴β2314図 35 上段堰 士壁 AH 普 通 にぷい黄桂 5%

胴β314図 36 上段堰 二土二一壁 BDH 良

好 赤～にぷい黄樟 80% A 胴γ1314図 37 上段堰 二=士:チ蛋 DH 普 通 明褐灰 5%未満 Mlb

314図 38 上段堰 双口重 BDEH 普通 灰褐 5%

未満 LR ウ 胴F315図 39 上段堰 鷲 ADEH

普 通 にぷい樟 5% RL 胴A315図 40 上段堰 鷺 BC 良好 黒褐 30% RR(1日 頭C

胴B315図 41 上段堰 鷺 BD 普 通 灰黄褐 30%

有 LR 胴A 胴C315図 42 上段堰 窯 DE 良

好 灰褐 10% 有 LR 胴D 胴G315図 43 上段堰 鷲 Ul 良好 黒褐 90% 有 RL 胴

H 口E315図 44 上段堰 鷲 DEH 良好 明褐灰 1

0% L 胴T.U 口C315図 45 上段堰

台付鷺 BE 良好 黒褐 95% 有 胴H 胴H315図 46 上段堰 鉢 BD 普 通 灰黄 20%

C315図 48 上段堰 高杯 CH 良好

にぷい黄樟 30% C G B315図 49 上段堰 高年 CDEH

良好 赤～灰黄褐 40% C E C315図 5

0 上段堰 高年 BEH 普通 黄灰 50% C315図 51 上段堰 高年 DEG 普通 にぷい赤褐 60%

C315図 52 上段堰 高杯 BH 普通 灰黄

褐 90%315図 53 上段堰 高杯 E

不良 にぷい貴校 100% C315図 54 上段堰

高杯 BDE 普 通 灰黄褐 90% C LR 胴A1.2 胴C胴B366図 1 SD357 土壁 DEO 普通 灰黄 60% B 有366

図 2 SD357 -=たナ壁 BDEO 普 通 浅黄樟 5%未満

LRL 胴E4368図 1 SD7 士壁 AE

良好 灰白 30% 胴β1368図 2 SD7 餐 EH 良好 に

ぷい黄樟 40% 頭C.D368図 3 SD7 鷲

EH 良好 明灰褐 50% 有 胴A 胴A373図 1 グリッド 土壁 BDE 普通 灰白 5%未満 L

口C2 口B1373図 2 グリッド 二1二一壁 ‖l

普 通 灰白 5%未満 LR 口C3 口A3373図 3 グリッド



第11表 出土土器観察表(10)

図版番号 出土位置 器 種 胎 土 焼成 色 調 残存率 スス.オコゲ赤彩の有無 縄

文 文 様 形 態374図 12 グリッド 士壁 EH 普通 にぷい

樟 70% RLr 胴V 胴D374図 13 グリッド 顔瓦

DE 普通 灰褐 20% 有 RHll) 口F =374図 14 グリッド 鷲 E 良好 にぷい褐 5% 有 RL 口F

口A374図 15 グリッド 土壁 EH 普 通 にぷい黄桂 3

0% LR 胴A374図 16 グリッド 餐 E 良好

暗赤灰 5%未満 RtLLL) 口J 口C374図 17 グリッド 鷲 BE 良好 灰褐 5%未満 有 RLr 頚F

口B374図 18 グリッド 二二土ナ壁 BDE

普 通 にぷい樟 5%未満374図 19 グリッド 小型牽 ADE 普 通 淡黄 30% RL

374図 20 グリッド 蓋 AE 普通 淡黄 20%

A B374図 21 グリッド 高年 DE 普通 灰白 20% C G E

北島遺跡出

土石器観察表石器の緒元データを表にして掲載した｡尚､用

いられた石材については表中に記号化して掲載し

てあるので､ここで正式名称を記す

る｡A.黒色ガラス質安山

岩B.赤玉石

C.安山岩

D.花尚岩

E.軽石F.黒色頁岩G.砂岩H.シルト岩Ⅰ.蛇紋岩第12表 出土石器観察表(1)

J.石英K.閃緑岩 PL.多孔質安山岩M.チャー トN.泥岩

0.フォルンフェルスP｡片岩Q.碧玉R.絹雲母片岩S.紅簾片岩T.縁

泥片岩U.硬岩図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm)

厚さ(cm) 重さ(g) 石質 備 考14図 2 SJ128 剥片

石器 4.6 5.3 0.8 24.1 ○21図 46 SJ165 有肩扇状石器 5.6 5.3 1.7 59.0 0

21図 47 SJ165 有肩扇状石器 6.7 6.1 2.1 99.8



第13表 出土石器観察表(2)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考22図 52 SJ165 刃器 4.6 4.8 1.

0 19.9 0 刃器状石器22図 53 SJ165 刃器 4.

6 5.1 0.8 25.3 ○ 刃器状石器22図 54 SJ165 磨石 8.7 5.7 2.2 160.9 G

22図 55 SJ165 磨石 7.7 7.7 2.9

249.1 G22図 56 SJ165 磨石 5.4 7

.9 1.6 101.9 G22図 57 SJ165

磨石 ll.4 8.9 1.2 151.9 H24図 13 SJ173 石核 6.2 3.6 3.8 110.3 M

24図 14 SJ173 磨石 10.4 7.8 1.4

208.3 G24図 15 SJ173 磨石 8.9

7.4 1.5 132.3 G24図 16 SJ173 磨

石 10.8 7.6 6.0 667.8 G28図 43

SJ195 石鉱 2.3 2.5 0.8 7.0 A 未製品28図 44 SJ195 有肩扇状石器 3.8 5.1 1.1 28

.7 ○28図 45 SJ195 有肩扇状石器 4.1

5.6 0.9 22.0 028図 46 SJ195 有肩扇状石器 4.0 6.1 2.1 63.3 0

28図 47 SJ195 有肩扇状石器 2.8 5.1 0.

7 12.9 ○28図 48 SJ195 掻器 4.9

4.0 1.4 28.2 G29図 49 SJ19

5 掻器 6.9 5.9 2.5 147.5 ○29図 50 SJ195 掻器 6.0 6.2 1.5 69.2

M29図 51 SJ195 掻器 6.3 7.0

2.0 71.5 ○29図 52 SJ195 掻器

5.1 7.6 1.9 112.6 029図 53 SJ195 掻器 5.0 6.3 1.4 53.3

○29図 54 SJ195 掻器 8.3 7.0

3.3 202.1 029図 55 SJ195 刃器

8.8 5.6 1.6 79.7 029図 56 SJ195 刃器 7.2 3.7 0.9 26.4 M

29図 57 SJ195 刃器 5.1 5.0 0.6

16.7 M29図 58 SJ195 刃器 3.1 4.2

0.7 16.1 029図 59 SJ195 刃器 4

.0 3.7 0.8 17.6 A29図 60 SJ19

5 刃器 1.8 3.4 0.6 4.0 ○29図 61 SJ195 磨石 4.2 8.3 2.7 126.1 ○

29図 62 SJ195 磨石 9.9 5.3 1.8 148.5



第14表 出土石器観察表(3)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考31図 71 SJ195 砥石 10.7 6.8

4.3 493.0 G34図 28 SJ198 磨製石鉱

3.7 2.1 0.4 6.0 M 未製品34図 29 SJ198 刃器 5.6 3.6 0.6 22.6 0

34図 30 SJ198 刃器 2.7 3.4 0.

6 6.8 034図 31 SJ198 刃器 5.0

7.7 1.9 85.4 M34図 32 SJ198

刃器 4.0 6.8 1.3 34.3 035図 33 SJ198 磨石 20.0 5.4 2.0 328.9

G35図 34 SJ198 掻器 6.3 7.0

2.5 109.2 ○35図 35 SJ198 磨石

5.4 7.7 1.3 72.8 G35図 36 SJ198

磨石 7.8 4.9 1.5 67.5 G35図 37 SJ198 磨石 9.1 5.6 1.2 81.7 G

35図 38 SJ198 蔽石 7.7 6.8 5

.7 438.8 C 赤色顔料付着35図 39 SJ198 蔽石 8.1 8.2 8.0 633.9 K

37図 6 SJ199 刃器 4.2 5.3 1.1 31

.3 037図 7 SJ199 刃器 4.0 5.0

1.4 32.1 037図 8 SJ199 刃器 2

.9 4.0 0.7 8.3 M37図 9 SJ19

9 刃器 3.2 2.6 1.0 ll.7 037図 10 SJ199 刃器 2.8 3.1 1.3 ll.9

A39図 13 SJ209 刃器 5.9 2.7 1.0

17.0 ○ 石匙39図 14 SJ209 刃器 6.

2 5.6 0.7 44.1 039図 15 S

J209 刃器 5.6 4.3 0.8 30.0 ○39図 16 SJ209 刃

器 4.4 5.5 0.9 29.1 G40図 17 SJ20

9 磨石 8.0 10.1 4.3 507.5 G40図 18

SJ209 砥石 6.4 6.0 1.5 81.3 U 未製品40図 19 SJ209 砥石 7.4 5.7 1.9 128.2 U45図 92 SJ210 右舷 4.0 2

.6 0.3 6.7 B45図 93 SJ210 有孔

石剣 5.8 3.1 2.3 57.5 M 再加工品未製品

(両面加工)45図 94 SJ210 扇平片刃磨製石斧 7

.3 6.6 1.3 131.6 Ⅰ46図 95 SJ210 扇平片刃磨製石斧 9.5 6.9 1.8 189.1 Ⅰ

46図 96 SJ210 磨製石斧 20.8 6.4 3.7 768.9



第15表 出土石器観察表(4)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考49図 105 SJ210 磨石 9.0 9.9

1.9 288.3 K46図 1 06 SJ210 磨

石 9.5 5.0 1.1 88.0 G46図 107 SJ210 磨石 9.8 5.0 1.6 124.3 G

46図 108 SJ210 磨石 3.5 3.6 1.0 1

9.1 G47図 109 SJ210 磨石 10.7

5.3 1.2 110.9 G47図 110 SJ210

磨石 8.8 5.7 1.2 88.7 G47図 111

SJ210 棒状石器 8.4 2.8 1.5 48.1 M47図 112 SJ210 棒状石器 9.2 2.4 2.3 91

.8 G47図 113 SJ210 棒状石器 12.7 4

.4 1.8 184.9 M47図 114 SJ210

蔽石 22.6 7.2 3.7 836.4 R47図 115 SJ210 砥石 15.0 8.6 5.0 822.9

G47図 116 SJ210 砥石 9.7 7.1 6

.4 508.0 G47図 117 SJ210 砥石 13.7

7.1 2.4 251.2 G47図 118 SJ210

砥石 4.8 4.9 1.4 49.0 G47図 119 SJ210 砥石 6.0 5.9 4.1 72.0 G

48図 120 SJ210 砥石 15.7 10.8 7.2

1539.1 G48図 121 SJ210 砥石 12

.8 8.6 2.6 385.2 G48図 122 SJ210 砥石 8.3 8.2 3.2 285.5 C

48図 123 SJ210 石核 5.5 9.2 4.3 2

63.4 053図 63 SJ214 器種不明 6.

6 2.9 1.1 31.7 0 末製品53図 64 SJ214 刃器 4.3 4.5 0.7 17.1 M

53図 65 SJ214 刃器 5.8 6.0 1

.1 51.1 054図 66 SJ214 刃器 6.1 4.4

1.2 37.2 ○54図 67 SJ214 刃器

4.3 5.1 0.9 25.9 0 未製品54図

68 SJ214 刃器 3.8 5.8 0.8 23.7

○54図 69 SJ214 刃器 3.3 3.2 0.

6 8.6 A54図 70 SJ214 磨石 5.0 6.

7 1.0 50.0 G54図 71 SJ214 磨石

5.0 6.1 0.9 41.1 G54図 72 SJ214 太型蛤刃磨製石斧 18.0 7.2 4.3 10

11.3 Ⅰ54図 73 SJ214 磨石 8.5 4.0 1



第16表 出土石器観察表(5)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考56図 18 SJ215 刃器 3.8 9.

5 1.1 56.7 ○56図 19 SJ215 石

核 5.3 4.6 2.2 82.4 M56図 20 SJ215 磨石 4.2 7.1 4.9 178.5 G

56図 21 SJ215 石核 5.0 6.7 3.5

163.2 056図 22 SJ215 磨石 9.9

6.2 1.1 130.4 G56図 23 SJ215

蔽石 7.2 6.2 3.8 245.7 K58図 27 SJ216 石錐 4.9 3.8 1.7 37.2

058図 28 SJ216 刃器 3.3 5.6

1.2 18.0 058図 29 SJ216 刃器

4.0 5.9 0.7 16.7 059図 30 SJ216 刃器 3.3 7.8 1.2 40.9 0

59図 31 SJ216 刃器 3.8 5.8 1.2 26

.7 059図 32 SJ216 刃器 5.0 7.1

0.6 36.8 ○59図 33 SJ216 刃器

4.5 6.8 1.0 42.7 059図 34 SJ216 磨石 10.4 6.8 4.3 489.9 G

59図 35 SJ216 磨石 6.8 6.7 2.3 162.8

G59図 36 SJ216 砥石 3.7 6.5

1.4 39.0 G59図 37 SJ216 砥石

10.2 8.0 2.2 271.9 G59図 38 SJ216 砥石 9.5 3.7 3.9 156.1

K62図 14 SJ217 刃器 3.6 6.3 1.4 19.9 A 剥片2点接合62図 17 SJ217 刃器 3.3 3.7 1.2 17.9

F62図 18 SJ217 刃器 3.4 3.9

0.6 10.7 A62図 19 SJ217 刃器

2.7 4.4 0.7 8.7 A62図 20 SJ217 刃器 2.9 2.1 0.8 6.5 ○

62図 21 SJ217 刃器 5.8 9.2 1.3 90

.2 ○ 打製石斧 再加工有肩扇状石器赤色顔料付着石皿転用

62図 22 SJ217 磨石 8.8 4.5 1.3

85.5 G62図 23 SJ217 磨石 4.8 8

.0 0.9 49.8 G65図 24 SJ228 蔽

打具 6.1 7.0 3.1 143.0 065図 25 SJ228 刃器 5.0 6.0 1.0 44.1

F65図 26 SJ228 刃器 5.0 5.2 1.0

34.0 065図 27 SJ228 打製石斧 3.7 6.6 1.



第17表 出土石器観察表(6)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考66図 36 SJ228 凹石 28.2 22.4

10.7 3870.0 L68図 ll SJ229 右舷

5.0 3.6 0.7 13.6 ○ 未製品68図 12 SJ229 刃器 5.6 4.2 1.2 38.2 ○

68図 13 SJ229 刃器 3.2 4.9 1.1

22.8 068図 14 SJ229 刃器 3.7 5.

7 0.7 17.3 068図 15 SJ229 磯器

4.5 5.5 1.9 45.7 M 器種不明70図 5 SJ231 磨石 ll.9 5.5 5.7 810.8 G

74図 60 SJ234 扇平片刃磨製石斧 7.9 5.6 1.

4 142.9 Ⅰ74図 61 SJ234 石錐 4.6

3.2 0.6 16.4 G74図 62 SJ234

打製石斧 3.5 7.3 1.8 64.3 074図 63 SJ234 磯器 4.2 5.4 2.3 64.9

0 器種不明74図 64 SJ234 刃器 3.5

4.9 1.0 22.9 ○74図 65 SJ234

刃器 4.5 5.7 1.3 47.8 ○75図 66 SJ234 刃器 6.8 3.7 1.7 50.5

075図 67 SJ234 刃器 6.9 5.0 0

.9 35.2 075図 68 SJ234 刃器 4.

1 3.2 0.8 17.9 075図 69 SJ234

刃器 3.0 4.2 1.5 19.6 A75図 70 SJ234 刃器 3.5 3.7 0.9 18.7 ○

75図 71 SJ234 刃器 4.0 5.2 1.1 30.1

○75図 72 SJ234 磨石 7.7 6.6 1.7

115.9 G75図 73 SJ234 磯器 ll.2

9.9 6.8 902.6 J75図 74 SJ23

4 蔽石 13.0 7.4 5.7 884.7 K75図 75 SJ234 磨石 13.0 10.3 6.2 1170.3 K

75図 76 SJ234 磨石 7.3 5.4 4.1 2

01.6 C 支脚75図 77 SJ234 磨石 3.7 6

.5 4.5 126.6 K 未製品76図 78 SJ234

砥石 18.5 12.4 5.5 1263.0 G76図 79

SJ234 砥石 8.1 8.8 5.6 470.3 C83図 49 SJ259 扇平片刃磨製石斧 6.0 5.2 1.1

59.2 083図 50 SJ259 扇平片刃磨製石斧

4.2 4.6 0.8 30.2 083図 51 SJ259 打製片刃石斧 8.3 4.9 1.5 83.4

○8



第18表 出土石器観察表(7)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考83図 60 SJ259 刃器 4.2 5.

7 0.6 18.4 083図 61 SJ259 刃

器 4.0 3.9 1.2 25.5 083図 62 SJ259 刃器 4.6 8.9 0.6 36.6 0

83図 63 SJ259 刃器 3.4 7.4 0.5

16.6 084図 64 SJ259 刃器 3.6

3.4 0.6 ll.4 084図 65 SJ25

9 刃器 3.5 4.2 0.7 14.7 A84図 66 SJ259 磨石 4.8 5.7 0.8 37.7 G

84図 67 SJ259 砥石 27.7 14.3 7.3

2544.8 G84図 68 SJ259 磨石 5.4 8.7

7.7 530.5 G84図 69 SJ259 砥石

21.6 6.6 3.9 576.7 G88図 66.SJ264 扇平片刃磨製石斧 3.0 4.6 1.2 29.7 ‖

88図 67 SJ264 有肩石斧 5.7 6.0

1.7 74.2 088図 68 SJ264 打製石斧 4.6

5.4 1.3 44.0 088図 69 SJ264

打製石斧 8.2 4.3 2.1 105.3 088図 70 SJ264 掻器 7.0 3.6 1.4 42

.1 ○88図 71 SJ264 刃器 7.0 3.

2 0.5 15.2 T 右舷末製品?88図 72 SJ

264 刃器 4.0 3.1 0.8 12.7 088図 73 SJ264 刃器 5.5 4.8 1.3 39.0

088図 74 SJ264 刃器 4.7 4.2 1.0

32.2 088図 75 SJ264 刃器 4.5 5.2 1.1

32.3 ○88図 76 SJ264 刃器 4.

5 4.3 千.I 23.7 088図 77 SJ264 刃器 5.2 4.5 1.2 36.4 0

88図 78 SJ264 刃器 4.0 4.2 1.0

20.1 0 石匙89図 79 SJ264 刃器 6.

0 6.7 1.2 64.3 0 打製石庖丁89図 80 SJ264 刃器 5.7 8.1 1.6 116.8

0 再加工品切削具89図 81 SJ264 刃器 6

.8 6.2 1.4 88.3 089図 82 SJ2

64 刃器 4.8 8.3 1.4 64.4 089図 83 SJ264 刃器 3.4 7.5 0.7 33.

8 089図 84 SJ264 刃器 4.0 8.9

1.5 70.2 089図 85 SJ264 刃器 3.8



第19表 出土石器観察表(8)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考89図 94 SJ264 刃器 7.3 4.3

1.8 102.6 089図 95 SJ264 磨石

9.2 5.0 1.5 101.3 G89図 96 SJ264 磨石 4.6 4.7 0.8 26.3 G

90図 97 SJ264 磨石 9.2 5.1 0.9

70.6 G90図 98 SJ264 磨石 8.3

7.6 1.3 134.4 G90図 99 SJ264

磨石 8.4 7.3 1.6 152.9 G90図 100 SJ264 磨石 5.9 7.6 1.0 69.0 G

90図 101 SJ264 磨石 9.8 6.3 2.8 292.

1 K90図 102 SJ264 磨石 12.2 8.4

1.8 283.1 G90図 103 SJ264 蔽石

26.9 7.5 5.2 1625.5 R 炉石90図 104 SJ264 磨石 13.1 8.4 5.2 743.1 G

90図 105 SJ264 磨石 6.9 9.5 5.4 476

.6 C90図 106 SJ264 磨石 6.4 8.4

3.6 266.8 K91図 107 SJ264 磨石

ll.2 6.8 7.7 793.4 K91図 108 SJ264 磨石 ll.8 7.4 4.7 568.7 L 石

皿転用91図 109 SJ264 磨石 13.3 12.7 3

.0 773.2 K91図 110 SJ264 砥石 4.8

8.6 3.3 247.2 G91図 111 SJ264 砥

石 4.9 4.7 1.3 52.7 G91図 112 SJ264 砥石 10.1 7.5 5.5 659.7 D

91図 113 SJ264 石核 ll.3 8.7 4.

2 437.6 093図 13 SJ268 有肩扇状

石器 6.1 6.3 1.3 74.1 097図 32 SJ269 打製石斧 17.7 8.5 3.0 456

.2 0 石鍬97図 33 SJ269 磯器 7.6

8.3 3.4 194.5 097図 34 SJ269 剥片石器 7.5 7.0 2.0 142.9 0

97図 35 SJ269 刃器 5.3 6.3 1.5 50.7

097図 36 SJ269 刃器 4.9 6.2

1.2 36.8 097図 37 SJ269 刃器

5.9 6.2 1.5 68.5 098図 38 SJ2

69 磨石 6.7 8.2 1.2 108.8 G98図 39 SJ269 磨石 4.9 7.9 1.5 86.1

G98図 40 SJ269 磨石 7.3 10.5 7.4



第20表 出土石器観察表(9)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考102図 28 SJ274 刃器 2.7 5.

4 1.1 12.7 0102図 29 SJ274 石核

5.5 6.8 2.2 153.0 0103図 30 SJ274 太型蛤

刃磨製石斧 16.0 6.9 4.2 654.7 0 未製品?103図 31 SJ274 台石 28.4 13.7 ll.0 7

220.0 G103図 32 SJ274 磨石 5.5

4.2 1.0 39.9 G105図 22 SJ287 刃器

4.8 4.2 1.1 30.4 ○105図 23 SJ287 棒状石器 10.9 3.3 2.1 112.6 G

109図 ll SJ293 打製石斧 12.3 6.5 2.7

271.9 F109図 12 SJ293 磯器 4.

5 5.7 2.5 93.6 F109図 13 SJ2

93 磯器 6.5 7.0 3.2 175.1 0109図 14 SJ293 刃器 4.5 5.4 1.7 48.

2 0109図 15 SJ293 刃器 3.2 5.1

0.8 12.6 0109図 16 SJ293 刃器

3.6 4.8 0.8 ll.7 0109図 17 SJ293 刃器 3.9 3.3 1.2 20.4 0

109図 18 SJ293 磨石 9.9 4.9 1.1 85.

1 G109図 19 SJ293 磨石 8.3 4.8 1.2 87.7

G110図 20 SJ293 磨石 7.4 4.4 1.4 52.1 G

110図 21 SJ293 磨石 5.3 5.8 1.

9 93.9 G･110図 22 SJ293 蔽石 12

.0 6.0 1.8 197.0 G110図 23 SJ293 磯器 10.0 5.8 3.9 264.1 F 柱状片刃石斧未

製品115図 10 SJ301 太型蛤刃磨製石斧 7.0

3.4 2.5 102.6 Ⅰ 赤色顔料付着115図 ll SJ301 刃器 4.4 5.6 0.9 25.7 0

115図 12 SJ301 磯器 6.1 6.2 3.

4 106.6 G115図 13 SJ301 蔽石

9.9 8.1 5.4 549.2 G120図 64 SJ303 磨製石鉱 5.2 2.5 0.4 10.4 M

末製品120図 65 SJ303 石錐 4.8 3.2

1.1 15.1 ○120図 66 SJ303 刃器

5.3 8.0 1.5 70.3 0121図 67 SJ

303 掻器 4.5 4.5 1.3 32.3 0121図 68 SJ303 刃器 5.0 5.0 1.2 48.

8 F121図 69 SJ303 刃器 3.0 4.1 0.7



第21表 出土石器観察表(10)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考121図 78 SJ303 磨石 5.2 5.

6 1.5 55.9 G121図 79 SJ303 磨

石 5.3 8.1 1.1 68.6 G121図 80 SJ303 磨石 5.4 7.5 1.0 49.9 G

121図 81 SJ303 磨石 6.2 8.3 2.6

76.9 G121図 82 SJ303 磨石 7.2

5.6 1.2 83.8 F122図 83 SJ303

磨石 5.4 7.8 1.8 106.9 G122図 84

SJ303 磨石 5.5 7.5 1.1 75.7 G122図 85 SJ303 磨石 12.6 ll.0 2.4 57

2.6 K122図 86 SJ303 磨石 9.1 5.6

1.5 142.3 G 切削具122図 87 SJ303

磨石 8.7 7.5 1.3 139.8 G122図 88 SJ303 磨石 10.6 6.6 2.0 176.1

G122図 89 SJ303 砥石 8.5 5.5 3.7

31.7 G122図 90 SJ303 磨石 5.5 3.6 4.

6 94.4 G122図 91 SJ303 石核 5.6 7

.4 3.2 203.2 ○123図 92 SJ303 砥

石 10.4 22.4 8.7 1638.2 L 台石130図 40 SJ305 打製石斧 8.8 6.1 2.2 1

25.7 0 基部欠損130図 41 SJ305 有肩扇状石

器 6.1 4.5 I.I 41.6 0130図 42 SJ305 剥片石器 5.2 4.2 1.2 31.6 0

130図 43 SJ305 刃器 5.2 5.7 1.

4 52.1 0130図 44 SJ305 刃器 4.

3 4.9 0.5 18.5 0130図 45 SJ305 刃

器 4.1 5.4 0.9 21.9 0130図 46 SJ305 刃器 5.3 5.9 1.2 33.3 0

130図 47 SJ305 刃器 4.2 6.5 1.9

66.5 0130図 48 SJ305 刃器 3.9

7.2 1.6 38.0 0130図 49 SJ305 刃

器 3.9 6.2 1.0 29.5 0130図 50 S

J305 刃器 4.9 8.5 1.4 69.3 0 凹基有茎式130図 51 SJ305 磯 器 5.9 10.8 2.6 204.7

G130図 52 SJ305 磨石 8.0 6.8 1

.5 107.0 G130図 53 SJ305 磨石 8

.0 5.3 1.0 64.7 G131図 54 SJ305

蔽石 12.9 5.8 3.5 375.6 G131図 55 SJ30



第22表 出土石器観察表(11)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考136図 64 SJ306 刃器 4.5 4.

8 1.4 34.7 0136図 65 SJ306 刃

器 6.4 5.2 1.2 44.0 0136図 66 SJ306 刃器 4.3 4.9 0.9 22.0 0

136図 67 SJ306 刃器 5 .2 6.3 0.7

29.5 ○136図 68 SJ306 刃器 3.7

4.9 1.1 21.9 ○136図 69 SJ306

刃器 4.6 5.7 0.9 25.6 0136図 70 SJ306 刃器 6.4 8.2 1.3 90.3

0136図 71 SJ306 刃器 5.0 7.5 1

.3 45.0 F136図 72 SJ306 刃器 5

.8 8.5 1.1 63.6 ○136図 73 SJ

306 刃器 3.3 8.7 1.0 27.0 0136図 74 SJ306 刃器 3.4 5.5 1.1 22.

0 0136図 75 SJ306 刃器 3.1 5.1

0.7 17.0 F136図 76 SJ306 刃器

4.9 6.1 0.9 29.5 0137図 77 SJ306 磯器 2.9 5.4 0.4 12.4 0

137図 78 SJ306 磨石 6.6 4.8 1.4

74.5 G137図 79 SJ306 磨石 5.1 5.

4 1.4 58.8 G137図 80 SJ306 磨石

6.7 4.8 1.2 60.2 G137図 81 SJ306

磨石 6.9 6.4 1.0 82.1 G137図 82 SJ306 磨石 9.3 4.4 1.3 85.5 G

137図 83 SJ306 磨石 10.2 6.7 1.4 15

8.7 G137図 84 SJ306 磨石 9.7 6.8 1.

4 129.9 G137図 85 SJ306 棒状石器

12.2 2.7 1.9 120.2 G 工具137図 86 SJ306 棒状石器 8.4 2.5 1.9 67.3 G

137図 87 SJ306 棒状石器 9.4 5.0 3

.3 222.9 G137図 88 SJ306 棒状石器

7.2 2.1 1.8 39.3 G137図 89 SJ306 磨石 7.9 4.9 1.9 82.9 G 赤色顔料

付着137図 90 SJ306 磯器 7.3 7.8 2.

9 219.0 G137図 91 SJ306 打製石斧 9

.8 6,0 3.2 246.2 0137図 92 SJ3

06 蔽石 9.8 6.7 3.4 337.9 K138図 93 SJ306 砥石 12.3 7.3 1.3 226.4



第23表 出土石器観察表(12)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考145図 17 SJ312 砥石 6.5 6.

4 1.7 99.0 G145図 18 SJ312 磨

石 5.4 7.4 1.6 91.9 G145図 19 SJ312 打製石斧 9.3 7.6 4.2 323.3 A

147図 8 SJ316 棒状石器 7.4 3.3 1.1

56.8 0147図 9 SJ316 磨石 6.3 5

.8 0.9 45.4 G 工具151図 20 SJ317

刃器 3.4 6.3 1.1 26.8 ○151図 21 SJ317 磨石 3.6 7.3 0.7 30.5 G

151図 22 SJ317 磨石 ll.2 6.8 1.6 188.9 G155図 28 SJ318 石鉱 6.2 3.2 0.6 16.

4 0 未製品155図 29 SJ318 ノミ形石器 5.

4 2.5 0.8 21.6 Ⅰ 扇平片刃磨製石斧再加工155図 30 SJ318 刃器 5.2 5.0 1.3 48.

7 0155図 31 SJ318 刃器 5.7 5.6

1.3 54.7 ○155図 32 SJ318 刃器

4.4 6.0 1.4 52.8 0155図 33 S

J318 刃器 3.8 5.0 0.9 15.2 F155図 34 SJ318 刃器 3.7 4.7 0.9 15.0 0

155図 35 SJ318 刃器 3.4 3.7 0.9

14.7 ○155図 36 SJ318 磨石 3.7 5

.7 1.1 34.9 G 工具155図 37 SJ318

磨石 7.9 6.0 1.3 94.6 G 工具155図 38 SJ318 磨石 7.2 9.4 1.2 103.8 C 切

削具155図 39 SJ318 磨石 7.9 6.0 2.

2 146.3 K155図 40 SJ318 棒状工具

6.2 2.4 1.8 44.5 G155図 41 SJ

318 蔽石 8.0 4.3 1.4 76.9 G155図 42 SJ318 磨石 5.8 9.8 3.9 198.2

G155図 43 SJ318 磨石 5.5 7.8

2.7 163.5 K 凹基無茎式157図 14 SJ320 磨

石 7.9 9.4 6.0 582.0 G157図 15 S

J320 刃器 4.8 4.9 1.1 27.9 0157図 16 SJ320 有肩扇状石器 5.0 7.4 1.3 64.8

0157図 17 SJ320 磨石 ll.5 5.5 7.5

637.7 G157図 18 SJ320 鼓石 10.7

7.4 5.3 622.5 K160図 20 SJ32

3 磨製石鉱 1.5 2.0 0.2 1.5 F160図 21



第24表 出土石器観察表(13)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考161図 29 SJ323 刃器 5.5 7.

6 1.4 69.7 0161図 30 SJ323 掻

器 3.5 5.3 1.2 27.7 0161図 31

SJ323 刃器 5.9 9.2 2.0 137.4 ○161図 32 SJ323 棒状石器 10.0 2.4 1.5

62.9 R161図 33 SJ323 磨石 5.8

4.2 0.9 32.7 G161図 34 SJ323

磨石 7.7 5.5 0.9 65.4 G161図 35 SJ323 磨石 5.7 7.4 1.2 69.5 G

161図 36 SJ323 磨石 6.1 7.4 1.5

93.5 G161図 37 SJ323 蔽石 12.5 5.4

3.2 295.3 R161図 38 SJ323 砥石

17.5 8.6 4.0 871.2 U163図 16 SJ324 太型蛤刃磨製石斧 3.6 5.2 3.2 91.8 Ⅰ

163図 17 SJ324 刃器 4.5 8.0 1.4

53.0 0163図 18 SJ324 有肩扇状石器

5.9 8.7 2.7 161.7 0163図 19 SJ32

4 刃器 4.5 7.9 1.3 45.4 0163図 20 SJ324 刃器 4.3 5.7 1.1 22.4

0163図 21 SJ324 磨石 9.3 9.7

8.1 917.0 K163図 22 SJ324 砥石

20.7 10.0 6.2 2088.6 G165図 17 SJ325 石匙 4.9 5.2 0.8 26.6

0165図 18 SJ325 刃器 3.8 3.7 0.8

15.3 0165図 19 SJ325 刃器 7.5

4.0 0.9 33.5 0165図 20 SJ325

刃器 2.8 3.5 0.8 6.3 0165図 21 SJ325 刃器 3.3 5.1 0.7 15.9 0

165図 22 SJ325 刃器 3.3 6.2 0

.7 17.2 0165図 23 SJ325 刃器 2.7 4.7 0.

5 8.2 F 工具磨石166図 24 SJ325 刃

器 4.0 6.7 1.2 43.6 0166図 25 SJ325 磨石 6.8 9.0 1.3 124.1 G

166図 26 SJ325 磨石 8.1 5.0 1.2 77

.8 G166図 27 SJ325 砥石 10.2 3.0 1.

6 161.2 G166図 28 SJ325 軽石 8.1 5.

5 4.2 76.5 E169図 35 SJ326 太型蛤刃磨製石斧 4.8 4.9 0.7 21.7 Ⅰ 破片

石鍬16



第25表 出土石器観察表(14)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考174図 34 SJ329 石匙 3.8 3.

9 0.9 16.7 0174図 35 SJ329 有肩扇状石

器 4.0 6.8 0.5 19.5 ○174図 36 SJ329 刃器 6.2 4.8 1.1 45.0 0

174図 37 SJ329 刃器 5.2 5.7 1.0

30.3 0174図 38 SJ329 刃器 4.0

5.8 1.2 35.9 0174図 39 SJ329

刃器 3.6 4.9 1.0 17.1 F174図 40 SJ329 刃器 4.7 4.9 1.1 34.3 0

174図 41 SJ329 磨石 5.2 5.2 1.2 44.

6 G 切削具174図 42 SJ329 磨石 5.1 8.0

1.1 54.0 G 工具174図 43 SJ329 磨石

7.5 4.8 1.3 75.1 G 工具174図 44

SJ329 砥石 10.8 12.7 9.3 802.3 L175図 45 SJ329 台石 23.7 16.5 8.4 3

420.0 G175図 46 SJ329 磨石 9.7

8.4 4.7 521.3 K177図 14 SJ330 剥品石器 3.5 3.5 0.9 14.0 0 削器

177図 15 SJ330 刃器 3.6 4.5 0.5 1

3.1 ○177図 16 SJ330 刃器 4.6 6

.3 1.3 34.6 0181図 41 SJ331 刃

器 4.4 5.9 0.6 18.6 0181図 42

SJ331 刃器 3.4 6.3 1.1 18.8 G181図 43 SJ331 刃器 6.5 7.2 1.7 110

.1 F181図 44 SJ331 刃器 5.0 7.7 0.7 41.9

○181図 45 SJ331 磯器 7.0 7.6

4.2 338.7 0181図 46 SJ331 砥石

13.1 8.9 1.8 314.4 G181図 47 SJ331 砥石 10.7 10.0 4.1 278.9

L183図 2 SJ333 刃器 5.0 4.7

1.1 39.7 0190図 55 SJ336 太型蛤刃磨製石

斧 6.6 6.8 5.1 393.4 Ⅰ 打製石斧工具

190図 56 SJ336 石錐 4.4 3.9 0.8

18.9 ○190図 57 SJ336 刃器 4.1 4

.3 1.3 32.5 0190図 58 SJ336 刃器

3.1 7.6 2.0 81.6 A190図 59 S

J336 磯器 8.0 5.5 2.6 169.4 0190図 60 SJ336 刃器 5.9 4.4 1.2 53.1

0190



第26表 出士石器観察表(15)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考191図 69 SJ336 砥石 17.0 7.8

5.4 910.6 G191図 70 SJ336 台石 1

5.5 16.7 2.7 1192.7 K192図 71 SJ

336 台石 ll.0 33.0 7.0 4240.0 R192図 72 SJ336 台石 8.5 24.2 8.3 2846.8

G194図 14 SJ337 打製石斧 15.2 9.9

2.4 467.6 0 石鍬194図 15 SJ337

石核 9.0 6.0 5.0 311.1 0194図 16

SJ337 刃器 3.7 4.8 0.9 22.4 0194図 17 SJ337 砥石 10.6 ll.5 3.9 789

.8 G197図 26 SJ338 打製石斧 5.1

12.0 2.7 506.4 0 石鍬197図 27 SJ

338 刃器 4.9 5.2 0.9 37.2 0197図 28 SJ338 刃器 4.5 5.3 0.8 24.9 0

197図 29 SJ338 刃器 3.9 6.9 1.4

54.6 F197図 30 SJ338 刃器 4.9

6.7 2.0 58.4 0197図 31 SJ338 磯器

7.4 6.2 4.6 319.7 0 蔽打具197図 32 SJ338 磨石 7.8 5.7 2.2 103.5

C197図 33 SJ338 砥石 7.9 7.7

3.4 336.0 G202図 54 SJ339 有肩扇

状石器 9.1 4.5 1.1 78.6 0202図 55 SJ339 刃器 4.4 6.2 0.8 27.5 0

202図 56 SJ339 刃器 3.6 5.7 0.5

16.6 0202図 57 SJ339 刃器 4.9 5.9 1.6 57.8 0

202図 58 SJ339 刃器 4.5 5.0 1.9

27.4 0202図 59 SJ339 石錐 4.5

3.7 1.2 18.6 0202図 60 SJ339 磨石

4.9 9.2 1.1 84.4 G 工具202図 61 SJ339 棒状工具 6.2 1.4 0.5 8.5 G

202図 62 SJ339 磯器 8.3 6.8 3.1

199.9 0 蔽打具鼓打具赤色顔料付着切削具202図 6

3 SJ339 磯器 10.9 9.8 5.3 632.8 0

202図 64 SJ339 磯器 7.1 6.7 5.7 3

72.2 D202図 65 SJ339 棒状工具 ll.9

3.7 3.2 196.4 G202図 66 SJ339 磨

石 5.5 8.3 1.4 108.2 G203図 67 SJ339 磨石 10.3 ll.8 7.8 1253.5 G

203図



第27表 出土石器観察表(16)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考207図 52 SJ340 刃器 4.1 6.

5 1.0 34.4 A207図 53 SJ340 石

核 4.5 4.3 2.7 83.6 M208図 54 SJ340 蔽石 8.3 3.8 1.0 62.8 R

208図 55 SJ340 砥石 7.5 3.6 1.3 75

.4 G208図 56 SJ340 蔽打具 ll.0 3.

9 1.2 105.0 R208図 57 SJ340 石核

10.7 8.0 6.8 733.0 0208図 58 SJ340 蔽石 10.7 6.8 4.7 483.4 0

208図 59 SJ340 砥石 7.6 23.2 5.6

1543.8 C208図 60 SJ340 蔽石 1

0.0 7.9 3.9 433.2 G210図 9 SJ341 刃

器 2.8 3.4 0.3 5.0 ○213図 40 SJ34

2 刃器 5.0 6.3 1.2 59.5 0213図 41 SJ342 刃器 6.6 3.2 1.1 46.2

0 ノミ形石器模倣213図 42 SJ342 剥片石器 5

.5 4.3 1.8 57.5 0 掻器 ?213図 43 SJ342 刃器 5.2 5.4 1.3 43.5 0

214図 44 SJ342 刃器 4.5 5.6 0.9 30

.9 0214図 45 SJ342 刃器 3.7 6.2

0.9 25.6 0214図 46 SJ342 刃器 4

.0 6.5 0.7 19.7 0214図 47 SJ34

2 磨石 5.4 8.5 0.8 73.1 G214図

48 SJ342 磨石 7.0 5.3 1.1 66.5 G 工具214図 49 SJ342 磨石 9.7 7.9 1.3 118.7 G

214図 50 SJ342 台石 12.0 10.8 2

.4 581.2 K214図 51 SJ342 蔽石

14.5 7.4 5.8 963.9 K214図 52 SJ342 砥石 16.2 8.0 6.2 936.7 G

214図 53 SJ342 砥石 8.5 6.7 2

.6 279.7 K 石鉱末製品?工具工具215図 54

SJ342 砥石 24.0 9.5 8.8 3450.0

G225図 37 SJ348 刃器 5.5 4.3 1.1

28.4 F225図 38 SJ348 石匙 3.0

4.2 0.8 12.2 0225図 39 SJ348 刃器

6.3 6.5 1.3 80.1 0225図 40 SJ

348 打製石斧 4.6 7.5 2.1 94.3 0225図 41 SJ348 刃器 5.5 4.7 1.0 38.2

0225



第28表 出土石器観察表(17)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考226図 50 SJ348 台石 14.2 ll.9

2.7 843.7 K231図 29 SJ359 磨製

石鉱 1.6 1.3 0.1 1.3 B231図 30 SJ359 有肩扇状石器 3.2 4.3 1.4 23.4 0

231図 31 SJ359 刃器 4.9 4.9 0.9 2

7.3 ○231図 32 SJ359 打製石斧 5.0

6.4 2.1 89.4 ○231図 33 SJ359

磨石 4.6 7.0 0.9 38.2 G231図 34 SJ359 磨石 8.6 5.5 1.2 49.9 G

231図 35 SJ359 磨石 4.7 7.0 0.8 97.3 G231図 36 SJ359 台石 15.0 13.7 2.5 920.5 K

236図 41 SJ369 太型蛤刃磨製石斧 8.0 22.3

4.4 1485.8 Ⅰ 欠損後蔽石として再利用236図 42 SJ369 石鉱 2.6 2.2 0.7 4.9 A 未製

品236図 43 SJ369 蔽石 10.7 6.2 I.I 111.1

G236図 44 SJ369 打製石斧 6.5 5.7

2.4 138.7 ○236図 45 SJ369 刃

器 5.8 8.7 1.6 74.2 ○236図 46 SJ369 剥片石器 5.5 5.3 1.0 44.2 0

有肩扇状石器 ?236図 47 SJ369 刃器 5.2 7.

4 1.2 46.0 0236図 48 SJ369 刃器

5.0 7.6 1.2 63.0 0236図 49 SJ369

刃器 5.2 7.4 1.8 83.9 ○236図 50 SJ369 剥片石器 4.6 5.7 0.9 32.2 0

237図 51 SJ369 磨石 4.8 4.5 0.9 26.3

G237図 52 SJ369 磨石 7.0 7.3 1.

5 128.5 F237図 53 SJ369 棒状石器

14.8 4.5 2.5 252.2 G 工具237図 54 SJ369 蔽石 ll.7 7.6 7.0 856.5

K237図 55 SJ369 磨石 12.4 6.9 1.

4 163.4 G237図 56 SJ369 磨石

9.7 6.9 1.2 114.1 G 磨石工具237図

57 SJ369 台 石 26.1 10.8 7.5 30

00.0 G244図 20 SJ412 刃器 12.9

3.7 1.1 69.8 R244図 21 SJ412 棒状

石器 8.2 2.2 2.2 60.7 G244図 22 SJ412 刃器 3.8 5.2 1.0 18.7 ○

248図 13 SJ414 有肩扇状石器 3.7 5.1 1.0 25



第29表 出土石器観察表(18)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考255図 10 SJ421 打製石斧 7.1 5.0 1

.8 96.8 ○ 再加工具255図 ll SJ421 刃

器 3.3 5.0 1.3 20.9 F255図 12 SJ421 刃器 4.0 8.1 I.∫ 42.4 F

255図 13 SJ421 刃器 3.5 7.5 1.5

36.6 ○255図 14 SJ421 磨石 8.4 5.3

1.4 88.1 G255図 15 SJ421 棒状石器

16.4 5.4 2.0 276.4 R257図 27 SJ426 打製石斧 7.2 6.3 2.3 182.5

0257図 28 SJ426 刃器 5.0 5.8 0.7

28.3 0257図 29 SJ426 磨石 6.0

5.1 1.0 48.3 G257図 30 SJ426

磨石 3.6 3.6 0.7 17.3 F 工具257図 31 SJ426 磨石 6.0 8.0 1.3 92.9 G

258図 32 SJ426 蔽石 5.7 6.1 3.4 1

34.2 ○258図 33 SJ426 棒状石器 6.5 1.5

1.2 19.9 G258図 34 SJ426 磨石

7.7 6.5 1.9 136.2 G258図 35 SJ426

磨石 ll.9 7.9 1.2 195.7 G 工具258図 36 SJ426 原石 9.4 7.0 4.9 400.0

B 赤色顔料用258図 37 SJ426 磨石 9.3

8.7 9.0 824.8 C258図 38 SJ426 蔽石 9.5 8.8 7.1 688.0 G 赤色顔料付

着258図 39 SJ426 蔽石 9.1 7.5 5.2 477

.3 G258図 40 SJ426 蔽石 8.8 10.7

5.8 672.6 ○260図 4 SJ427 刃

器 4.4 6.5 1.4 47.0 ○262図 3 SJ428 刃器 3.1 4.2 0.5 14.3 ○

265図 22 SJ430 刃器 3.7 5.7 0.4 l

l.1 0265図 23 SJ430 磨石 5.8 8

.1 1.4 99.9 G 掻器欠損267図 28 S

J431 打製石斧 8.0 5.4 3.4 185.7 0267図 29 SJ431 石核 5.7 4.3 3.2 93.4 A

267図 30 SJ431 磨石 10.0 6.2 1.3 101.2 G

268図 31 SJ431 刃器 5.5 6.8 2.5 107.

3 0268図 32 SJ431 磨石 7.2 9.3 6.

5 536.9 K268図 33 SJ431 磨石 8.0

7.0 1.6 109.7 G268図 34 SJ431 磨石 7.5



第30表 出土石器観察表(19)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考285図 364-10 SK364 磨石 8.6 ll.2

7.1 914.4 K285図 368-3 SK368 管玉 1

.6 0.25 0.25 0.21 Q 欠損285図 368-4

SK368 磨石 9.4 7.8 6.4 696.8 C285図 370-10 SK370 管玉 1.8 0.2 0.2 0.17 Q

285図 370-ll SK370 有肩扇状石器 7.3 8.2 1

.3 102.4 ○286図 370-12 SK370 砥石 ll.

3 4.9 3.7 192.3 C286図 370-13 SK

370 砥石 20.0 6.6 6.5 1299.4 G286図 371-10 SK371 刃器 6.7 5.8 1.4 78.7 0

286図 371-ll SK371 蔽石 5.0 22.5 4.9 62

7.5 R286図 373-1 SK373 砥石 10.8 8.

6 4.3 685.2 G286図 393-1 SK393 打

製石斧 15.2 ll.7 2.5 536.5 ○ 石鍬287図 399-10 SK393 磨石 6.9 6.3 3.1 206.3 G

287図 440-ll SK440 刃器 4.0 4.2 1.3 32.8

0287図 459-1 SK459 扇平片刃磨製石斧 4.9

5.3 1.2 67.2 Ⅰ287図 501-2 SK

501 砥石 6.3 5.7 1.0 71.1 G287図 570-7 SK570 打製石斧 16.6 10.6 2.7 616.

4 0 石鍬287図 570-8 SK570 刃器 3.6 3

.8 0.8 12.7 0293図 10 SK521 刃器

4.4 5.2 1.2 27.9 ○295図 17 SK556 剥片石器 5.8

3.6 0.8 32.6 0321図 214 上段堰 打製石斧 1

5.3 10.7 1.8 392.5 R 石鍬321図 2 1 5 上段堰 打製石斧 ll.3

7.8 2.5 288.5 0321図 216 上段堰 打製石斧 9.3 9.2 2.3 247.1 0 石鍬

321図 217 上段堰 打製石斧 8.7 7.8 3.2

330.6 R 327図269直柄斧に装着322図 218 上段堰 扇平片刃磨製石斧 9.7 6.9 2.6 275.7 M

未製品322図 219 上段堰 扇平片刃磨製石斧 9.

1 6.2 2.6 227.8 0 末製品未製品未製品末製品

322図 220 上段堰 掻器 5.9 7.5 2.3 1

44.4 M322図 221 上段堰 石匙 6.7 6.5

1.4 86.6 0322図 222 上段堰 ノミ形石器

7.7 4.5 1.2 62.3 0322図 223 上段

堰 打製石斧 7.0 6.1 2.5 136.1 0322図 224 上段堰 打製石斧 6.8 4.0 2.0 76.0 0



第31表 出土石器観察表(20)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 檀(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考323図 233 上段堰 有肩扇状石器 7.3 8.

3 1.3 86.2 0323図 234 上段堰 刃

器 6.8 7.2 1.7 83.1 0323図 2

35 上段堰 刃器 5.6 7.2 1.4 52.8 0323図 236 上段堰 刃器 5.7 7.7 1.3 74.5

M 石庖丁未製品 ?323図 237 上段堰 刃器 5.1

7.9 1.7 110.6 0323図 238 上段

堰 刃器 6.5 8.4 0.8 61.8 0323図 239 上段堰 刃器 5.3 7.9 1.3 45.4

0323図 240 上段堰 刃器 5.2 8.0

1.8 70.2 G323図 241 上段堰 刃器

5.7 7.7 1.3 66.7 M324図 242 上段堰 刃器 4.5 6.6 1.0 39.7 M

324図 243 上段堰 刃器 3.9 5.9 1.2

35.3 0324図 244 上段堰 刃器 4.4 5.

2 0.6 23.3 0324図 245 上段堰 刃器

4.6 6.9 1.1 40.1 0324図 246 上段堰

刃器 5.9 7.7 1.3 55.2 M324図 247 上段堰 棒状石器 8.1 2.5 1.4 45.

0 M324図 248 上段堰 機器 10.5 15

.1 2.3 423.2 G324図 249 上段堰

棒状石器 12.8 2.6 2.0 111.7 0324図 250

上段堰 蔽石 9.4 4.2 1.9 97.9 U324図 251 上段堰 磨石 4.5 4.6 0.9 28.

1 G324図 252 上段堰 磨石 4.7 3.9 0.

8 22.1 G324図 253 上段堰 磨石 6.0 5.8 1.4 63.8

G324図 254 上段堰 砥石 9.0 10.5

2.3 334.5 G 石庖丁未製品 ?324図 255 上段堰 蔽石 6.3 7.4 1.4 119.1 M

324図 256 上段堰 磨石 9.3 5.0 1.7 1

11.5 0325図 257 上段堰 石核 13.6

12.0 6.0 1133.9 M325図 258 上

段堰 蔽石 7.9 8.5 6.8 568.7 M 赤色顔料付着

太型蛤刃磨製石斧用325図 259 上段堰 磯器 13.0

8.4 3.9 416.0 ○325図 260 上段堰

蔽石 8.7 7.1 3.8 317.6 G325図 261 上段堰 蔽石 6.1 8.0 4.6 242.4

G325図 262 上段堰 磨石 7.7 8.7 5.7 500.1



第32表 出土土器観察表(21)

図版番号 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石質 備 考367図 2 SD377 大型蛤刃磨製石斧 13.8 7.3

5.1 617.4 Ⅰ372図 22 窪地 蔽石

4.8 5.7 3.2 132.3 0372図 23 窪地 刃器 6.2 6.5 0.8 65.0 0

380図 188 グリッド 管玉 1.3 0.5 0.5 0.71 Q

欠損380図 189 グリッド 太型蛤刃磨製石斧 8.6 6.7 4.0

406.7 Ⅰ380図 190 グリッド 太型蛤刃磨製石斧 15.1 6

.2 4.4 757.2 Ⅰ380図 191 グリッド 扇平

片刃磨製石斧 10.0 4.7 1.3 129.3 ○ 未製品380図 192 グリッド 打製石斧 8.5 5.7 2.4 183.4 0

380図 193 グリッド 打製石斧 18.5 10.7 3.0 6

11.7 G 石鍬380図 194 グリッド 打製石斧 12.5 10

.9 3.0 421.4 ○ 石鍬380図 195 グリッド 打

製石斧 9.2 6.9 1.6 145.2 0 基部381図 196 グリッド 打製石斧 14.4 10.8 2.5 459.9 0 石鍬

381図 197 グリッド 打製石斧 ll.0 4.5 1.8

171.9 0381図 198 グリッド 打製石斧 10.

6 8.5 1.3 175.8 R381図 199 グリッド 打製石斧 10.7 9.0 3.4 383.8 0 石鍬基部

381図 200 グリッド 打製石斧 8.0 6.0 1.4

80.0 N381図 201 グリッド 打製石斧 8.3 8.

2 3.5 296.3 0381図 202 グリッド 敢

石 12.8 6.1 2.7 377.2 F382図 203 グリッド 打製石斧 8.3 4.8 2.6 135.7

0382図 2



管

北島遺跡出立土器の製作技法と分類に∋い雷
上 土器の製作

北島遺跡から出土した弥生時代中期の土着削こつい

ては､小型土器を含めてほとんどが､粘土帯積上法

を用いて製作されている｡ 僅かに､鉢の一部に手淫

と考えられる製作技法がみられる｡

器･面の調整に認められる要素は､ナデ､ミガキ､

ハケ､ケズリ､オサエ､などがある｡ ナデは､箆状

の工具等を用いる他に､細かい線条痕が横位直線状

に認められる場合がある｡ この線条痕については､

布を券面に当ててまわしている可能性がある｡ ミガ

キは､各種の棒状工具及び偏平または､棒状の磯の

側線部や先端部を用いていると考えられる｡ 器面に

平滑且つ光沢を与える効果を生じさせているが､全

面赤彩の土器の殆どにこのミガキが施されている｡

ハケは､細かい櫛歯状の工具または木の木口面を器

面に当て押し引くことにより､券面を滑らかにする

作用を生じさせている｡ 本遺跡では､在地系の土器

には用いず､中部高地系の土器及び南関東系の土器

の多 くに用いられている｡ 特に､焼成良好で硬質な

土器 (搬入品の可能性がある)に多 く､文様が､異

系統のものでも､在地の胎土を用いた土器には､ハ

ケ調整が施されない場合が多い｡また､券面の内面

にハケ調整を施す土器が認められる｡ ケズリは､器

面の厚さを調整する目的でヘラ状の工具を用いて胎

土を削 り取るもので､多 くの痕跡が､壷及び嚢の胴

下半部から底部にかけての無文部に認められる｡ 第

336号住居跡187図3の壷は券面が非常に薄手であ

るが､文様施文部分のみ器厚が厚い｡これは､文様

を施文した後に施文部分以外の器面をケズリ込んだ

ものと考えられる｡ オサエは､器面内面の輪積接合

部分に良く認められる｡ また頚部及び底部接合部分

についても指頭及び工具を用いたオサエが認められ

る｡

底部については､木葉 ･網代 ･布目･種子などの

圧痕が付 くものと､ナデ ･ミガキ ･ケズリ等が行な

われるもの､調整の痕跡が認められないものがあ

る｡

報告書掲載土器の底部総数262例中､ナデ等の調

整により圧痕のないものが183例､木葉痕が65例､

布 目圧痕13例､網代痕 1例であった｡無文のもの

が全体の70%を占め､続いて木葉痕が25%を占め

ている｡ 布目圧痕及び網代痕は､極めて少なく前時

期の土器底部に比べて無文化の傾向が強まっている

状況が窺える｡

2.形態分類

本遺跡から出土した土器は､壷､無頚壷､筒形土

器､嚢､鉢､高杯､蓋､杓子形土製品がある｡ 各券

種については､さまざまな器形があるので分類を行

なった｡但し､本遺跡の遺物出土状況の特徴として

壷の口縁部と胴部が分離して出土しているものが大

半を占める状況にある｡ したがって､少数の完形土

器から全体の形状を復元することは困難な状況であ

るので､壷については口縁部と胴部を分離して形態

分類を行なった｡

各器種の組成比率については､報告書掲載土器の

全てを対象として行なった｡したがって､非掲載遺

物との合算比率は含まれていない事から､あくまで

も概 数 として理解 していただ きたい｡壷 は､

54.1%､嚢は､40.8%､無頚壷は､0.9%､筒形土

器は､1.1%､鉢は､0.6%､高杯は､2.3%､蓋は､

0.2%で､壷 ･禁以外の器種の合計比率は､5.1%と

なる｡ この中で問題となるのは壷と聾の構成比率が

他遺跡と比べて逆転 していることであるが､これは

掲載土器の嚢が単純文様を施文する場合が多 く､採

択にあたって窓意的操作が影響したものと考えられ

る｡ したがって口縁部破片による比率では､壷が

36.2%､嚢が63.8%となる｡

以上の数値からおおまかな傾向として､壷と嚢の
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比率は近接するもののやや婆が多く無頚壷以下の券

種は､全体の1割に満たない状況が窺える｡

壷口縁部

A類 単口縁

1 直線的に開く形態を里する｡

a ロ端部が丸みを持つ形態を呈する｡

b 口端部が外削ぎ状を呈する｡

C 口端部が直線状を里する｡

2 緩やかに内轡する形態を里する｡

3 朝顔形に外反する形態を里する｡

4 朝顔形に外反し､くの字状に内轡する形態

を里する｡

5 くの字状に強く外反し広口の形態を里する｡

B類 複合口縁

1 直線的に開く形態を呈する｡

2 緩やかに内響する形態を里する｡

3 広口の形態を里する｡

C類 受口ロ縁

D類 袋状口縁

壷頚部

A類 細頚の形態を呈する｡

B類 太頚の形態を呈する｡

C類 長頚の形態を呈する｡

D類 短頚の形態を呈する｡

E類 頚部と胴部の境界に段を設ける形態を里す

る｡

壷胴部

A類 長胴形を呈する｡

B類 球胴形を里する｡

C類 卵形を里する｡

D類 下膨れ状を呈する｡

E類 肩の張る形態を里する｡

F類 双口の器形を呈する｡

無頚壷

A類 単口縁の形態を里する｡

B類 複合口縁の形態を里する｡

C類 口縁部が緩やかに外反する形態を呈する｡

筒形土器

A類

B類

牽口縁部

A類

B類

C類

D類

E類

F類

G類

胴部

A類

B類

C類

D類

E類

F類

G類

H類

鉢

A類

B類

C類

D類

高杯

単口縁の形態を里する｡

複合口緑の形態を里する｡

単口緑の形態を呈する｡

複合口縁の形態を里する｡

段状の形態を呈する｡

受口状を里する｡

外反する形態｡

直線的に立ち上がる形態｡

くの字状に屈曲外反する形態｡

口縁部径が最大の形態を呈する｡

胴部径が最大の形態を呈する｡

長胴形の形態を里する｡

球胴形の形態を里する｡

肩が張る形態を里する｡

寸胴の形態を呈する｡

底部に向かって直線的に窄まる形態を呈する｡

台が付 く形態を里する｡

椀状の形態を呈する

媛やかに内響する形態を里する｡

片口ロ縁を呈する｡

私製を里する｡

A類 椀状の形態を呈する｡

B類 媛やかに内轡する形態を里する｡

C類 口縁部がくの字状に外反する形態を呈する｡

D類 口縁内面に突帯を廻らせる形態を里する｡

E類 長脚を里する｡

F類 短脚を里する｡

蓋

A類 癌状の摘みを付す形態｡

B類 環状の摘みを付す形態｡

杓子形土製品

椀状の皿部に柄を設けて赤彩する｡
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壷口縁部は､Al類の形態が比較的多く認められ

るが､前時期の壷口綾部に比べてBl類のように複合口緑化する傾向が認められる｡ A3･A4類は､

在地の系統にあるものではなく､中部高地系の壷口縁部に求められると考えられる｡ A5類及び頚部D

類も異系統として把撞すべきで出土点数も僅かである｡ B3類は､口縁部文様と併せて､北関東系の可

能性がある｡ 口綾部C類で頚部C類の長頚の例は､

文様と併せて､南東北もしくは､東関東系の特徴的

な形態であると考えられる｡ 口綾部D類は出土例が

僅かに認められる程度である｡ また頚部E類は､在地

の壷に普遍的に認められる､特徴的な要素である｡胴部は､C類が最も多く認められる｡ B類は､まれ な

形態である｡ D類は在地の壷の系統ではなく､中部

高地系または､南関東系の壷に系譜が求められる｡また､第301号住居跡第114図1の壷のように胴部

が張り出す器形は､在地的なC類の器形の中にD類の要素が取 り込まれたものと考えられる｡ E類は､

特異な形態で出土例も僅かに認められるだけである｡ 時代の古い器形が残存したものであろうか｡F

類は､本遺跡で2例認められるのみである｡ 栃木県大塚古墳群内遺跡SK-24出土土器は､片口が閉じ

ているが類似した器形を里す｡また､新潟県

平田遺跡SD8出土土器に双口を呈す例がある｡

無頚壷A類は中部高地系のもので搬入品の可能性がある｡

C類は鉢との中間形態を呈すると考えられる｡筒形土器は､第336号住居跡第187図5のように

器形は､嚢の器形に同化しつつある状況が窺える｡

嚢は､口縁部A類が多く認められるが､前時期に比べ

てB類の比率が飛躍的に多くなる傾向にある｡尚､第336号住居跡第187図7の嚢のように口端部が尖

る形状を示すものは､やや新しい様相として捕らえ

ることができる｡ ロ縁部C類は､胴部H類の台付嚢に

多く認められる｡ D類もC類の類型として捉えることができるが､第326号住居跡第169図23･24

の嚢口縁部のように別の系統の例も考慮しておく必要

がある｡ E類は各種の嚢に多く認められる形態であ

る｡ F類は､古い器形が残ったものであろうか｡出

土例は僅かである｡ G類は条痕文系の嚢及び上段堰出土第319図179の嚢口綾部のように無文地の嚢

にも認められる｡ 胴部形態では､縄文地文施文の口

縁部A類に属する嚢の多くが､胴部B類になる状況が

窺える｡ したがって､縄文地文施文の胴部A類は､口

縁部B類に多く認められる｡ C類は口綾部F類と同

様に､古い器形が残ったものとして考えたい｡D類

は､H類などの台付嚢や文様要素として斜格子文を施文した嚢に多く認められる形態である｡E類は､

出土例は僅かであるが､群馬県清里 ･庚申塚遺跡第13号住居跡-



性がある｡ F類は南関東系の聾に系譜を求められる

形態である｡ G類は第209号住居跡第39図 1のよ

うに中部高地系の要素をもつ例 と､上段堰出土第

319図179及び320図197のように別系統の要素を

もつ例が認められる｡ H類は､文様要素としてコの

字重ね文や､櫛措波状文を施文する中部高地系の嚢

に認められる形態であるが､第340号住居跡第205

図 9のように筒形に採用される文様を施文 した例

や､第431号住居跡第267図4のように縦羽状文を

施文した例などが認められる｡

鉢B類は中部高地系の形態をとるもので搬入品の

可能性がある｡ C類は第310号住居跡第143図1の

例しかなく､特異な形態である｡ D類は､第413号

住居跡第246図4の鉢を含めて､南関乗系の鉢に系

譜を求めることが可能である｡

高杯は､基本的に中部高地系の系譜を引くもので､

搬入品の可能性も考えられる｡ D類はさらに西側の

地域に系譜を求めることができそうである｡ F類は

在地化した高j不の脚部であろうか｡

蓋は､A類は嚢の蓋として用いられる器形である｡

またB類は､無頚壷の蓋として用いられる器形であ

り､中部高地系と考えられる｡ 但し､蓋自体の総点

数は僅かに4例のみである｡

杓子形土製品は､長野県佐久市根々井芝宮遺跡な

どに類例があり､搬入品の可能性がある｡

3.文様

本遺跡出土土器に措かれた文様要素は､縄文また

は擬縄文による施文､箆措沈線､単位工具による沈

線､櫛措文､刺突文､浮文､突帯､刻み冒､赤彩な

どがある｡

縄文による施文は､原体を回転押捺させて施文す

る方法を用いて横位､縦位､斜位方向に施文してい

る｡ 区画内に縄文を施文する場合は磨消施文技法は

用いられず､充填施文技法により施文されている｡

縄文原体は､無節､無節多条､単節､複節､附加

条一種､附加条二種､直前段多条または前々段多条､

直前段反撚､撚糸､S字状回転結節などが用いられ

ている｡ 最 も頻度の高いものは､単節でLR､RL

双方とも同程度認められる｡ 比較的多く用いられる

原体は無節及び多条系である｡ これらの原体で全体

の9割ほどを占めている｡ 複節は第165号住居跡第

19図6の壷､グリット出土第374図12の壷等に施

文されているが､非常に撚 りの細い原体の条が現れ

ている可能性も考えられる｡ 附加条は､一種が､第

301号住居跡第114図1､上段堰出土第313図25､

二種が第214号住居跡第51図3に施文されている

限りである｡ 但し第336号住居跡第187図6のよう

に撚 りの太さの異なる原体を用いて､附加条的な施

効果を生じさせる例も認められる｡

直前段多条と前々段多条の判別は難しく､あいま

いな分類によったもので､本来は多条系と表記すべ

きものかもしれない｡直前段反撚は､第359号住居

跡第230図4の嚢､上段堰第315図40など嚢に施

文される例が多 く認められる｡ 撚糸は､第326号住

居跡第169図28の聾､グリッド出土第378図142

の嚢に施文されているのみである｡ 尚､第326号住

居跡出土遺物の多 くに異系統の土器が多く含まれて

いることは注意を要する｡ S字状の回転結節文は､

第264号住居跡第86図19の広口の壷､第268号住

居跡第93図3の壷､第341号住居跡第210図7の

壷､グリッド出土第373図8の壷の4例にのみ認め

られる｡

擬縄文は､第264号住居跡第87図30の壷胴部に

施文された1例を除いて他は､全て嚢に施文されて

いる｡ 第301号住居跡第114図2の嚢及び､第320

号住居跡第157図1の嚢のように植物の茎 (カナム

グラ)を回転施文 したものと､第264号住居跡第

86図2の賓､第305号住居跡第128図4の嚢のよ

うに植物の穂状花序 (オオバコ)を回転施文したも

のとの2種類が認められる｡

箆措沈線文は､1本措沈線による施文例が最も多

く､棒状の工具の先端部を用いて施文しているもの

と考えられる｡ また､同じく施文される刺突及び列

点文に工具の状況が判断できる例がある｡ 沈線の太
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さについては､第348号住居跡第221図1の壷のよ

うに太めでしっかりと施文する例､グリッド出土第

373図3の壷頚部のように太 く押 しなでるように施

文する例､第269号住居跡第96図1の壷のように

細い沈線で浅 く施文する例､上段堰出土第314図

28の壷のように断面が鋭 く深 くなる施文例などが

認められる｡ また､2本の棒状工具をまとめて施文

した､第318号住居跡第154図1の壷などの例は比

較的多 く認められる｡ 第331号住居跡第179図4の

広口壷は､9本の棒状工具をまとめて施文したもの

と考えられる｡ 第326号住居跡第169図25及び､第

359号住居跡第230図21は､2本一組の沈線である

が､沈線間の断面が蒲鉾状を里すことから半裁竹管

状工具を用いて施文したと考えられる｡

櫛措文は､壷及び嚢に施文されているが､比率は

それほど多 くはない｡但し､嚢などに用いられてい

る櫛歯状の工具による施文例を含めればやや嚢の施

文例が増加すると考えられる｡ また､壷などに施文

する場合でも､地文縄文の上に施文する例が多 く

認められる｡ 櫛歯の本数は第323号住居跡第160図

11の3本､第336号住居跡第187図1の4本､同

住居跡第188図9の5本などが認められる｡ また､

第512号土壌第284図512-3のように線の細いも

のと､上段堰出土第313図27のように線の太いも

のが認められる｡ 線の細いものについては､焼成良

好で硬質な土器乃至は､ハケ調整を施したものに多

く認められる｡ 櫛歯状工具に付いては､第348号住

居跡第222図5､第359号住居跡第230図3などの

従来嚢の横位羽状条痕文や縦位羽状条痕文に用いら

れている｡ また､第555号土壌第294図3の嚢のよ

うに同一工具で波状文を施文する例や簾状文を施文

する例が認められる｡ 第521号土壌第293図7の壷

は､木口状工具によると考えられる直線文を施文し

ている｡ また､第320号住居跡第157図1の嚢口縁

部にも､木口状工具が用いられている可能性があ

る｡

刺突文は､棒状または箆状の工具の先端を押し当

てて施文するもので､第331号住居跡第179図5の

嚢のように器面に面的に施文する例､第348号住居

跡第224図18の壷のように区画文内を充填する例､

第348号住居跡第221図3の壷のように列条になる

例が認められる｡ 施文部位は､口綾部から胴部まで

広範囲にわたるが､嚢は頚部に､壷は頚部と胴部の

境界に多 く施文する例が認められる｡ また､列点文

については､第30号土壌第280図30-2のように

やや間隔をあけた押引き状の施文例や､第326号住

居跡第168図3の嚢及び､上段堰出土第313図21

の壷のように､沈線状の押引き施文となる例も認め

られる｡ 剣突の施文具については､先端部の丸い棒

状工具､角棒状の工具､半裁竹管状の工具などの他

に､第348号住居跡第224図18の壷のように内部

が中空の茎状ものを用いた例､グリッド出土第378

図127の嚢のように先端部が二股状を呈する例､第

370号土壌第279図370-1の壷のように櫛歯状工

具を擬似簾状文風に施文する例､などが認められ

る｡

浮文は､棒状浮文及び円形浮文がある｡ 円形浮文

は､第336号住居跡第187図2の壷､窪地出土第

372図7の壷､第30号土壌第280図30-2の壷の

ように単孔で壷の頚部 ･胴部に貼付される例や､第

234号住居跡第72図9の台付嚢､上段堰出土第

315図42の嚢のように単孔または､複数孔で口縁

部及び､胴部に貼付する例が認められる｡ 棒状浮文

は､第195号住居跡第27図3の壷､第421号住居

跡第255図1の壷のように壷の口綾部 ･頚部に貼付

する例が認められる｡ この他に高杯や鉢の口縁部に

突起を設ける例が認められる｡ また､第301号住居

跡第114図1の壷､第306号住居跡第134図3の壷､

窪地出土第371図9､グリッド出土第375図48の

壷のように頚部及び胴部に突起または､隆帯を設け

る例がある｡

突帯は､第259号住居跡第82図48の高年のよう

に高年の杯部と脚部の境界に設ける例と､第217号

住居跡第61図2の壷及び第316号住居跡第147図
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2のように壷の頚部に設ける例がある｡

刻み目は､禁の口端部に施文される｡ 工具により

直線方向及び斜位に施文される｡ これとは別に､第

399号土壌第283図399-6の棄口端部のように工

具による押捺や､第336号住居跡第187図6の棄口

端部のように指頭による交互押捺の例が認められ

る｡

赤彩は､壷 ･無頚壷 ･鉢 ･高杯に認められる｡ 無

頚壷は､外面全面に彩色される｡ 鉢及び高杯は､内

外面全面に彩色される｡ 壷は､第305号住居跡第

128図2の壷のように無文地に全面赤彩する例､第

359号住居跡第229図2の壷のように､縄文施文部

分のみ彩色する例､第317号住居跡第150図1の壷

のように区画文内の縄文に彩色する例､第325号住

居跡第165図1の壷のように本来沈線文で措 く部分

を彩色のみで表現する例が認められる｡

4.文様分類

文様の構成については各器種の各部位に多種の文

様が施文されている｡ したがって形態分類と同様に

壷については､口縁部 ･頚部 ･胴部及び一定の組み

合わせを持つものとして分類した｡また､嚢におい

ても､口縁部及び頚部に多種の文様が施文されるた

め､口綾部 ･頚部 ･胴部に分離して分･類した｡高杯

は､脚部と杯部が分かれて出土し､接合が困難な状

況から､特徴のあるものについては杯部と脚部に分

離して分類した｡また､各文様の出土頻率をグラフ

で示した｡同一個体と考えられる個体は極力排除し

たが､日録部と胴部が分離して出土する例が多いた

め､部位によっては､重複して合算した状況も否め

ない｡あくまでも傾向を掴むための概数として理解

していただきたい｡また､組み合わせによる分類比

率は､組み合わせを構成する個体の総数の中での比

率を示す｡

壷口縁部

A類 山形文を施文する｡

B類 列点文を施文する｡

C類 縄文を施文する｡

1 口端部から口縁部まで施文する｡

2 口綾部に施文する｡

3 口端部にのみ施文する｡

D類 刻み目を施文する｡

E類 鋸歯文を施文する｡

F類 連弧文を施文する｡

G類 擬縄文を施文する｡

H類 波状文を施文する｡

Ⅰ類 垂下文を施文する｡

J類 突起を付す｡

K類 赤彩する｡

L類 無文とする｡

壷頚部

A類 無文とする｡

B類 帯縄文を施文する｡

C類 沈線で区画した帯縄文を施文する｡

1 平行線文と平行線文の組み合わせ｡

2 平行線文と波状文の組み合わせ｡

3 波状文と波状文の組み合わせ｡

D類 削 り出し突帯で区画した帯縄文を施文す

る｡

E類 列点文で区画した帯縄文を施文する｡

1 列点文と波状文の組み合わせ｡

F類 箆措山形文を施文する｡

G類 箆措波状文を施文する｡

H類 箆措平行線文を施文する｡

Ⅰ類 箆措鋸歯文を施文する｡

J類 箆措三角文を施文する｡

K類 箆措重四角文を施文する｡

L類 単沈線文を施文する｡

M類 縦羽状文を施文する｡

N類 櫛措波状文を施文する｡

0類 櫛措直線文を施文する｡

P類 櫛措擬似簾状文を施文する｡

Q類 端部が開く鋸歯文を施文する｡

R類 平行沈線文で区画し､波状文を充填する｡

S類 列点文を施文する｡
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T類 舌状文を施文する｡

U類 刻み冒突帯を設ける｡

Ⅴ類 縄文施文突帯を設ける｡

W類 突帯を設ける｡

Ⅹ類 突起を付す｡

壷胴部

A類 箆措平行線文を施文する｡

1 多条に施文する｡

2 多段に施文する｡

B類 箆措波状文を施文する｡

1 多条に施文する｡

2 多段に施文する｡

C類 山形文風の波状文を施文する｡

1 多条に施文する｡

2 多段に施文する｡

D類 連弧文を施文する｡

1 平行沈線と連弧文の組み合わせ｡

E類 重四角文を施文する｡

1 区画内に斜格子文を充填する｡

2 区画内に波状文を充填する｡

3 区画内に平行線文を充填する｡

4 区画内に垂下文を充填する｡

5 区画内に列点文を充填する｡

F類 フラスコ形文を施文する｡

G類 三角文を施文する｡

1 重三角構成を呈する｡

2 複合鋸歯状構成を里する｡

H類 鋸歯文を施文する｡

Ⅰ類 列点文を施文する｡

1 列点文と縄文の組み合わせ｡

J類 櫛措波状文を施文する｡

K類 櫛措直線文を施文する｡

L類 垂下文を施文する｡

1 区画内を縄文で充填する｡

2 区画内を垂下沈線で充填する｡

M類 短冊文を施文する｡

1 縁取りを箆措沈線で施文する｡

2 縁取りを列点文で施文する｡

a 区画内を縄文で充填する｡

b 区画内を箆措沈線で充填する｡

C 区画内を櫛措波状文で充填する｡

N類 鳥足形文を施文する｡

0類 渦巻文を施文する｡

P類 同心円文を施文する｡

Q類 菱形文を施文する｡

R類 擬似流水文を施文する｡

S類 結紐文を施文する｡

T類 舌状文を施文する｡

U類 楕円文を施文する｡

Ⅴ類 斜格子文を施文する｡

W類 S字状結節文を施文する｡

Ⅹ類 縄文のみ施文する｡

Y類 擬縄文を施文する｡

Z類 帯縄文を施文する｡

α類 平行沈線文で区画して波状文を充填する｡

β類 無文とする｡

1 ハケ調整を施す｡

2 ミガキをかける｡

γ類 赤彩する｡

1 全面赤彩する｡

2 縄文施文部分を赤彩する｡

〟類 貼付文を付す｡

胴部組み合わせ文様

ア類 平行線文と波状文の組み合わせ｡

イ類 平行線文と連弧文の組み合わせ｡

ウ類 重四角文と三角文の組み合わせ｡

エ類 重四角文とフラスコ形文と三角文の組み合

わせ｡

オ類 重四角文とフラスコ形文の組み合わせ｡

カ類 重四角文と連弧文の組み合わせ｡

キ類 フラスコ形文と連弧文の組み合わせ｡

ク類 フラスコ文と鋸歯文と連弧文の組み合わ

せ｡

ケ類 垂下文と平行線文または波状文の組み合わ
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せ｡

無頚壷

A類

B類

C類

D類

1

筒形土器

A類

B類

C類

D類

嚢口縁部

A類

B類

C類

D類

E類

F類

G類

H類

Ⅰ類

J類

K類

L類

M類

N類

0類

婆頚部

A類

B類

C類

D類

E類

口縁部または胴部に縄文を施文する｡

箆措波状文を施文する｡

無文地で赤彩する｡

交互刺突文を施文する｡

穿孔を設ける｡

重四角文を施文する｡

重四角文間に連結部を設ける｡

重四角文下に波状沈線文を施文する｡

重四角文内に文様を充填する｡

口端部に縄文を施文する｡

口端部に擬縄文を施文する｡

口端部に刻み目を施文する｡

口端部に工具による押捺を施す｡

口端部に指頭による交互押捺を施す｡

口縁部に縄文を施文する｡

口縁部に擬縄文を施文する｡

口綾部を無文とする｡

口縁部に列点文を施文する｡

口縁部に波状文を施文する｡

口縁部に山形文を施文する｡

口縁部に貼付文を付する｡

口縁部に棒状突起を付する｡

口縁内面に縄文を施文する｡

箆措垂下文を施文する｡

列点文を施文する｡

無文とする｡

櫛措または櫛歯状工具による擬似簾状文を

施文する｡

櫛措または櫛歯状工具による波状文を施文

する｡

櫛措または櫛歯状工具による直線文を施文

する｡

F類

G類

H類

Ⅰ類

J類

嚢胴部

A類

B類

C類

D類

E類

F類

G類

H類

Ⅰ類

J類

K類

L類

M類

N類

0類

P類

Q類

R類

S類

で類

U類

Ⅴ類

1

2

鉢

A類

B類

C類

高杯

A類

B類
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箆措平行線文で区画して無文とする｡

帯縄文を施文する｡

縄文を施文する｡

箆措平行線文を施文する｡

箆措弧線文を施文する｡

縄文のみ施文する｡

擬縄文を施文する｡

撚糸文を施文する｡

櫛措垂下文間に波状文を充填する｡

櫛措垂下文間に直線文を充填する｡

櫛措縦位波状文間に直線文を充填する｡

櫛措縦位波状文間に波状文を充填する｡

櫛措波状文を施文する｡

箆措波状文を施文する｡

縦位波状文を施文する｡

櫛措直線文を施文する｡

横羽状文を施文する｡

縦羽状文を施文する｡

斜格子文を施文する｡

格子文を施文する｡

交差文を施文する｡

斜行文を施文する｡

垂下文を施文する｡

弧線文を施文する｡

コの字重ね文を施文する｡

ボタン状貼付文を付する｡

無文とするもの｡

ハケ調整を施す｡

ミガキをかける｡

口綾部に癌状の突起を設ける｡

外面に縄文を施文する｡

内外面赤彩する｡

杯部と脚部の境界に突帯を廻らせる｡

脚部に縄文を施文する｡
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出土土器文様分



壷三一

出土土器文様分業頁図6
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C類 脚部に透しを設ける｡

D類 口縁内面に文様を施文する｡

E類 口縁部に癌状の突起を設ける｡

F類 口綾部に山形の突起を設ける｡

G類 内外面赤彩する｡

蓋

A類 無文とする｡

B類 外面に文様を施文する｡

各器種全体の文様要素は､在地の系列化にあるも

のを主体としながら､中部高地系列のものが比較的

多く認められ､しかも各器種にまたがっている｡ ま

た､南関東系､北関東系､南東北または東関東的な

様相を示すもの､それ以外の地域の様相を示すもの

など､多地域にまたがる文様要素が認められる｡ 同

時にこれらの各要素をもつ遺物の出土頻度は､グラ

フが示すとおり地域ごとにまた､器種ごとに大きく

異なっている｡

壷は､全体傾向として､口綾部と胴部が切り離さ

れる出土状況の中で､口縁部の複合口緑化が強まる

と同時に､胴下半部張り出しが増す状況が窺える｡

これに伴い口緑部に各種の文様が施文されるように

なり､また胴部最大径以下にまで文様が施文される

状況が生じてくる｡ 壷口縁部A類は､中部高地系の

段を有する口縁を持つ壷や嚢の口縁部に措かれる文

様である｡ B類は栃木県鳥森遺跡B-2･SIOO4

出土1の壷口縁部に類例があり上山系列と呼ばれる

広口の壷と考えられる｡ C類は､最も出土頻度が高

く､通有して用いられる文様である｡ D類は､中部

高地系の朝顔形に開く口縁に施文されるもので､工

具押捺による刻みである｡ E類は基本的に頚部に施

文される文様であるが口縁部と合体している｡ F類

は､1例のみで南東北または､東関東に類型を求め

られるが､施文工具が2本一単位の工具では施文さ

れていない｡G類は､長頚壷の古い形態を残すもの

であろうか｡H類はA類の類型として捉えることが

可能である｡ Ⅰ類は､1例のみで､千葉県菊間遺跡

第42号住居跡13に類例を求めることができる｡ J

類は､基本的に南関東系譜の突起と考えられる｡ K

類は縄文施文部分にのみ赤彩する例は在地の要素が

考えられるが､無文で胴部にかけて全面赤彩するも

のは他地域の影響を受けたものと考えられる｡

壷頚部B類は南関東系の文様要素と考えられ新し

い様相を示すものと考えられる｡ C類は平行沈線で

区画する例が一般的であるが､波状文との組み合わ

せて区画する例も僅かであるが認められる｡D類は､

中部高地系の壷頚部に施される文様と考えられる｡

E類は本遺跡では､比較的多く認められ在地の主要

な施文要素を構成すると考えられる｡ F類は､1例

のみで施文部位から見て､Ⅰ類の類型として捉える

ことができる｡ G類は､壷胴部の文様が頚部まで及

んだ例や櫛措文の影響が考えられる｡ Ⅰ類は､出土

頻度が最も高く､本遺跡を代表する文様である｡ こ

の文様はJ類及びQ類の文様と併せて考えると埼玉

県池上 ･小数田遺跡及び上敷免遺跡に認められる三

角文や振幅の大きい波状文の変化形態と捉えること

も可能であるが､中部高地系の壷頚部に見られる山

形文や､北原式系土器の壷胴部に施文される連続山

形文なども候補として考えられる｡ また､鋸歯文自

体は､胴部H類として少数例であるが施文されてい

る｡ このような施文例は県内でも美里町神明ケ谷戸

遺跡第10号住居跡出土壷や皆野町栗谷瀬遺跡出土

壷などに類例を求めることができる｡ K類は基本的

に胴部に施文される文様であるが､複段構成をとる

場合などは頚部から施文することが考えられる｡ ま

た､前時期の池上遺跡 1号環濠出土20の壷に施文

されているが､頚部に多く施文される例は､神奈川

県王子ノ台遺跡など神奈川県域に例が多いいようで

ある｡ L類は､3例認められるが中部高地系の壷の

文様要素と考えられる｡ M類も中部高地系の文様要

素と考えられる｡ N類､0類､P類ともに南関東系

の櫛措文の影響を受けていると考えられるが､本遺

跡では､多 くが地文縄文上に施文されているのが特

徴である｡ R類は中部高地系の壷頚部に多く認めら

れる文様である｡ S類は､154例あり､頚部と胴部
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の境界に段を設けて列点を施す例は､本遺跡の代表

的な要素の一つであるが､第135号土壌出土第280

図135-3のように多段に施文する例は､他地域の

影響を受けたものと考えられる｡ T類は､南関東系

の舌状文と､中部高地系の垂下文の両方の要素が考

えられる｡ U類､Ⅴ類併せて2例であるが､基本的

に南関東系の文様要素であると考えられる｡W類は､

1例のみで形態分類で説明したように東関東また

は､南東北の壷に施文される突帯である｡

壷胴部A類は､胴部文様としては最も多く施文さ

れる要素である｡ 本遺跡では前時期に比べ多段多条

化する傾向と､2本 1単位工具による施文及び､細

線化する傾向が窺える｡ B類は､本遺跡で3番目に

多く用いられる文様要素である｡ A類と同様に多段

多条化する傾向にあるが､グリッド出土第377図

107の壷のように中部高地系の波状文の影響を受け

ていると考えられる例も認められる｡ C類の上段堰

出土第314図28はやや古手の様相を示し､グリッ

ド出土第374図11は細線化 しており新しい様相を

示すものと考えられる｡ D類は､60例認められ比

較的出土頻度が高い｡Dl類は中部高地系の文様要

素の影響を受けていると考えられる｡ E類は､194

例認められ､本遺跡を代表する文様である｡ 区画内

部の充填文様によってさらに分類したが､E2例が

最も多い｡また､El類はE2･E3類に比べてや

や後出の様相を持つものと考えられる｡ E4類は1

例のみで特殊な文様である｡ F類は､49例認めら

れ比較的多い出土頻度である｡ この文様はD類及び

E類との組み合わせで施文される文様である｡ 文様

の出自は､埼玉県深谷市上敷免遺跡Y4号住居跡第

18図1の壷胴部のように上部から紡錘状に貫入す

る文様や､池上遺跡 1号環濠第40図17の壷胴部の

ように玉抱き状の文様からの変化形態､小数田遺跡

第205号土壌第250図1の壷のように同心円文の上

下に櫛歯状の文様が付 くものからの変化形態などが

考えられる｡ 類例は栃木県大塚古墳群内遺跡SK-

21出土の壷､埼玉県浦和市上野田西台遺跡第3号

壷口緑部

A 2.55%

B 8.92

%C 76.43%

C1 5.73%

C2 55.41

%C3 1

3.38%D 1.91%

E 12.10%

ド 0,6

4%G 1

.91%.H 5.10%

I 0.64







土壌出土の壷､埼玉県川口市戸塚上台遺跡第 1号住

居跡出土の壷などに認められる｡ G類も比較的出土

頻度が高 く､本遺跡を代表する文様である｡ また､

E類と上下に組み合わせて施文される例が多い｡G

l類に属する第318号住居跡第154図17はやや古

手の様相を示 し､第217号住居跡第61図3のよう

に連繋する文様はより新しい様相を示すと考えられ

る｡ G2類は､中部高地系土器の影響を受けている

と考えられる｡ また､第348号住居跡第221図1及

び､第223図6の壷は胴部最大径から以下にかけて

施文されており､長野県埋蔵文化財センターにより

発掘調査が行なわれた､松原遺跡SB1146出土一

括の壷と大きな類似性を持つものと考えられる｡ H

類は頚部文様でも説明したが､本遺跡では､F類の

文様 と組み合わさる例の他､第259号住居跡第82

図29の壷のように櫛措直線文下に施文する例 も認

められる｡ Ⅰ類は､比較的出土頻度が高い文様であ

る｡ 上段堰出土第318図122のように平行沈線の上

下に施文するものや､Il類のように縄文帯を区画

したりする例が認められる｡ このIl類は本遺跡の

代表的な文様要素に含まれると考えられる｡J･K

類は､太めで単位工具による施文と見分けにくいも

のが認められるが､基本的に南関東系の櫛措文の影

響を受けたものと考えられる｡ L類及びM類は､中

高地系の壷に見られる垂下文である｡ 但 し､Ll類

及びMa類は在地化 した要素を示すと考えられる｡

また､L類に比べてM類はやや後出の様相を示すと

考えられる｡ N類は､1例のみで西日本地域からの

記号文様に系譜を求めることができるが､本遺跡で

は単位文化している｡ 類例は､群馬県荒口前原 1号

住居跡出土壷及び､栃木県大塚古墳群内遺跡SK

20出土壷などが挙げられる｡ 0･P類は東関東系譜

の文様であると考えられる｡ Q類は､1例のみで､

在地の系譜にある文様が残存したもので､区画内の

充填の刺突文が内部中空の植物の茎を押捺したもの

に変化 しており､新しい様相を示すものと考えられ

る｡ R･S･T･U類は､各 1例のみで南関東系の

文様と考えられる｡ Ⅴ類は､同じく南関東的な文様

であるがグリッド出土第374図12は､地文に複節

の縄文が施文されている｡W類は4例認められ､南

関東系譜の文様である｡ このうち第264号住居跡第

86図19の壷は､埼玉県大宮市御蔵山中遺跡Y-5

号住居跡出土第68図2の壷に類例がある｡ Ⅹ類は､

34例認められ在地の文様要素であるが､北関東地

域とつながりが認められる可能性がある｡ Z類は2

例認められ､南関東系譜の文様と考えられる｡ α類

は､頚部R類 と同様に中部高地系譜の文様である｡

β類は､β1･2類 とも中部高地及び南関東系譜上

にあると考えられる｡ γ類のうちγ1類は､中部高

地的な赤彩技法が考えられる｡ また､γ2類のうち

第317号住居跡第150図1のように､区画文内を赤

彩する技法は南東北地域の技法の可能性がある｡ 〟

類は､第30号土壌第280図30-2のように中部高地

系譜の貼付文が多 く認められる｡

胴部文様の組み合わせでは､ア類は､26例と最

も多 く本遺跡の横帯文土器の代表例として捉えるこ

とができる｡ また､イ類もア類の変化形と考えられ

るが､最下段の連弧文は､中部高地系の連弧文の影

響を受けたものと考えられる｡ り類及びオ類も出土

頻度が高 く特に頚部 Ⅰ類の鋸歯文との組み合わせ

は､本遺跡を代表する文様構成をとるものと考えら

れる｡ カ類､キ類､ク類は､在地の文様と中部高地

系の連弧文が変化して組み合わさったものと考えら

れる｡ またこれらの壷は､胴部が張るものや､球胴

形を里するのが特徴である｡ 出土頻度は多 くないも

のの他地域出土例に比べると優勢か状況が認められ

ることから､本遺跡に特有の文様構成と位置づける

ことが可能である｡ ケ類は､基本的に中部高地系譜

の文様の組み合わせと考えられるが､第348号住居

跡第221図1の壷のように在地的な文様に変化 した

ものと考えられる例もある｡

無頚壷は､総点数20点のみであり､D類を除い

て中部高地系の無頚壷の系譜にあると考えられる｡

但 し､A類の､上段堰出土第319図156は､列点文
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を施文しており､在地の文様が施文されている｡ D

類は､ 1例のみであり､特異な文様である｡

筒形土器は､26例認められ基調文様 として重四

角文を施文している｡ B類は､埼玉県浦和市東裏遺

跡4次第8号住居跡の筒形土器に類例がある｡ D類

は､壷胴部E2類の文様を取 り込んだものと考えら

れる｡

嚢の文様構成は､基本的に縄文施文を主体とする

もの､櫛歯状工具による条痕文を主体 とするもの､

櫛措文を主体とするもの､箆措沈線を主体とするも

の､台付棄特有の文様を施文するものに分けられ

る｡

口縁部A類は､本遺跡では､在地の縄文嚢及び中

部高地系の条痕禁､櫛措文系の嚢などに広 く施文さ

れている｡ C類は､第301号住居跡第115図7､第

306号住居跡第135図35､第414号住居跡第248

図11のように口縁部無文帯に施文する例や､グリ

ッド出土第374図17などのように､口縁部縄文施

文上に施文する例が認められる｡ D類は､第331号

住居跡第179図6のように中部高地系の嚢に施文さ

れる例､第329号住居跡第173図22のように地文

縄文上に施文される例がある｡ E類は､南関東系譜

に類例を求めることができるが､第336号住居跡第

187図6は､地文縄文上に施文されている｡ Ⅰ類は､

第143号土壌第280図143-2の例のように在地の

系譜では､たどれない文様である｡J･K･L類は

中部高地系の棄及び台付嚢に多 く施文されている文

様である｡ 但 し､第303号住居跡第119図36は､

在地の文様系譜であろうか｡M類は､ 1例のみで明

らかに異系統土器である｡ N類は､5例認められ群

馬県荒砥北三木堂遺跡2区1号住居跡､長野県桧原

遺跡SB1102､栃木県へど壕遺跡第111号住居跡

などの壷及び嚢に類例を求めることができる｡ 0類

は､南東北地域の天神原式に系譜を求めることはで

きないであろうか｡頚部A類は､在地の系譜では追

えない文様である｡ B類は､埼玉県池上遺跡や､小

数田遺跡などの頚部無文帯をもつ嚢から系譜をたど

れる｡ 類例は､栃木県御新田遺跡SK-13出土の

嚢､浦和市東裏遺跡4次第8号住居跡出土の嚢など

に認められる｡ 本遺跡では､やや新しい様相として

捉えることができる｡ C･D･E類は､中部高地系

の嚢に施文される文様である｡ F類は､､グリッド出

土第374図17の 1例のみであるが､小数田遺跡第

5号住居跡第41図8の嚢のように在地の嚢の系譜

に求めることもできるが､口端部に刻み目を伴うこ

とを考慮に入れると､別系統の嚢も考慮に入れる必

要があると考えられる｡ G類は2例認められ､南関

東系譜の影響を受けているものと考えられる｡ J類

は､ 1例のみで､口縁部 Ⅰ類の嚢と同一個体と考え

られる｡ したがって異系統土器と考えられる｡

胴部A類は､最も出土頻度が高 く本遺跡を代表す

る嚢の文様である｡ B類は､原体カナムグラを施文

する嚢は､在地の縄文系の賓に採用されるが､原体

オオバコを施文する禁は､中部高地系の嚢に多 く採

用されている｡ C類は､東北系譜の原体を用いた文

様であると考えられる｡D･E･F･G類は､中部

高地系の嚢である｡ 基本は､D類にあり､E･F･

G類は変化形であると考えられる｡ また､E類は､

神奈川県大塚遺跡南環濠出土の壷胴部上半部に措か

れる文様で､丁字文と関連する文様 と考えられる｡

H類は中部高地系の婆で小型の製品に多い｡J類は､

類例 として､群馬県荒砥前原5Tl号住居跡出土嚢

に認められる｡ L類は､埼玉県池上遺跡で中部高地

系の嚢として普及し､小数田遺跡でも出土している｡

本遺跡ではグリッド出土第378図154の嚢のように

中部高地系の形態をとる嚢に施文される例 と､第

359号住居跡第230図3の嚢のように長胴形を里す

る婆に施文される例が認められる｡ 第359号住居跡

例は､本来在地の古手の様相を示す嚢の形態を里 し

ており､在地嚢の延長上に池上遺跡以来の文様が施

文されたものと考えられる｡ M類は､中部高地系譜

の文様で､頚部C･D･E類 と伴に施文される例が

多 く認められる｡ 但 し､頚部を無文として単独で施

文される例もあり､やや新 しい様相を示すものと考
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えられる｡ N類は､胴部形態D類に施文される例が

多く認められる｡ 本遺跡では嚢の中でも新しい文様

構成を示すものとして位置づけられる｡ 0類は､1

例のみ認められ特異な文様である｡ 類例は､栃木県

御新田遺跡B区SK14出土窯に求められる｡ P類

は､M ･N類の変化形または､粗雑化として考えら

れる｡ Q類はL類の変化形と考えられるが､破片資

料の場合はL類の可能性もある｡ T類及びU類は台

付嚢に多 く施文される文様である｡ T類施文の賓で

胴部が長胴化し地文縄文や貼付を省略する例はやや

新しい様相を示すものと考えられる｡ Ⅴ類は本遺跡

では新しい様相を示すのであろうか｡但し､第303

号住居跡第118図5の嚢は､異系統に属すると考え

られる｡

鉢は､A類には､中部高地系のものと南関東系の

ものが含まれると考えられる｡ B類は､1例のみで

在地または､南東北系であろうか｡C類は､中部高

地系の赤彩である｡

高年は､A類､E類､F類､G類は､中部高地系

譜であると考えられる｡ B類及び､C類は､埼玉県

池上遺跡 1号環濠出土高杯脚部に類例がある｡ D類

は､埼玉県寄居町用土平遺跡第10号住居跡出土高

年に類例がある｡

蓋は､4例出土しているが､在地の器･種としては

欠落している｡ 従って本遺跡で出土したものは全て

異系統である｡ A類は中部高地及びその他の系統が

考えられる｡ B類は南東北系であろうか｡

北島遺跡出土土器の編年と集落の変遷について
1.土器の編年

北島遺跡の出土土器は､住居跡をはじめ土壌 ･

溝 ･堰 ･水路 ･窪地 ･河川跡などから出土 してい

る｡ 本遺跡の編年については､遺構の重複関係も含

めて住居跡出土資料を基軸として進めたい｡また､

土壌出土資料など重要と考えられる資料は､随時補

足的に加えて全体のまとめとしたい｡

編年の基軸になる資料は住居跡一括資料である

が､第259号住居跡のように調査時点では明瞭な重

複関係を認められることができず､主柱穴の配置及

び遺物の出土状況及び様相から新旧に分けられると

判断される例も認められ､一括遺物の全てが同一時

期に帰属するものとは､断定し難い状況も認められ

る｡ また､当然のことながら住居跡床面上の遺物と

覆土中の遺物では､時間差があるように考えられる｡

さらに異なる住居跡間での同一個体遺物の接合も認

められ､これをもって同一時期とすべきか､他の遺

物との関係から判断に苦慮する場合もある｡ したが

って､主要となる遺物を中心に据えて､編年を行な

った｡編年軸の中心となる遺物は､本遺跡を代表と

する土器として､壷の組み合わせ文様に示される個

体を中心にして組み立てた｡

本遺跡検出住居跡78軒を遺物の変遷様相から捉

えて3期に区分した｡第Ⅰ期と第Ⅱ期の区分は､壷

においては漸移的であり､重四角文内に斜格子文が

充填されるなどの新しい文様要素の出現を除けば､

第Ⅲ期-の移行期として捉えることができる｡また､

嚢は､櫛措文系の嚢の頚部擬似簾状文が形骸化する

点､台付嚢の地文縄文が租雑になり器形が長胴化す

る点などが挙げられる｡ 第Ⅱ期と第Ⅲ期の区分は､

壷においては､フラスコ形文と連弧文の組み合わせ

の出現に大きな画期が認められる｡ また､嚢に斜格

子文が採用されるようになる｡ さらに､各券種の文

様の粗雑化及び形骸化がより進む段階である｡

集落の開始期にあたる第Ⅰ期は､第331号住居跡

を代表例としたい｡第179図1の胴部文様E2類の

壷は､胴部の張り出しが中位にあり､頚部も細賀状

を呈することなど､器形がやや古手の様相を示し､

文様施文も太くしっかりと施文されている｡ また､

第180図11-15に施文された胴部E3類の破片も

しっかりとした施文である｡ 同図8の壷口綾部は､

細賀長頚で､頚部文様Q類は､鋸歯文施文でも吉相
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に位置付けられる｡ 同図16の胴部Gl類は､三角

文施文の中でも吉相を示している｡ この他､19の

胴部文様Cl類の施文具も太めでしっかりと措かれ

ている｡ これに伴う土器として､禁は､第179図6

の胴部D類の嚢や､胴部で類の嚢など中部高地系の

嚢が伴っている｡ また､第179図3の胴部文様β1

類の壷が伴出している｡

この第Ⅰ期に含まれる住居跡は､第209号住居跡､

第234号住居跡､第259号住居跡､第303号住居跡､

第306号住居跡､第318号住居跡､第323号住居跡､

第329号住居跡､第348号住居跡､第369号住居跡､

第411号住居跡､遺構との切 り合い関係から､第

337号住居跡､第428号住居跡が挙げられる｡ 第 Ⅰ

期を構成する住居跡の中で､3基の土器埋設遺構を

検出した第348号住居跡は､埋設された土器の出土

状況からp-13出土第221図-p-14出土第222

図-p-15出土第223図6-9の順になる｡ 第

221図胴部組み合わせケ類の三角文は丁寧に措かれ

ており古相を示す｡また､蓋として､壷胴部Il類

が伴っている｡ 第222図4は､頚部Ⅰ類に胴部Ⅹ類

の文様が施文されている｡ また､蓋に使用された嚢

には､胴部文様M類を施文する中部高地系の嚢が伴

っている｡ また､第223図6の壷工類は､重四角文

内の充填がEl類の斜格子文を施文していることか

ら､第Ⅱ期に含まれる様相を示している｡ よって第

348号住居跡は､継続期間の長い住居跡と考えられ

る｡

第Ⅱ期は､住居跡軒数が最も多く隆盛期にあたる｡

第Ⅱ期を代表する住居跡として第210号住居跡が挙

げられる｡ 第42図1の胴部文様E2類の壷は､施

文が太くしっかりとしている｡ 但し､頚部文様はⅠ

類ではなく､E類が施文されている｡ また､5の胴

部文様A2の壷は､形態が胴部D類になり､中部高

地系の器形の影響を受けているが新しい様相を示し

ている｡ 8は､中部高地系の胴部G2類の三角文を

施文している｡ 第43図19のように胴部文様 Il類

は伴っている｡ 32-34の胴部文様G類の三角文は

施文が浅く租雑化している｡ 嚢は､第44図43-46

のように頚部文様C類に胴部M｡P類を施文する中

部高地系の嚢が伴うが､第42図10のように頚部文

様を持たず単独で胴部M類を施文するより新しい様

相を示す嚢も認められる｡ また､胴部文様で類のコ

の字嚢も伴出するが地文縄文を欠落する破片も認め

られやや新しい様相を示す｡

第Ⅱ期に含まれる住居跡は､第195号住居跡､第

198号住居跡､第214号住居跡､第216号住居跡､

第228号住居跡､第256号住居跡､第264号住居跡､

第287号住居跡､第293号住居跡､第300号住居跡､

第301号住居跡､第305号住居跡､第310号住居跡､

第316号住居跡､第324号住居跡､第325号住居跡､

第330号住居跡､第338号住居跡､第340号住居跡､

第342号住居跡､第359号住居跡､第361号住居跡､

第408号住居跡､第412号住居跡､第413号住居跡､

第417号住居跡､第430号住居跡､第432号住居跡

が挙げられる｡

第Ⅱ期を構成する住居跡の中で第198号住居跡第

33図1は中部高地系の栗林式の壷が伴出している｡

また､第214号住居跡第52図32の組み合わせカ類

の壷は､第556号土壌出土第295図8･9､下段堰

出土第311図1､グリッド出土第373図9のカ類の

壷と同じく､第Ⅲ期の壷を特徴付ける､組み合わせ

文様キ ･ク類に繋がる過渡的様相を示すものと考え

られる｡ 第228号住居跡第64図14は､壷胴部文様

R類の擬似流水文の破片が出土している｡ 第256号

住居跡第78図1の壷は､胴部文様El類を施文し､

形態が胴部D類に近くなり､Ⅱ期の特徴を示してい

る｡ 第264号住居跡は､第86図1の櫛措文の壷が

伴出している｡ 第301号住居跡第114図1の壷は､

組み合わせ文様り類であるが､文様帯がやや上方に

上がる傾向にある｡ また､棒状の隆帯は､中部高地

系の壷胴部に多 く認められる｡ 第305号住居跡第

128図15の嚢は､胴部N類に属し第Ⅲ期を特徴付

ける様相を持つ資料が伴出している｡ 第316号住居

跡第147図2は壷頚部文様Ⅴ類で宮ノ台式に認めら
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れる文様である｡ 第325号住居跡第165図1は､栗

林式の壷が伴出している｡ 第340号住居跡第205図

8･9に施文された文様は､本来別の器種に用いら

れる文様である｡ 第342号住居跡第212図3は､第

359号住居跡第230図3の嚢と同類である｡ 第359

号住居跡は､2基の土器埋設遺構が検出されている｡

このうちp-7出土第229図1の壷は､壷胴部文様

E2類であるが下膨れ気味の胴部上半に文様帯が上

がって施文されている｡ また､p-9出土第229図

2は､地文縄文に近い状態で櫛措文を施文している｡

第412号住居跡第243図1は､壷胴部文様E2･5

類である｡ また､同図14の壷は､栗林式で共に伴

出している｡ 第413号住居跡第246図2は､壷胴部

文様T類に属し､宮ノ台式の影響を受けている｡ 第

430号住居跡第265図4は､第Ⅲ期住居跡に含まれ

る第426号住居跡出土第257図3と接合 している

が､第359号住居跡との切 り合い関係からⅡ期に編

入することとした｡

第Ⅲ期は､住居跡軒数が減少し､衰退期に入る｡

本時期を代表する住居跡として､第165号住居跡が

挙げられる｡ 第19図1の壷は組み合わせ文様り類

で､沈線は太めであるが､非常に浅く施文されてい

る｡ また､文様帯が上方に上がる傾向を示すと共に､

三角文が小さく簡素化して施文されている｡ 充填縄

文も租雑である｡同図4の胴部文様G類の三角文は､

連繋化している｡ 同図5の壷は､組み合わせ文様キ

類に属し､第Ⅲ期を代表する文様である｡ この組み

合わせ文様は､第Ⅱ期で説明した､組み合わせ文様

力類の重四角文の下辺が消失し､連弧文がフラスコ

形文を囲むように貫入することによって生成された

文様であると考えられる｡ この中間形態を示す資料

として､グリッド出土第376図57の壷胴部破片が

挙げられる｡ この資料は､重四角文の下辺部分が連

弧状の文様となって､フラスコ形文中央部に貫入し

ているものと考えられる｡ この資料を介在して連弧

文が半単位ずれることによって組み合わせ文様キ類

が生じる｡ 第20図8は､棄胴部N類に属 し､本遺

跡第Ⅲ期の嚢を構成する文様となる｡

第Ⅲ期に含まれる住居跡は､第173号住居跡､第

199号住居跡､第215号住居跡､第217号住居跡､

第229号住居跡､第231号住居跡､第268号住居跡､

第269号住居跡､第274号住居跡､第312号住居跡､

第317号住居跡､第320号住居跡､第326号住居跡､

第333号住居跡､第336号住居跡､第339号住居跡､

第341号住居跡､第344号住居跡､第414号住居跡､

第416号住居跡､第421号住居跡､第426号住居跡､

第427号住居跡､第431号住居跡が挙げられる｡

第Ⅲ期を構成する住居跡の中で､第217号住居跡

第61図3の壷は､組み合わせ文様り類に属するが､

施文具が細 く粗雑に施文されている｡ また､三角文

は､連繋化し､充填縄文も租雑に施文されている｡

より形骸化し､新しい様相を示している｡ 同図4の

壷は､組み合わせ文様ア類に属し､細い沈線で施文

されている｡ また､第165号住居跡と同様に禁胴部

N類が伴っている｡ 第229号住居跡第68図6の重

四角文も細い沈線で施文されている｡ 第268号住居

跡第93図3は､壷胴部W類の破片である｡ 第269

号住居跡､第96図1の壷は､細い沈線で施文され

ている｡ また､同図2の壷胴部文様A2類が伴出し

ている｡ 第274号住居跡第100図1は､三角文が､

連繋化している｡ また､同図5は､第269号住居跡

と同類である｡ 同図6の棄胴部文様T類は､地文縄

文を欠失している｡ 第317号住居跡第150図1の壷

は､組み合わせ文様キ類に属し､第Ⅲ期の特徴を示

す文様である｡ また､同図7の嚢で類は､地文縄文

を欠失している｡ 第336号住居跡第187図1は､櫛

措文を施文する壷であるが胴部以下に丁寧なミガキ

を施している｡ 同図3の中部高地系の壷胴部文様は

退化している｡ また､同図6の嚢は､口綾部文様E

類で宮ノ台式の影響を受けている｡ 同図7の嚢口縁

部形態が尖る状況は､新しい様相と考えられる｡ 第

339号住居跡第199図1の壷も組み合わせ文様ク類

に属し､第Ⅲ期の特徴である｡ また､同図7の壷胴

部組み合わせ文様ア類は､細い沈線で施文されてい
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る｡ 第341号住居跡第210図7は､壷胴部W類に属

し宮ノ台式の影響を受けている｡ 第426号住居跡第

257図3は､第430号住居跡出土第265図4と接合

し､壷口縁部文様B類に属し､上山系列上に求めら

れる｡ また､壷は､胴部文様Al･A2類で構成さ

れ､細い沈線で施文されている｡ 第431号住居跡第

267図2の壷は､組み合わせ文様キ類に属す｡同図

4の嚢は､形態H類の台付婆で､胴部文様M類を施

文し､新しい様相を示すと考えられる｡ また､同図

17は､壷胴部文様S類に属し､宮ノ台式である｡

土壌出土資料については､屋外土器埋設土壌を中

心として扱う｡

第 Ⅰ期に該当する資料は､第219号土壌出土第

290図1の壷が挙げられる｡ 壷組み合わせ文様工類

に属し､頚部鋸歯文は､やや小ぶりに施文されてい

る｡ 三角文は､正立側が重三角構造を里し､充填縄

文も丁寧に施文されている｡ 形態は､胴部D類に属

し第348号住居跡第223図6とやや異なるものの文

様は､同類であると考えられる｡ さらに､第555号

土壌出土第294図3の嚢が挙げられる｡ 嚢胴部文様

M類に属し､長野県埋蔵文化財センター調査の松原

遺跡SB267-672の嚢に類例が求められる｡ 従っ

て栗林式の嚢である｡ 本資料は､形態及び文様施文

などの特徴から搬入品の可能性がある｡ よって第

331号住居跡出土第179図6の嚢などと同様に第Ⅰ

期に位置付けられる｡ また､蓋として壷胴部Il類

が伴出している｡

第Ⅱ期に該当する資料は､第221号土壌出土第

291図2の嚢が挙げられる｡ 牽口縁部形態F類に属

し､特異な器形であるが､文様は､胴部M類に属す｡

条痕施文は､第555号出土の棄よりは､粗雑で､頚

部の櫛措波状文が2段になるなど新しい様相を持つ

と考えられる｡ また､蓋として同図1が伴出してい

る｡ 第Ⅱ期に属する第264号住居跡第86図2の嚢

と同様の文様構成を持ち本時期に位置付けられる｡

さらに､第521号土壌出土第293図2の嚢が挙げら

れる｡ 嚢胴部形態B類でやや長胴気味である｡ 文様

は胴部A類で本遺跡を代表する嚢である｡ 第Ⅲ期に

属する第359号住居跡第230図3の嚢と文様は異に

するものの形態での特徴は一致している｡ また､第

330号住居跡第177図2の嚢と同類である｡ 但 し､

第339号住居跡第199図6､第341号住居跡第210

図1の嚢のように､第Ⅲ期に属する住居跡出土例も

認められ､変化の緩やかな券種と考えられる｡ また､

蓋として同図1･7･8を同一個体とする壷があ

る｡ この個体と同一個体と考えられる破片が第326

号住居跡 ･第340号住居跡 ｡第342号住居跡から出

土し､いずれも第Ⅱ期に属する住居跡である｡但し､

頚部文様 Ⅰ類の鋸歯文は粗雑で全面赤彩であること

から､より新しい様相を持つと考えられる｡

第Ⅲ期に該当する資料は､第312号土壌出土第

292図1の壷がある｡ 形態は､胴部D類と推定され

る｡ また文様は､胴部D類であるが､連弧文の単位

幅が大きくフラスコ形文と組み合わさる可能性が高

い｡また､同図2の壷は､胴部文様A2類であるが

第269号住居跡第96図2及び､第274号住居跡第

100図5の壷と同類である｡ 同図3の台付嚢は､形

骸化が著しい｡さらに､第Ⅲ期に該当する資料とし

て､第777号土壌出土第297図1の壷がある｡ 壷組

み合わせ文様り類に属し､施文がやや細く浅く施文

されている｡ また､三角文は､連繋化している｡ 第

795号土壌出土第296図1･2･3･4もⅢ期に含

まれると考えられるが､宮ノ台式の影響を受けてい

ると考えられる｡ 壷及び嚢の文様の無文化とミガキ

の多様化によって該期に含められると考えられる｡

第796号土壌出土第297図1の壷は､胴部組み合わ

せ文様ア類に属するが､多段多条化し､やや細い沈

線で措かれていることから､第Ⅲ期に含めたが､本

類も変化の緩やかな器種と考えられる｡

以上､住居跡出土資料を中心として3期に区分し

たが､該期に前後する様相を示す資料も本遺跡で出

土しているので､提示しておきたい｡まず､Ⅰ期以

前の様相を示す資料として､第325号住居跡第165

図10､第30号土壌出土第280図30-2､上段堰出
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北島遺跡出土土器編年案1土第319図152の壷胴

部資料のように列点文を伴う文様は､中部高地系列

の栗林式でも古相に位置付けられている｡ 但し､松

原遺跡などでは､新相の土器と共に伴出している｡ ま

た､第336号住居跡出土第188図12の頚部三角文

及び､グリッド出土第375図48の壷胴部重四角

文を囲む隆帯は､在地の系譜にある土器で

も､古相を示す文様である｡第Ⅲ期以降の様相を示

す資料として､第326号住居跡出土第168図21

の交互刺突文を施文する無頚壷破片が挙げられる｡

この資料は､異系統に属するもので､上層の古墳時

代前期の住居跡との一部重複も認められ､時期決定

に検討を要するものである｡また､第7号溝出土第3

68図2の嚢は､口端部に刻み目を施し､弥生時代

後期の樽式土器に類似する器形と文様を備えることから､より新しい段階に位置 付けられる｡最後に北島遺跡の弥

生時代全体編年に占める位置付けであるが､大きく

区分して弥生時代Ⅳ期に入る時期に位置付けられる｡

在地の土器編年に基づけば､弥生時代中期中葉に位

置付けられる埼玉県池上遺跡の次の段階に同県小数

田遺跡が位置付けられることが判明している｡ 北島

遺跡は､この小数田遺跡の次の段階にあたり､深谷

市上敷免遺跡 ･美里町神明ケ谷戸遺跡と概ね並行す

る関係にある｡ 北島遺跡に後続する段階として､寄

居町用土平遺跡 ･吹上町袋 ･台遺跡が位置付けられ

る｡ また､熊谷市前中西遺跡は､北島遺跡と並行関

係を持つ時期から弥生時代後期初頭にまた

がる時期を含む遺跡である｡北島遺跡では､中部

高地系の栗林式土器が多く伴出している｡ これらの伴出土器は､
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島遺跡出土土器編年案2を中心とする中部高地の

編年との比較が可能である｡ そこで､まず長野市教

育委員会刊行の 『松原遺跡Ⅲ』に掲載の時期区分に

沿って当てはめると､概ね新段階古 (松原Ⅱ期)か

ら新段階新 (松原Ⅲ期)に収まると考えられる｡ ま

た､99シンポジウム『長野県の弥生土器編年』

の寺島氏の編年に基づけば､中段階古相から新段階の範囲に収ま

るものと考えられる｡さらに､本遺跡では､南

関東系の宮ノ台式の資料も伴出している｡ これらの

土器は､大宮台地を中心とする宮ノ台式土器との比較が

可能である｡『YAY』掲載の安藤氏の編年に沿って

あてはめると､Si鞄域第Ⅲ期に収まるものと考え

られる｡ 但し､S字状回転結節文を施文する一群は､Ⅳ期に入る可能性が

ある｡2.集落の変遷土器の編年の項で説明し

た住居跡を中心とした3時期区分に基づいて､各遺構 も含めた時期変遷をま とめてみたい｡まず､本集落は､調査区

内に全ての遺構が納められているものではなく､未

検出の部分が調査区外にあることを念頭に置き話を

進めたい｡集落の南北限界は､東西方向に流れる2

本の河川によって収束することが判断される｡ 東西

方向については､北側の河川沿いの微高地に沿って

遺構が展開することが予想される｡ 従って各時期に

おける住居跡の個数及び集落の構成人数を算出する

ことは､不可能であるのでここで

は触れないこととする｡本遺跡での住居跡等の遺

構配置を見ると北側中央に構築された堰を中心とし

て､河川に沿う帯状の微高地に纏まって存在してい

ることが解る｡ また､堰を起点に南東方向に開削さ

れた水路が､本集落を大きく規制している状況が窺

える｡ さらに､水路中央から東に延びる第364号溝

も､本集落を区画しているものと考えられる｡ よっ

て､水路及び溝については各時期ごとに触れて説
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第Ⅰ期の住居跡は､14軒である｡ 遺構の配置は､

調査区北側に偏っている｡ 水路西側で9軒検出され

ている｡ また､掘立柱建物跡も本期に含められる｡

この掘立柱建物跡は､北西端部の最も標高の高い地

点に建てられており､住居跡は､その東側を中心に

囲むように配置されている｡ 水路の東側は､5軒の

住居跡が検出されている｡ この内､4軒は､第364

号溝とこの溝が周回して第475号溝に接続する範囲

内に築かれている｡ 残 りの一軒は､水路沿い南東方

向に離れて位置している｡ この離れた住居跡は､廃

絶後に土壌群が築かれ遺物の出土状況から､墓坑と

して使用された可能性がある｡ この他､土器埋設遺

構については､水路の西側に第348号住居跡屋内埋

設として3基検出されている｡ また､水路の東側で

は､第364号溝の内側に屋外埋設土壌が2基検出さ

れている｡ また､第303号住居跡で検出された埋設

土器･については､土器棺とは別の意味を含むものと

しておきたい｡第Ⅰ期を構成する住居跡は､比較的

大型の住居跡が建てられている｡

第Ⅱ期は､住居総数29軒である｡ 住居総数は､

第Ⅰ期のほぼ､倍に増え南側に拡散している状況が

窺える｡ 水路の西側は18軒である｡ 掘立柱建物跡

は廃絶され軸を換えて大型の第293号住居跡が建て

られている｡ 第Ⅰ期で､北側に纏まって位置してい

た住居跡は､一軒に減り南東方向に小型の住居跡も

交えて拡散している｡ 水路の東側は､11軒である｡

第214号住居跡が第364号溝を切って構築している

ことから､第Ⅱ期にはこれらの溝は埋まっていたも

のと考えられる｡ 住居跡は､南北方向に拡散し､第

364号溝の南側に進出している｡ また､大型の住居

跡と小型の住居跡に分かれるようである｡ 土器埋設

遺構は､水路の西側では､北側に位置する第359号

住居跡及び第430号住居跡の3基と第256号住居跡

の1基､屋外埋設として､第521号土壌が検出され

ている｡ この土壌は､蓋に使用された土器と同一個

体と考えられる破片が､第Ⅲ期の第326号住居跡及

び､第340･342号住居跡の3軒から出土している｡

また､第330号住居跡出土の埋設土器は､別の用途

が考えられる｡ 水路の東側では､第301号住居跡床

面上で出土した土器が埋設土器の可能性がある他､

第221号土壌が屋外土器埋設土壌である｡ 第Ⅱ期で

は､水路西側の住居跡に比べて水路東側の住居跡の

拡散が広まる傾向にある｡

第Ⅲ期は､住居総数25軒である｡ 住居総数は､

第Ⅱ期に比べて減少している｡水路西側の住居跡は､

18軒で､第259号住居跡内を認めれば､19軒とな

る｡ 住居跡は北側に纏まる一群と､南側に離れて列

状に纏まる一群に分かれて構成している｡ 南側の住

居群は､大型の住居跡が多 く北側の住居跡群は､小

型の住居跡が多い｡水路東側の住居総数は､7軒で

ある｡ 拡散傾向はより顕著になり､調査区北東側の

一群と調査区東側の一群､さらに調査区南東側の一

群と合計3群に分かれて構成されている状況が窺え

る｡ 住居跡は､いずれも2乃至3軒で構成されるよ

うである｡ 土器埋設遺構は､水路西側では､屋内埋

設が､2軒で各 1基ずつ埋設されている｡ また､屋

外埋設土壌は､2基検出されいずれも北側の住居跡

群の両側に位置している｡ 水路東側の埋設遺構は､

屋外埋設土壌が2基検出されている｡ いずれも､東

側と南東側の住居跡群の中間に位置している｡ 第Ⅲ

期では水路西側の集団が2群に分裂すると同時に､

水路東側は､第 Ⅰ期の居住域から抜け出し調査区外

-拡散する状況が窺える｡

最後に集落全体を通じて指摘できる点について述

べたい｡まず､堰であるが､調査の結果最低2回の

構築が認められる点についてである｡ これについて

は､第1回目に構築された堰は､洪水等の原因によ

って壊されたものと考えられ､この構造材の残存部

分の上に再構築している｡ この上下の堰に伴う遺物

は､分離して図示したが､編年上からは混在してい

るようである｡ 堰全体の出土遺物の全体状況から､

第Ⅰ期には､既に構築されていたと考えられる｡ 2

回目の構築については不明であるが､水路西側の住

居跡の動態を見る限りでは､第Ⅰ期または､第Ⅱ期
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の中で行なわれた可能性が高い｡

堰の再構築でふれた水路西側での住居跡の拡散に

ついてであるが､調査結果から考えられる要因の一

つとして､洪水による住居跡の廃絶が挙げられる｡

まず､第Ⅰ期の堰よりの第303号住居跡及び第318

号住居跡は､覆土を洪水層によって覆われている｡

第Ⅲ期では､第195･198･305号住居跡が同じく

洪水層をかぶっている｡ 第Ⅲ期では､第199号住居

跡が挙げられる｡ このように､度重なる洪水により

堰に近い部分では住居跡の立地が困難な状況に陥い

り､周辺部に拡散したことも考えられる｡ 同様な状

況は､水路西側に立地する第Ⅰ期第331号住居跡に

も認められ､東側の住居跡も堰からやや離れた部分

に立地するようになったと考えられる｡

埋設土器については､水路西側と東側で大きく異

なる様相が認められる｡ まず､西側では､各時期で

屋内埋設が認められ合計8基検出されている｡ また､

屋外埋設は､第Ⅰ期には無く第Ⅱ期及び第Ⅲ期の合

計で3基である｡ 水路東側では､屋内埋設は､第Ⅱ

期に第301号住居跡床面上に検出されているが､住

居跡廃絶後の埋設の可能性も考えられる｡ また､屋

外埋設は､各時期に認められ､合計5基検出されて

いる｡ また､その配置は､水路に沿って､比較的等

間隔に列状になっている｡ このように､水路西側で

は､屋内埋設を多く用い､反対に水路東側では､屋

外埋設を計画的に配置している状況が認められる｡

最後に出土遺物から見た状況であるが､南関東地

域を中心とする宮ノ台式の影響を受けた遺物の多く

は､水路の西側の住居跡に多 く認められる｡ 但し､

在地の土器ならびに栗林式の影響を受けた土器につ

いては､東西に同一頻度で出土している｡
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吉野 健 2002『前中西遺跡Ⅱ』平成13年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書 埼玉県熊谷市教育委員会
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附偏

北島遺跡から出土した木材の樹種同定分析について

パリノ ･サーヴェイ株式会社

はじめに

北島遺跡は､利根川と荒川に挟まれた沖積低地から微高地にかけて位置する｡ 地形的には､荒川新扇状地

の扇端部付近に位置し､微高地は扇状地上に形成された自然堤防とされる (能瀬,1990)｡本遺跡では､発

掘調査により､弥生中期後半の水田跡と集落跡が検出された｡水田跡では､水を取 り込むための堰や用水路

なども確認されている｡

本報告では､出土した木製品､堰構築材､立木等について樹種同定を行い､種類を明らかにする｡

1. 試料

試料は､木製品､堰構築材､立木等50点 (試料番号 1-50)である｡ 各試料の詳細は､樹種同定結果と共

に表1に記した｡

2.方法

各試料の接合面または破損面を利用して､5mm～1cm角程度の木片を採取した｡なお､試料番号 1につ

いては､完成品で破損面もほとんど認められなかったため､製品から直接切片を作成した｡この際､木口面

と板目面の切片は作成できたが､柾目面については木製品の木取りの関係から採取できなかった｡

木片試料については､剃刀の刃を用いて木口 (横断面)･柾目 (放射断面)･板目 (接線断面)の3断面の

徒手切片を作製する｡

切片をスライドガラス上に載せ､ガム ･クロラール (抱水クロラール､アラビアゴム粉末､グリセリン､

蒸留水の混合液)で封入してプレパラー トを作製する｡ プレパラートは､生物顕微鏡で木材組織を観察し､

その特徴から種類を同定する｡

3.結果

樹種同定結果を表 1に示す｡木製品は､針葉樹 1種類 (イヌガヤ)と広葉樹11種類 (ヤナギ属 ･コナラ属

アカガシ亜属 ･クリ･ムクノキ ･ケヤキ ･ヤマグワ ･カツラ ･ヌルデ ･カエデ属 ･ムクロジ ･ハリギリ)に

同定された｡各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す｡

･イヌガヤ (Cephalotaxusharringtonia(Knight)K.Kochf.) イヌガヤ科イヌガヤ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され､仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか｡樹脂細胞は､

早材部 ･晩材部の区別なく散在する｡ 放射組織は柔細胞のみで構成される｡ 柾目面が採取できなかった冒､

分野壁孔の形態は不明｡放射組織は単列､1-10細胞高｡仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる｡

･ヤナギ属 (Salix) ヤナギ科

散孔材で､道管は単独または2-3個が複合して､年輪全体にほぼ一様に散在し､年輪界付近でやや管

径を減少させる｡ 道管は､単穿孔を有し､壁孔は交互状に配列する｡ 放射組織は異性､単列､1-15細胞
■■l｢-∩
Eコ
同 ○

･コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen.Cyclobalanopsis) ブナ科
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放射孔材で､管壁厚は中庸～厚 く､横断面で

は楕円形､単独で放射方向に配列する｡ 道管は

単穿孔を有し､壁孔は交互状に配列する｡ 放射

組織は同性､単列､1-15細胞高｡

複合放射組織が認められなかったが､その他

の特徴が一致することからアカガシ亜属に同定

した｡

･クリ (CastaneacrenataSieb.etZucc.)

ブナ科クリ属

環孔材で､孔圏部は1-4列､孔圏外で急激

～やや緩やかに管径を減じたのち､漸減しなが

ら火炎状に配列する｡ 道管は単穿孔を有し､壁

孔は交互状に配列する｡ 放射組織は同性､単列､

1-15細胞高｡

･ムクノキ (Aphanantheaspera(Thumb.)

Planchon) ニレ科ムクノキ属

散孔材で､横断面では角張った楕円形､単独

または2-3個が放射方向に複合 して散在す

る｡ 道管は単穿孔を有し､壁孔は交互状に配列

する｡ 放射組織は異性Ⅱ型､1-5細胞幅､1

-20細胞高｡柔組織は周囲状およびターミナ

ル状｡

･ケヤキ (Zelkovaserrata(Thumb.)Makino)

こレ科ケヤキ属

環孔材で､孔圏部は1-2列､孔圏外で急激

に管径を減じたのち漸減､塊状に複合し接線 ･

斜方向の紋様をなす｡道管は単穿孔を有し､壁

孔は交互状に配列､小道管内壁にはらせん肥厚

が認められる｡ 放射組織は異性Ⅲ型､1-10

細胞幅､1-60細胞高｡放射組織の上下縁辺

部を中心に結晶細胞が認められる｡

･ヤマグワ (MorusaustralisPoiret)

クワ科クワ属

環孔材で､孔圏部は1-5列､晩材部-の移

行は緩やかで､小道管は漸減しながら塊状に複

合して接線 ･斜方向に配列する｡ 道管は単穿孔

を有し､壁孔は交互状に配列､小道管内壁には

表1 樹種同定結果

番 号 遺 構 器 種

樹 種1 SD7 膝柄斧

イヌガヤ2 堰周囲 容

器末製品 ヤマグワ3 堰 小型 容 器 ケヤキ

4 堰 No.2形代 カエデ属5 堰 No.4直柄斧 コナラ属アカガシ亜属

6 堰 疏-1 カツ

ラ7 堰 疏-2

ヌルデ8 堰 疏-

3 カエデ属9 堰

疏-4 ヤマグワ10 堰 疏-5 ヤマグ

ワll 堰 疏-6

ヤマグワ12 堰

疏-7 ハリギリ13

堰 疏-8 カツラ14 堰 疏-9 カエデ属

15 堰 疏-10

カツラ16 堰 疏-

ll ヤマグワ17 堰 疏-12 ヤマグワ

18 堰 疏-13 ムク

ロジ19 堰 疏-14

クリ20 堰 疏-

15 カエデ属21 堰

疏-16 ムクロジ22 堰 疏-17 カツラ

23 堰 疏-18

ヤマグワ24 堰 疏-

19 ヤマグワ25 堰

疏-20 ヤマグワ26 堰 疏-21 ヤマグ

ワ27 堰 疏-22

ムクロジ28 堰 疏

-23 ヤマグワ29

堰 疏-24 ヤマグワ30 堰 疏-25 ヤマグワ

31 堰 疏-26 ヤ

マグワ32 堰 疏-2

7 カエデ属33 堰

疏-28 ヤマグワ34 堰 杭-29 カエデ属

35 堰 疏-30 ヤ

マグワ36 堰 支保1

ヤマグワ37 堰 支保1-

杭2 ヤマグワ38 堰 支保1-杭1 ヤマグワ

39 堰 支保-2

ヤマグワ40 堰 支保-3 ヤマグ



らせん肥厚が認められる｡ 放射組織は異性Ⅱ～Ⅲ型､1-6細胞幅､1-50細胞高で､しばしば結晶を含

む｡

･カツラ (CercidiphyllumjaponicumSieb.etZucc.) カツラ科カツラ属

散孔材で､管孔はほぼ単独で散在し､晩材部へ向かって管径を漸減させる｡ 道管の分布密度は高い｡道

管は階段穿孔を有する｡ 放射組織は異性Ⅲ型､1-2細胞幅､1-30細胞高｡

･ヌルデ (RhusjavanicaL.) ウルシ科ウルシ属

試料は､いずれも年輪幅が広い｡年輪界を挟んだ道管径の変化が観察できなかったが､晩材部に向かっ

て径を大きく減少させること等から環孔材と判断した｡小道管は管壁厚は中庸､横断面では楕円形～やや

角張り､2-3個が複合して散在する｡ 道管は単穿孔を有し､壁孔は交互状に配列､小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる｡ 放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型､1-5細胞幅､1-40細胞高であるが､時に上下に連結す

る｡

･カエデ属 (Acer) カエデ科

散孔材で､管壁は薄く､横断面では角張った楕円形､単独および2-3個が複合して散在し､晩材部-

向かって管径を漸減させる｡ 道管は単穿孔を有し､壁孔は対列～交互状に配列､内壁にはらせん肥厚が認

められる｡ 放射組織は同性､1-5細胞幅､1-40細胞高｡細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊椎が木口

面において不規則な紋様をなす｡

･ムクロジ (SapindusmukorossiGaertn.) ムクロジ科ムクロジ属

環孔材で､孔圏部はやや疎な1列､孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減､塊状に複合して配列する｡

道管は単穿孔を有し､壁孔は交互状に配列､小道管内壁にはらせん肥厚が認められる｡ 放射組織は同性､

1-3細胞幅､1-40細胞高｡柔組織は周囲状～連合翼状､帯状およびターミナル状｡

･ハリギリ (Kalopanaxpictus(Thumb.)Nakai) ウコギ科ハリギリ属

環孔材で､孔圏部は疎な1列､孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減､塊状に複合し接線 ･斜方向の紋

様をなす｡道管は単穿孔を有し､壁孔は交互状または対列上に配列する｡ 放射組織は異性Ⅲ～同性､1-

5細胞幅､1-30細胞高｡

4.考察

樹種同定を行った木材は､堰の構築材 (杭 ･支保)､木製品 (膝柄斧 ･容器未製品 ･小型容器 ･台付容器 ･

形代 ･直柄斧)､自然木 (倒木)に大別される｡ 堰の構築材は､ヤマグワが多く利用され､他にカツラ､ヌル

デ､カエデ属､クリ､ムクロジ､ハリギリ､ヤナギ属が認められた｡この結果から､ヤマグワを主とした木

材利用が推定される｡ ヤマグワの木材は､強度や耐水性等に優れた材質を有する｡ そのため､利用する木材

を選定する際に材質が考慮された可能性がある｡ ただし､検出された種類が多岐にわたり､中には保存性の

低い木材 (ヤナギ属等)も認められることから､周辺で入手可能な木材を利用し､偶然ヤマグワが多くなっ

た可能性もある｡

木製品では､容器未製品にヤマグワ､小型容器にケヤキ､台付容器にムクノキが認められた｡このうち､ヤ

マグワやケヤキは､これまでの分析例で出土した容器によく認められている樹種であり､現在の民族事例で

も利用される (橋本,1979;島地 ･伊東,1988)｡寿能遺跡では､縄文時代､古墳時代､奈良 ･平安時代の

木製容器が出土しており､その樹種同定が行われている (鈴木ほか,1984)｡その結果では､縄文時代はサ
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クラ属､ トチノキ､イヌガヤの3種類がほとんどを占めているが､古墳時代になるとクリやハンノキ属の利

用が多くなり､奈良 ｡平安時代ではケヤキが多くを占める｡ また､器種による樹種の違いも認められている｡

時代によって樹種が異なる背景には､工具が石から鉄製に変化したことによる加工可能な木材の変化､加工

法 (別物 ･挽物 ･曲物)､要求される精度､生産形態や流通機構の違い等が要因として挙げられる (山田ほか,

1990)｡本遺跡の容器についても､加工具や券種の違い等が木材利用に反映されている可能性がある｡

膝柄斧は針葉樹のイヌガヤ､直柄斧は広葉樹のアカガシ亜属であった｡イヌガヤは､針葉樹としては比較

的赦密で硬い材質を有する｡ 一方､アカガシ亜属は､重硬で強度の高い材質を有する｡ このことから､斧柄

として堅く折れにくい材質の木材を選択していたことが推定される｡ 樹種の違いは､斧の形状や用途の違い

を反映している可能性があるが､現時点では詳細は不明である｡

自然木はムクノキであった｡ムクノキは､暖地の沖積地等に生育する落葉高木であり､現在の周辺地域で

も生育している｡ 今回の結果から､河道沿い等水分の多い場所に生育していたことが推定される｡

北島遺跡では､過去に周辺植生等を明らかにするため花粉分析が行われている (パリノ ｡サーヴェイ株式

会社､1998)｡その結果では､イネ科や水生植物の花粉化石が多 く､樹木では､コナラ属､アカガシ亜属､

クマシデ属-アサダ属等で構成される植生が推定されている (パリノ ･サーヴェイ株式会社,1995)が､こ

の結果は本遺跡の結果とも調和的である｡ また､熊谷市小数田遺跡では二五領期の自然木の樹種同定により､

ヤマグワ､エノキ属､カエデ属､ トネリコ属､イヌガヤ､クヌギ節､ヤマウルシ､オニグルミ等が確認され

ており､落葉広葉樹を主とした二次林または疎林が見られ､山地に近い場所には針葉樹を交えた山地性の落

葉広葉樹林が見られたことが推定されている (鈴木 ･能城,1991)｡小敷田遺跡で確認された樹種は､本遺

跡で認められた樹種とも一致しており､弥生時代の本遺跡周辺にも同様の植生が見られた可能性がある｡
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